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なぜ ケ ー タィ 小説は 売れる のか 


はじめに 


出版 不況と 呼ばれて 久しい 中、 ここ 数年 「ヶ ー タイ 小説」 と 呼ばれる ジャンルの 進 
展が 著しい。 ヶ ー タイ 小説とは 文字通り 、携帯電話で 読める 小説の こと だが、 プロの 
作家ょりも むしろ 素人の 投稿 小説が アクセス 数を 稼ぎ、 その 素人が 書いた 小説が その 
まま 出版され て ミリオン セラー を 売り上げたり している。 それらの 内容は、 多くの 場 
合、 「文字が 少ない」 「改行 だらけ」 「状況 描写 や 心理描写が 浅い」 「バタ ー ン 化された 
極端な イベント (レイプと か 妊娠と か 自殺未遂 とか 難病) ばかりが 起こる」 といった 
ものである。 つまりは、 小説と しての レべ ルが 極めて 低い、 と 見られて きた。 ところ 
が、 これが 売れて いる。 

これは 今までの 出版界の 常識、 ことに 文芸 業界の 常識から まったく かけはなれた 奇 
田 共な 現象た った。 当初は 一時的な ブ^ ~ ムと 考えられて いたが、 2  〇  〇  6 〜 2  〇  〇  7 年 
あたりから 「これは もはや 単なる ブ ー ムで はなく、 (良い か惡 いかは 別と して) もっ 
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と 新しい 何 ごと かが 起こっ ている のではないだろう か」 と 考え はじめる 人々 も あらわ 
れ るよう になっ た。 

しかし、 まだまだ ヶ ー タイ 小説 市場の 実態 や、 実際の 作品に ついて 詳しい 人は 少な 
いだろう。 女子 中高生を メインに 読まれて いる ケ ー タイ 小説は、 大人に とっては 「見 
えない ヒット 作」 なの だ。 

この 本は、 ケ ー タイ 小説を 読んだ ことは ない が、 「どういう もので、 どうして 売れ 
ている のか」 という 興味を 抱いて いる 人、 最近 話題に なって いるので 気には なって い 
る けれど 今から 何を どう 読めば いいの か 分からない、 いきなり 実物を 読む のは 億劫 だ 
という 人に 向けての ケ ー タイ 小説 市場に 関する ガイドブック、 入門 書と して 書いて み 
た。 

簡単に だが、 各 章の 説明を して おこう。 

序章 「ヶ ー タイ 小説 七つの 大罪」 では、 ヶ ー タイ 小説で 描かれる 七 種類の 典型的な 
イベントを 集めて、  3 分で ケ ー タイ 小説の おおまかな 内容が 分かる ように ダイ ジェス 
卜 化して みた。 


第一章 I ケ ー タイ 小説の あらまし」 では、 ケー タイ 小説の 歴史と 市場の 動向に つい 
て 簡潔に まとめて みた。 

第二 章 「ケ ー タイ 小説 市場の 最前線」 は、 ケー タイ 小説 市場に 携わる 人々 を 取材し 
た ドキュメント だ。 現場の 当事者の 声を 聞いて いただきたい。 

第三 章 「ケ ー タイ 小説の 内容」 は、 ケ ー タイ 小説を 代表す るべ スト セラ ー 四 作品を 
ピックアップして その 内容を 紹介した うえで、 分析した パ ー ト である。 

第 四 章 「ケー タイ 小説を 巡る 言説」 は、 ケー タイ 小説に 関する マスメディア やさ ま 
ざまな 識者の 言説を 時系列に 沿って 概観した パー ト。 どのょうに ケ ー タイ 小説が 論じ 
られ てきた かが 分かる はず だ。 

第五 章 「なぜ ケ ー タイ 小説は 売れる のか」 は、 ケー タイ 小説が なぜ 今の 時代に 生ま 
れて 読まれて いるの か、 という 疑問に ついて これまでの 取材な どを ふまえ、 筆者な り 
に 考察を まとめて みた 結論の パー トだ。 

ケ ー タイ 小説 市場に ついて ビジネス 的な 興味を 抱いて いる 方には、 第一章と 第二 章 
を 読んで もらえれば いいだろう。 ケー タイ 小説の 内容を 覗き見し てみたい 方は 宇 章と 


第三 章を 参照して ほしい。 「ケ ー タイ 小説と 文学」 とか 「ケ ー タイ 小説と 現代」 とい 
った 文化 論 的な テ ー マに 関心が ある 方には 第 四 章、 第五 章を お勧めす る。 

各 章と もになる ベく コンパクトに まとめて あるので 多少 駆け足 気味 だが、 1 時間〜 
2 時間で 誰もが ケー タイ 小説に ついて 一通りの 情報と 知識を 得られる ょぅに 作っ てみ 
たつ もりで ある。 

そして、 携帯電話の 契約 数が 1 億 件を 突破す る 今、 ケー タイ 小説を 通して 見た 現代 
日本の 一面を も 感じ取っ ていた だければ、 何ょりも 嬉しい。 


6 


目次 

はじめに  3 

序章 ケー タイ 小説 七つの 大罪 11 

大罪が 刻印され たケー タイ 小説 !? / 第一の 罪 売春/第二の 罪 レイプ/ 第三の 罪 
妊娠/第 四の 罪 薬物/第五の 罪 不治の病/第 六の 罪 自殺/第 七の 罪 真実の 
愛 

第一章 ケ ー タイ 小説の あらまし 19 

ケ— タイ 小説 ブー厶 とその 背景/ PC とは 異なる ケ— タイ 文化/ ケー タイ 小説 市場 
の 特徴は 何 か/ 丫  〇  Shi が 築いた ジャンル 「ケ— タイ 小説」/ 『Deep  Love』 

は 他の 文芸作品と 大きく 異なる/ ケ— タイ 小説 市場の 広がり/乱立 •分裂す るケ— 
タイ 小説 市場 


7  II 次 


第二 章ケ ー タイ 小説 市場の 最前線 55 

ケー タイ 小説の 現場の 声/ ケ— タイ 小説で 再 スタ— 卜を 切った 版元/ ケ— タイ 小説 
を 出版す る 版元/ ケ— タイ 小説に 対して 沸き上が った、 盜作 疑惑/ ケー タイ 小説 界 
の 「プロ 作家」 からの 視点 

第三 章ケ ー タイ 小説の 内容 89 

ケー タイ 小説の ヒット 作を 読む/ 全ての 始まり〜 『Deep  Love』 丫  oshi 
(スタ— ツ 出版)〜/ ケ— タイ 小説の 夕— ニン グ ポイントと なつた シリー ズ 『天使が 
くれた もの』 Chaco  (スタ ーツ 出版)〜/ ケ— タイ 小説の 名を 天下に 知らし め 
た〜 『恋 空 切 ナイ 恋物語』 美嘉 (スタ— ッ 出版)〜/ 恋愛 説話の 完成 形〜 『赤い 糸』 
メイ (ゴマ ブック ス)〜 \ ケー タイ 小説の 人気 作品を 読んで みて 

第 四 章ケー タイ 小説を 巡る 言説 153 

「ケ— タイ 小説 女を 口説く」 から 始まる/ ケ— タイ 小説は 「小説」 じ やない/ ケ— 


タイ 小説を 読む 男が 出世で きる !? / ケ— タイ 小説は 文学を 殺す か/ ケ— タイ 小説が 
売れる ことに 耐えられない 人々/ ケー タイ 小説は 結局、 「文学」 なのか 

第五 章な ぜケ ー タィ 小説は 売れる のか 195 

すべての 人間が 「物語」 を 発信で きる、 新しい 時代/活版印刷、 ネット、 そして ケ 
— タイへ/ ケー タイ 小説の 文体は、 デバイスに 規定され ている/ ニヒリズムの 時代 
と、 物語の パー ソ ナル 化/ ケ— タイ 小説の 必要性、 文学の 必要性/ニヒリズムの 果 
てに 希望は あるか 

ぁとがき 228 


ケ 


夕 

イ 

小 

説 

七 

つ 

の 

k 

罪 


大罪が 刻印され たケ— タイ 小説 !? 

ケ^ — タイ 小説と いつても さまざまな ジャンルが あるが、 ミリオンセラ^ ~~ になつ たり 
映画化され たりして いるょう な 人気 作品には、 ある 一定の 傾向が ある。 

それは、 10 代の 少女を 取り巻く 現代 社会の 「罪」 の 側面を 描き出し ている という こ 
とで ある。 

基本的には、 次の 七つの 「罪」 が、 ケ ー タイ 小説には 頻出す る。 

ケ ー タイ 小説に おいて 特徴 的な ことは、 これらの 「大罪」 が 頻発す る こと、 そして 
一部を 除いて 心理的 葛藤の 描写が 極端に 少ない ことで ある。 

第 I の 罪 売春 

援助交際は、 初期の ヶ ー タイ 小説で 大きく 取り上げられ ていた テー マ だ。 

しかし、 最近では あまり 取り上げられ なくなつ てきて いる。 いわゆる 援助交際 ブ ー 
ム が、 1990 年代 途中で ピーク を 過ぎた からだろう。 にもかかわらず、 「ケ ー タイ 
小説 = セックス 描写と 援助交際」 という イメ  ージが 定着した のは、 ケ ー タイ 小説の 元 


相とも言える ¥ 0  8_£12.1の初期作11 11|: ^ に『 0 660,し0>6』の影響にょるものと 
思われる。 

最近では、 逆に ホストを 買ぅ 女性の 姿が 描かれる こと も 多く なった。 これは 性別が 
男女 逆転して いるが、 広義の 売春と 言える かもしれ ない。 

第二の 罪 レイプ 

ケ ー タイ 小説 内では、 レイプは、 いとも簡単に 起こる。 

ケ ー タイ 小説に おける レイプとは、 輪姦の ことで ある。 一対一での セッ クスは、 男 
側に かなり 強引な ところが あつたと しても、 ヒロインは それを レイプとは 認識し ない 
ことが 多い。 輪姦され てはじめて 「レイプされ ている」 と 自覚す る。 

もちろん レイプ された ヒロインの 心には 深い 疵痕が 残る の だが、 内面での 心理的 葛 
藤は あまり 描写され ない。 

また、 レイプの トラウマを 癒す ものは、 多くの場合、 彼氏との 「愛の ある セックス」 
である。 カウン セラ ー に 頼る といつ た 描写は あまり 見られない。 


13  m 窣 ケー タイ 小説 し •つの km 


第三の 罪 妊娠 

ヶ ー タイ 小説の ヒロイン やその 女の子 友達は、 女子高生 にもかかわらず、 いと も簡 
単に 妊娠す る。 

レイプに よって 孕まされる 場合 も あるし、 彼氏との セッ クスで 妊娠す る 場合 も ある。 
コンド ー ムで 避妊す る 男は、 あまり 出て こない。 また、 「中絶し よう」 と 言いだ すヒ 
ロ イン や 彼氏は、 ほとんど 見られない。 

大体の 場合、 妊娠した 女の子は 子供を 産む か、 あるいは 運悪く 流産に なって しまう。 

赤ちゃんが 生まれて こなかった 場合、 その子は おおむね 天使に なって 夜空から ヒロ 

インを 見守っ て くれる . という ことになる。 もちろん、 ヒロイン がそう 解釈して い 

る だけな ので あるが、 生まれて こなかった 赤ちゃんが 地獄に 堕ちる という 否定的な 観 
今 心は あまり 見られない。 

ちなみに、 アメリカでは 2006 年に 生まれた 子供のう ち 「未婚の 母」 が 産んだ 子 
供の割合が 38 .5%に達している(米疾病対策センターの2〇〇7年発表による 0 
日本で もい ずれ 似た ような 状況になる かもしれ ない。 


第 四の 罪 薬物 

作品に ょって、 シン ナー はもち ろん、 大麻、 時には 覚醒剤が 登場す る。 

喫煙 •飲酒に 至っては、 薬物と いぅ g 覚 もない ことが 多い。 登場人物は 10 代が 多く、 
たいてい 高校生な の だから、 本来なら 喫煙 も 飲酒 も 法律違反の はずで あるが、 そのょ 
、っな モラルは 欠如して いる。 

ただし 薬物が 大きく 取り上げられる ヶ ー タイ 小説は、 東京を 舞台に した 作品に 限定 
されて いるか もしれ ない。 地方 都市が 舞台の 場合、 せいぜいが シン ナ ー 止まりで、 覚 
醒 剤の 類は まず 見られない。 

第五の 罪 不治の病 

多くの 作品に おいて、 ヒロインの 彼氏、 あるいは 主人公の 彼女が 重い 病に かかって 
死ぬ。 病名は AIDS か、 ガンで ある。 

極端に 短い 文体の ため か、 病状の 描写に リアリティが なく、 「実話を 元にした 小説」 
と 銘打たれ ている 場合は、 「ほんとぅに 実話な のか | と 読者 や マスメディアから 突っ 
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込みが 入る こと も ある。 

ここで 重要な ことは、 人間の 「死」 がケ ー タイ 小説に おいては 「愛」 とならんで 最 
太の テ ー マ だとい ぅこと だ。 誰かが 死ななければ、 登場人物が 「死」 を 実感す る こと 
はでき ない。 

第 六の 罪 自殺 

身体の 病気に かからなくても、 心の 病気に ょって 自殺す る キヤ ラ クタ j も 多い。 
自殺に 至らなくても、 リスト カット や 根性焼きく らいなら ば、 日常茶飯事で 発生す 
る。 恋人が 死んだ ので 後追い 自殺を 考える が、 結局 死に きれずに 立ち直り、 生きて い 
く 決意を する、 といぅ 話 も 多く 見られる'」 

ケ ー タイ 小説の ヒロインは 、セックス 関連の イベントに 関しては 罪の 意識を あまり 
抱かない が、 人間の 死に 対しては 非常に 敏感で あり、 描写 こそ 短い ものの 深く 葛藤 


第 七の 罪 真実の 愛 

ヶ ー タイ 小説の ヒロインは、 以上の ょうな 現代 社会を 代表す る 「罪」 の 世界を 放浪 
した あげく、 最終的には 「真実の 愛」 に 目覚めて 救われる、 という 結末が 多い。 

つまり、 悲惨な イベント ばかりが 起こる 悲劇では あるが、 主人公は 死なない。 愛す 
る 人の 死を 乗り越えたり、 別れを 乗り越えたり しながら、 それらの 悲しい トラウマを 
生きて いく 力に 変換す るの だ。 

ところで、 この 「真実の 愛」 には、 ほとんど 常に 「神様」 や 「天使」 という 宗教 的 
概念が セッ トに なって いる。 ヒロインは 恋人の 死 や 赤ちゃんの 死に 直面す るた びに 
「神様」 に 祈って みたり、 「赤ちゃんが" 天使" になった」 とつぶ やく。 

では、 この 「真実の 愛」 とは、 キリスト教 的な 信仰な のだろう か？ 

もちろんそう ではない。 ヶ ー タイ 小説の ヒロインは、 無 宗教で ある。 無 宗教な のに、 
困った 時 だけ 神 や 天使の 名を 口にして、 祈る。 

日本人に とっては 普通の 光景で も、 おそらく キリスト教 圏の 人間に とって はこれ も 
また 「罪」 だろう。 そもそも、 何が 「真実の 愛」 で、 何が 「真実 じ ゃない 愛」 なのか、 
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大人の 男性 読者には 判然と しないと 思う。 

このように、 ヶ ー タイ 小説では 現代 社会が、 テイ ーン エイ ジャ ー の 世界から 排除し 
たがって いる 「罪」 「悪徳」 「矛盾」 が これで も かと ばかりに 描かれる。 読者は、 まる 
で 苦しむ ために ケ ー タイ 小説を 読んで いるかの ようで ある。 

熱心な 読者は 苦しみ、 涙を 流し、 悶えながら ヶ ー タイ 小説を 読む。 

一見 何の 不自由 もな く 暮らして いるよう に 見える テイ ーン エイ ジャ ー、 特に 女子 中 
高 生が このような 「悲劇」 に 浸って 涙を 流し、 ヶ ー タイ 片手に 黙々 と 読み 続ける 現代 
社会とは、 いったい 何な のだろう か？ 

そして、 そもそも ケ ー タイ 小説とは 何な のだろう か？ 

その 溝 造 や 現象、 阼 品 分析を 通じて、 ヶー タイ 小説の 世界を 探って いきたい。 
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ケ I タイ 小説 ブ—厶 とその 背景 

現代は、 出版 不況の 時代と 呼ばれる。 

実際、 なかなか 本が 売れない。 売れない から、 出版 点数 ばかりが 増える。 とにかく 
数を 出せば どれ か 当たる だろうと いう 論法な のだろう か。 しかし 売れない。 ほとんど 
の 本は 増刷され る こ ともなく 消えて いく 運命に ある。 

ところが 「素人」 が 書いた ケ ー タイ 小説は、 そんな 出版 不況を 無視す るかの ょうに 
売れて いる。 

2  00  2 年 12 月、 それまで ケー タイの 個人 サイト 上で 執筆 活動を 行って いた イン デ 
イ ー ズ作家 (当時) の Y  〇  s  h  i が 自作の ケ- — タイ 小説 『Deep  Love』 を 商業 
出版し、 これが 2003 年から 翌 2004 年に かけて 文芸 書の 年間 ベストテンに 入っ 
た。 2005 年には 別 作品 (いずれも ケ ー タイ 小説) で 年間 トップと 3 位を 一人で 独 
占。 この あたり までが 「第一 次ケ ー タイ 小説 ブー ム」 で、 ケ ー タイ 小説 =Yoshi 
と言える 時期だった。 この頃には まだ、 文芸 市場は ケ ー タイ 小説に わりと 冷ややかな 
視線を 送っ ていた。 Yo  Shi の 作品は、 少ない 文字 数と 簡単な 文章で 「ケ ー タイ 小 


説 七つの 大罪」 といぅ ティピヵルな 物語を 繰り返す 色物で、 これは 一過性の ブーム に 
すぎない …… と 言い たげ な 雰囲気が 支配的だった ので ある。 

ところが これと 前後して、 ヶ ー タイ サイト 「魔法の 一 らん ど」 上で 素人 投稿 小説 ブ 
1 ムに 火が付き、 大勢の 素人 作家が ヶ ー タィ 小説を 続々 と 発表し はじめた。 その 中で 
も Chaco の 『天使が くれた もの』 と美 嘉の 『恋 空 切 ナィ 恋物語』 が 人気を 集め、 
2  〇  〇  6 年には 出版され て ランキング 入りす る。 2  〇  〇  7 年には ヶー タイ 小説が 文芸 
書 ランキングの！  2-  3 フィニッシュを 果たし、 ベストテン 作品の なんと 半分を 独 
占す るに 至った。 また、 『恋 空』 は 2  00  7 年に 映画化され、 「観客 動員は 難しいだ ろ 
、っ」 といぅ 下馬評を 覆して 大 ヒットした。 ここに 至り、 もはや ヶ ー タイ 小説は 一過性 
のブ ー ムでも 色物で も なくなっ た。 2008 年 1 月 現在は、 つまり ヶ ー タイ 小説の 第 
二次 ブ^ ~~ ム期 である。 

PC とは 異なる ケ— タイ 文化 

出版 不況に 対抗す る 方策の 一つと して、 角 川 書店 系列が 伝統的に 得意と している 
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2003 年 


書名 

著者 

世界の 中心で、 愛を さけぶ 

片山恭 一 

半 落ち 

横 山秀夫 

Deep  Love 

第 1 部、 第 2 部、 第 3 部、 特別 版 

Yoshi 

13 力 月と 13 週と 13 □と 
満月の 夜 


ブ レイブ- フ 


冬の ソナタ （上 •下） 


よく 見る 夢 （上 


誰か 


• アロー  ル 


2004 年 


世界の 中心で、 愛を さけぶ 


蹴りたい 背中 


いま、 会いに ゆきます 


蛇に ピアス 


冬の ソナタ 


アフター ダーク 


博士の 愛した 数式 


インス! -ー ル 


村 上 舂樹訳 


シアラー 


宮部 みゆき 


キム • ウニ 
ユン • ウンギ ヨン 

宮本 尚霓訳 


シドニィ •シェル ダン 

天馬 龍 行 訳 _ 

宮部 みゆき  _ 

渡 辺淳一 


著者 


片山恭 一 

綿 矢り さ _ 

市 川拓司 
金 原 ひとみ 
キム • ウニ 
ユン • ウンギ ヨン 
宮本尚 寛 訳 


Yoshi 


ダン • ブラウン 
越 前 敏弥訳 
村 上春樹 
小川 洋子 
綿 矢り さ 


小学館 _ 

社 


スター ツ 出版 


白水社 


求 龍 堂 


角 川 書店 


NHK 出版 


アカデミー 出版 


実業之日本 社 


角 川 書店 


出版社 


小学館 


河 出 書房 新 社 


小学館 


集英社 


NHK 出版 


スター ツ 出版 


角 川® 店 


講談社 


新潮 社 


•  2005 年 


害 名  著者 

出版社 

1 

「もっと、 生きたい…」 

Yoshi 

スター ツ 出版 

2 

東 宇夕门 — 

オ カンと ポクと、 時々、 才トン 

リリ _ • フランキー 

扶桑 社 

3 

4 

恋バナ （青 •赤） 

Yoshi 

スター ツ 出版 

野 ブタ。 を プロデュース 

白岩玄 

河 出番 房 新 社 

5 

八ッ ピー バースデー 

青木 和 雄 
吉富多 美 

金の 星 社 

6 

ダ •ヴィン チ •コード （上 •下） 

ダン • ブラウン 
越 前 敏弥訳 

角 川 書店 

7 

いま、 会いに ゆきます 

市 川拓司 

小学館 

8 

半島を 出よ （上 •下） 

村 上 龍 

幻 冬 舎 

9 

対岸の 彼女 

角 田 光代 

文藝春秋 

10 

東 示 タワー 

江 國香織  1 

マガジン 八 ウス 

文芸 部門 年間 ベス ト セラ ー （ 卜 ー ハン 調べ) 
※太字が、 ケー タイ 小説 


•  2006 年 


害 名 


亨午ソ V ワ — 

オ カンと ポクと、 時々、 才トン 


陰日向に 咲く 


恋 空 切 ナイ 恋物語 （上） 
恋 空 切 ナイ 恋物語 （下） 


容疑者 x の 献身 


天使が くれたち の 


翼の 折れた 天使たち （空） 
翼の 折れた 天使たち （海） 


明日の 記憶 


DEATH  NOTE 
8  ANOTHER  NOTE 

ロサンゼルス BB 連続殺人 事件 


名ち なき 毒 


Line ライン 


著者 


リー • フランキー 


劇団 ひと 


東 野圭吾 


Chaco 


Yoshi 


荻原浩 


西 尾 維新 
大場 つぐみ 原作 
小 畑 健 原作 


宮部 みゆき 


Chaco 


出版社 


扶桑 社 


幻 冬 舎 


ーツ 出版 


文藝春秋 


ーツ 出版 


双葉 社 


光文社 


集英社 


幻 冬 舎 


ーツ 出版 


2007 年 


窨名 


恋 空 切 ナイ 恋物語 （上） 
恋 空 切 ナイ 恋物語 （下） 


赤い 糸 （上） 
赤い 糸 （下） 


君 空 'koizoraanother  story 


— 瞬の 風に なれ （1) 
4 一瞬の 風に なれ （2) 
一瞬の 風に なれ （3) 


もしも キミが。 


6  求めない 


純愛 


陰日向に 咲く 


9 夜明けの 街で 


楽園 （上) 
楽園 （下) 


著者 


美嘉 


美嘉 


佐 藤 多 佳 子 


加 島祥造 


稲森 遥香 


劇団 ひとり 


東 野圭吾 


宮部 みゆき 


出版社 


スター ツ 出版 


ゴマ ブック ス 


ーツ 出版 


講談 


ッ クス 


小学館 


スター ツ 出版 


幻 冬 舎 


角 川 書店 発行/ 
角 川 グループ 
パブ リツ シン 
グ 発売 


文藝春秋 
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「メディア ミックス」 が 挙げられる。 

メディア ミッ クスを ありていに 言えば、 小説を テレビ ドラマ 化 •テレビ アニメ 化. 
映画化 •コミック 化する ことによ って、 それらの 元ネ タと なった 本を 売る、 という ビ 
ジネス スタイル である。 テレビで ドラマ や アニメを 放映す る ことじた いが、 原作と な 
ってい る 本の 宣伝になる の だ。 

数年 前に ライト ノベル •ブ ー ムが 来て いると 業界が 騒いだ 理由は、 ライト ノベルが 
テレビ ア ニ メ や コ ミ ツ クと親和性の^1问 いジ ヤ ン ルだからだ つ た。 ライトノ ベ ル— コ ミ 
ック 1 アニメと いう 順番で メディア ミッ クス 展開す る ことにより、 原作 本た る ライト 
ノベルの 売り上げ も 飛躍的に 伸びる。 

しかし この ビジネスモデルの 欠点は、 メディア ミックス 展開す るた めに 多額の 資金 
が 必要になる という ことだった。 

それに メディア ミックスは、 「すれば よい」 という ものでは なく、 予算を 不当に 抑 
えれば 仕上がり も それなりに なって しまい、 原作 本の 宣伝を するど ころ か 原作 本の 商 
品 価値を 絶って しまう という 本末転倒の 結果に なり かねない。 


(百万 ページ ビュー) 


平成 18 年 平成 19 年 

モバ ゲー タウン 月間 ページ ビューの 推移 

(株式会社 ディー •エヌ •エー 平成 19 年 12 月 度 「月次 推移の ご 報告」 より) 


そうこうして いるう ちに、 今度は ケ ー 
タイ 小説 ブ^ — 4 が 到来した。 

とはいえ 実際には、 ケ^  — タイ 小説 ブ^ ~ 
ムは 2  〇  〇  3 年に すでに スタ ート してい 
たの だ。 ただ、 業界が ケー タイ 小説 ブ ー 
ムを 「無視」 または 「黙殺」 していた に 
すぎない。 

ケ ー タイ 小説とは、 その 名の 通り、 携 
带 電話で 読まれる 小説の ことで ある。 

「携帯」 ではなく 「ケ ー タイ」 と 表する 
ところが 今風な のか もしれ ない。 

インタ ■ — ネ ットに も 「 m i x i」 とい 
、つ 大型 SNS  (ソ ■ — シャル •ネット ワ^ — 
キング •サ^ ~~ ビス) が あるが、 ケ^ ~ タイ 
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の 世界に も 「モ バゲ ー タウン」 に 代表され る 超大型 S N S 的な 存在が ある ◦また、 p 
C でい う 無料 ブ ログに 近い 「魔法の 一 らん ど」 という 巨大 サイト も ある。 

「モ バゲ ー タウン」 の 月間べ ー ジビユ ー は、 約 149 億 だそう だ。 一日 あたり、 約 5 
億と いう ことになる。 この 数字は 2007 年 12 月 現在の ものな ので、 今後は もっと 増 
える はず だ。 

睾者 などは そもそも PC を メインと した インタ^ ~ ネットの 世界し か 知らな かった の 
で、 インタ ー ネットと いえば 「ブ ログ」 「2 ち やん ねる」 「ニコニコ 動画」 「 m i  X  i」 
ぐらいし か 馴染みが なかっ たの だが、 ケ ー タイの 世界には PC とは まったく 異なる 文 
化が 生まれて いたの だ。 

ケ— タイ 小説 市場の 特徴は 何 か 

大きく 分ける と ケ^ — タイ 小説には、 これらの 無 利 サイトに 公開され る もの (無料 ケ 
1 タイ 小説) と、 有料 サイトに 公開され る 有料 ケ— タイ 小説との 二種 類が ある。 

たとえば 新潮 社な どは、 早くから 有料 ケ ー タイ 小説 コンテンツを 供給し 続けて きた 


出版社 だ。 r ケ ー タイ 小説の 女王」 と 呼ばれる ケ ー タイ 小説 作家 •内 藤み かは、 主に 
新潮 社の サイトで 作品を 発表して きた。 

だが、 出版 業界が 「どうして こんなに 売れる のか」 という 意味で 主に 注目して いる 
ケ ー タイ 小説は、 「素人」 が 書いた 無料 ケ ー タイ 小説の ほうで ある。 

有料 ケー タイ 小説とは、 プロの 専業 作家が 書き下ろして ケ ー タイ サイトで 発表して 
いる 作品 だ。 つまり、 出版社が あって、 担当 編集者が いて、 専業 作家が いる。 

「出版」 「取次」 「書店 販売」 という 流通経路を ひとまず すっ 飛ばして いる 点を 除けば、 
従来型の 出版 業務と 変わらない。 

しかし 無料 ケ ー タイ 小説の 多くは (プロが 無料 サイトで ケ ー タイ 小説を 書く こと も 
あるが)、 いわゆる 素人が 自分で 書いて、 自分で アップ ロ ー ドして いるので ある。 つ 
まり、 ブ ログと 同じ だ。 実際、 小説な のか 日記な のか 判別し がたい もの も 多数 ある。 

これまでの 出版 業界の 常識で 考えれば、 素人が 勝手に 書いた ょうな 小説な ど、 売れ 
るは ずがなかった。 

というょり、 売れて はならない ので ある。 そんな ものが 売れる のなら、 作家 や 編集 
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者 や 営業は 何のた めに 存在す るの か。 

ところが ケ ー タイ 小説を 印刷して 出版して みたら、 これが 売れた。 予想外に 売れた。 
最初に ケー タイ 小説を 出版して ベスト セラー を 飛ばした 出版社は、 スタ ー ツ 出版と 
いう 版元で ある。 大手 出版社で はない。 スタ ー ツ 出版が ケ ー タイ 小説 出版の 先陣を 切 
った 2002 年、 大手 出版社は まだ、 「素人が ケ ー タイに アップした 素人 小説の 印 
刷 •出版」 という 暴挙に 対して 尻込みし ていた。 というょり、 歯牙に も かけて いなか 
ったと 言っ たほうが 正しい。 

なぜなら、 無料 ケ ー タイ 小説には、 次の 「欠陥」 が あったの だから。 

1 ケ ー タイから 無料で 読めて しまう ので、 わざわざ 高い お金を 払って 本を 買う 読者 
がいる とは 思えない。 

2 内容が 稚拙で、 小説 以前で ある。 文字が 少ない。 表現が 稚拙。 構成が 荒い。 など 
など。 

3 作者が 何者な のかは っきり しない、 という か 素人。 
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ところが、 実際には どうだった か。 

ケー タイで 大量の アクセスを 稼いで いた 人気 作品は、 印刷しても 売れた。 しかも、 
それ こそ 飛ぶ ょうに 売れた ので ある。 ケ ー タイで 作品を 読んで 感動した ファンが、 書 
店に ならんだ 書籍 版を 次々 と 購入して いったの だ。 

そう、 ケ ー タイ 小説は フアン アイテム として 売れた。 

つまり、 すでに ケ ー タイに 小説を 発表して いる 時点で、 どれ だけの ファンが ついて 
いるの かが 把握で きる から、 ある 程度は 読者 数が 読める。 

ひるがえ って 考えれば、 ケ ー タイ 小説 市場は、 逆 メディア ミックス 状態な の だ。 最 
初に ケ ー タイで 大 々的に 無料の プロ モーシ ヨンが なされて おり、 プロ モーシ ヨンに 成 
功した 作品を 印刷して 出版す る。 すでに 多数の ファンが 獲得され ている ので、 人気の 
ある 作品を 印刷 すれば それだけで 飛ぶ ょうに 売れる。 

しかも、 ケ— タイに おける プロ モ ー シヨ ン には、 まった く 金が かからない。 

ケ ー タイ 小説の アップ ロ ー ドは 無料 だし、 宣伝費を 投じて 売り込まなくても 人気 さ 
え 出れば 後は ケ ー タイ そのものを 介した ロコミで 読者が 増える。 
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p C でも 似た ような ことが 起こっても よさそう な ものな のた が  PC ネットの 世界 
には 小説 ブ ー ムが 到来して いない。 ブ ログ H 日記は 流行った が、 小説は 流行らな かっ 
たの だ。 

それに、 PC ユ ー ザ ー の 人口よりも、 ケ— タイの ユー ザー 人口の ほうがは るかに 多 
い。 特に テイ^ ― ンエ イジ ャ^ — 層では そうで ある。 PC は 敷居が 高い。 ます PC を 購入 
しなければ ならず、 プロ バイダと 契約して インタ 1 ネット 回線を 屋内に 引き込ま なけ 
れ ばなら ない。 そこには 一定の 知識 も 要求され る。 

しかし、 ケ^ ― タイなら 、買った その 日から 簡単に ネットへ 接続で きる。 しかも ワイ 
ヤ レスで、 外出 先から も アクセス できる。 サイズが コンパクト だから、 電車の 中で も 
教室 内で も アクセス できる。 

つまり ケ ー タイ 小説 市場とは、 「出版す る 前に 無料で 大 々的に プロ モーシ ョン 活動 
を 行える I という まったく 新しい 小説 市場な の だ。 
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Y  O  s  h  i が 築いた ジャンル 「ケ— タイ 小説」 

ヶ ー タイ 小説 文化が いつから 始まった のかは 定かでは ない が、 ヶ ー タイ 小説 初の ミ 
リオン セラ ー となった Yoshi の 『Deep  Love』 を 「最初に 成功した ケ ー タ 
イ 小説」 と 考えれば、 2  00  0 年が ヶ ー タイ 小説 元年だった と言える。 

2000 年 1 月、 Yoshi は 自前の 無料 サイト 「ザ ブン」 をケ ー タイ 上に 設立し 

た。 『Deep  Love』 は、 Yoshi が 「ザ ブン」 で 2000 年 10 月から アップを 
開始した 無料 ケ ー タイ 小説で ある。 

内容は、 女子高生の 援助交際、 AIDS、 難病、 死、 …… といった 先述の 「七つの 
大罪」 を テ ー マと した ダ ー クな ものだった。 それが、 女子高生の ロコミで 支持が 広が 

ってい った。 

Yoshi は、 若い 人へ メッセ ー ジを 伝える 一番の 方法と して、 「ケー タイで 情報 
を 発信す るの が 最適だった。 一個人が 情報を 広く 発信して いく ツ ー ルと しては、 ケ ー 
タイは インタ 1 ネット 以上で しょぅ」 (『週刊 プレイ ボ ー イ』 2005 年 11 月 22 日 号) 
と 発言して いる。 
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しかし、 ケ ー タイ 上で 話題に なった 『Deep  Love』 を 出版して みようと いう 
版元は なかなか 現れなかった よう だ。 Y  O  Shi は 『D  e  e  p  L  O  V  e 第一 部 ア 
ユの 物語』 を 自費出版して、 ネットで 販売した。 これが 10 万 部 も 売れた。 自費出版 
本 H 同人 誌と しては、 異例の 数字で ある。 一般の 書籍と しても、 これ だけ 売れれば 文 
句な しの 大 ヒット だ。 

これでつ いに スタ ー ツ 出版が 動き 出した。 2  〇  〇  2 年 12 月に スタ 1 ツ 出版 バ ー ジョ 
ンの 『Deep  Love 第一 部 アユの 物語』 が 商業 ル ー トに 乗り、 書籍 コ ー ドを 
獲得した 商業 出版物の 「本」 として 書店に 並んだ。 

ちなみに 『電車 男』 が 書籍 化された のは 2004 年 だから、 『Deep  Love 
第一 部 アユの 物語』 の ほうがず っと 早かった ことになる。 

『Deep  Love』 は 第一 部、 第二 部、 第三 部、 番外 編と 続き、 その 累計は 270 
万 部を 超えた。 

また、 Yoshi が 『Deep  Love』 の ビデオ も 自主 制作して いる ことを 考え 
ると、 彼が S 初から 「ケ^  — タイ i 出版 i 映画」 という 逆 メディア ミッ クス 展開を 考え 


Deep  Love 第一 部 アユの 物語 J スター ツ 出版 


ていた 可能性 も ra いと 思われる。 

また、 Yoshi  の  IDeep  Lovell 
は、 内容 的に も 従来の 「小説」 という 概念を 
大きく 逸脱した 作品だった。 

ゆえに、 2  7  0 万 部 も 売り上げながら、 文 
芸 評論家 筋から 完全に 黙殺され ると いう こと 
にもな ったの だが。 

それでは、 『Deep  Love』 のどの あ 
たりが 今までの 「小説」 の 概念を 壊して いた 
のだろう。 

f D e  e  p  L  〇  >  6』 は 他の 文芸作品と 大 

きく 異なる 

1 文字が 少ない 
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実際に 単行本を 見て いただければ 分かる が、 驚く ほど 字数が 少ない。 

Y  〇  Shi 自身に よれば、 「当時は 配信で きる 文字 数に 2  0  00 字 程度と いう 限界 
が ありまし たから、 毎回、 その 中で スト ー リ ー に 山場を 作らなければ なりません でし 
た I  (「Yahoo! ブック ス」 の インタビュー  2004 年 4 月 2 日より。 以降、 YO 
Shi の 発言は、 ここに 拠る) という ことになる。 

ブロー ド バンド や 光ケー ブルの 登場な どに よって、 大 容量の デ ー タの やりとりが 行 
いや すくなった PC の 世界と 違って、 ケ ー タイの 世界では 送受信で きる デー タ 量に か 
なりの 制限が ある。 たとえば、 PC と 同等の フル ブラゥザが 使える ようにな った 現在 
でも、 * 者の ケ^  — タイ P  905 i は 「ヨドバシカメラ •  C 〇 M」 の トッ フぺ" ~ ジ をき 
ちんと 表示で きない。 デ^ ~ 夕 量 制限に ひっかかる らしい。 

そもそも、 ケ ー タイの 液晶 画面は 低 解像度な ので (現在では ひと 昔 前の PC モニタ 
に 迫りつつ あるが)、 あまり 文字を 入れられな いの だ。 

この 「文字が 少ない」 という 点が、 多くの 文芸 評論家から ケ ー タイ 小説な ど 文学で 
はない、 と 一言で 切り捨てられる 一因に なって いる ことは 間違いない。 


2 語彙が 簡単で 少ない 

これにつ いても Y  〇  Shi 自身の 言葉を 引用 させても らうと、 

「当時、 ケー タィを 使っ ている 人は 圧倒的に 若者でした。 彼らは ケー タィを ツール 
として 使っ ている だけで、 べつに 小説 好きで も 何でもない わけです。 だから、 文字 
が 嫌いな 人に も 読んで もらえる 工夫が 必要でした。 たとえば、 難しい 言葉は 使わな 
い、 くどい 描写は しない、 会話 文では 話し手に より 「」 と 『』 を 使い分ける、 
などです」 

という ことで ある。 

キャラクタ ー によって、 会話 文の ヵギ かっこが 異なる、 という 手法は 筆者 も それ ま 
で 知らなかった。 ゲーム などで、 キャラクタ ー によって 会話 文の 文字 色が 違う、 とい 
、っ 手法を とる ことは あった。 その 応用と いったと ころだろう か。 もちろん 小説で この 
手法を 使えば、 文芸 評論家に 無視され るであろう ことは H うまで もない。 


35  第一 窃 ケー タイ 小説の あらまし 


3 急 展開 

4 実話 テイスト 

ここで も、 Yoshi の 言葉を 聞こう。 「それと、 これが 最も 大きな 点です が、 ケ 
1 タイ 小説は 『ライブ』 だとい うこと です。 当時、 月間 3  0  0 万 ビユー くらい あつて、 
毎日 何百 通 もの 感想 メ^ — ルが 送られて きます。 それを 読む と、 彼らの 身の la りで 起き 
ている 『現実』 の 方が 『物語』 よりず っと 厳し いんです。 だから、 そうした 実話を ス 
卜 1 リーに 取り 人れ たり、 読者の 反響を 次回の 連載に すぐに 活かす ように 心掛け まし 
た」 

そう、 『Deep  Love』 は、 とにかく 展開が 早い うえに、 いきなり ア サッ テの 
方向に 話が 飛んだり する。 

展開が 早い 一つの 理由は 「文字 数が 少ない」 という 文体の 問題で あるが、 もう 一つ 
の 理由は 「読者からの 反応が ダィレクトに 作家の 元へ 届き、 その 反応に 作家が 即座に 
反応を 返す」 という ケ ー タイ 小説 そのものが 持つ インタラクティブ 性に ある。 

商業 出版に おける 小説の 場合、 作家と 読者の 間に 編集者 •出版社な どが 存在す る。 


作家と 読者が ダイレクトに 交流す る ことは 少ない。 というより、 難しい。 小説を 発表 
する 際に も、 ある 程度 担当 編集者の 意見を 取り入れて プロットを 作成し なければ なら 
ない (人に よっては 編集者を 無視して 勝手に 書ける 人 もい るだろう が、 そんな 「恵ま 
れ た」 作家は ごく 少数 だ)。 

しかし (無料) ヶ ー タイ 小説には、 そういう 障壁が 存在 しないの である。 

作者と 読者し かいない 世界な の だ。 

だから 読者の リクエストに 応じて、 次々 と 展開を 変える ことができる。 そして、 良 
かれ 悪し かれ、 それを 止める 役目を 担う 編集者が いない。 

実際、 第三 章で 紹介す るよう に、 『Deep  Love』 の 展開は 常識で 考えれば 
「あり 得ない」。 そして、 そこが この 作品の 魅力に なって いる。 編集者が コント ロール 
していれば、 このような 方向に 話が 飛んで いくことは まずなかった だろう。 超 展開で 
あるから、 ついていけない 人は 絶対につ いていけ ない。 

また、 読者と ダイレクトに つながる ことと、 「実話 テイスト」 という ケ ー タイ 小説 
の 特徴とは 、切っても 切り離せない 関係に ある。 
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ヶ ー タイ 小説では、 実話 テイスト H 実話を 元にした 作品が 受ける。 

ヶ ー タイ 小説の 読者層 (テイ ーンエ イジ ャーの 少女) にと って、 「実話」 と 銘打た 
れ たほうが 共感し やすいから なのだろう か。 

5 七つの 大罪 

序章で 取り上げた 「ヶー タイ 小説に 描かれる 七つの 大罪」 の ほとんど 全てが、 すで 
に 『Deep  Love』 で 描かれて いる。 

援助交際。 レイプ。 妊娠。 薬物。 不治の病。 自殺。 

そして、 真実の 愛。 

『Deep  Love 第一 部 アユの 物語』 は、 援助交際に だらだらと 耽る 女子高生 
アユが ヒロイン である。 中盤 以後は、 アユは ょうやく 巡り合った 愛する 人が 「不治の 
病」 に 冒されて いる ことを 知り …… という 展開。 

ところで、 この 「 ヶ ー タイ 小説 七つの 大罪」 は、 たいていの 場合、 「実話を 元にし 
て 描かれて いる」 という 殺し文句 とともに 作 中に 登場す る。 
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現代 社会の 暗黒面、 負の 面が、 ヶ ー タイ 小説では これで も かと 描かれる。 

しかも 「実話 だ」 という 注釈つ きで。 

特に 『Deep  Love』 では、 援助交際 シ ー ンが 露惡 的に 描かれて いて、 それ ゆ 
えに 「ケ ー タイ 小説は、 ポルノ 小説 だ」 という 偏見を 生み出す 原因に もな った。 

この 点に ついて、 Yoshi はどう 考えて いたの か。 彼は 

—— 「作家とは 定義して いない」 という 考えと も 関係して いるので しよう か。 一般 
書籍 化される 以前に、 いくつかの 出版社から オフ ァ ー が あった にもかかわらず、 断 
られ ていた そうです が、 その 理 山は 何だった のでし ようか。 

という インタビュ ア ー の 質問に 対して、 こう 答えて いる。 

「断った というより、 折り合いが つかなかった ん です。 『アユの 物語』 は 連載 終了 
後に、 読者の 要望で ザブン から 自費出版して います。 連載 内容を そのまま 本に した 
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ものです が、 10 万 部 販売し ました。 けれども、 オフ ァーの あつた 出版社は 一般 書籍 
化の 条件に 表現の 見直しを 求めて きました。 書き直して、 多くの 人に 読んで もらえ 
るなら それは それで 構いません。 ただ、 そのと き 言つ たのは、 そうした 責任を 負う 
気 もな く、 卓上の 会議で ただ 書き直しを 決定され るのは 自分の 意に そぐ わない とい 
うこと です」 

「感想 メ ー ルを 読んでも らうと わかります が、 『本を 読んで はじめて 泣いた J 『生き 
る 意味を 考えた』 『自殺を 思いとどまつ た』 など、 『アユの 物語』 という 作品が 読ん 
だ 人に 与える 影響力に ついては どの 本に も 負けない 街 a が ありました。 性 描写を 盛 
り 込めば 『過激』、 小説 的な 表現を しなければ 『幼稚』 という 評価は 自分に とつて 
は ナンセンスです。 ふだん 本を 読まない 読者に 興味を 喚起す るの も、 作り手の 大切 
な 使命 だと 思います。 表現に ついても、 難解に なれば なるほど 理解で きない 人は 増 
えます。 多くの 人に メッセー ジを 伝える には、 簡単で なければ ならない のです」 
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おそらく Yoshi と 折り合いが つかなかった この 版元は、 『Deep  Love』 が 
「小説と しては 不適格」 であると 考え、 「七つの 大罪」 の 過激 描写に ついての 穏当な 修 
正を 求めた のだろう。 また、 「語彙の 少な さ」 「文章の 短 さ」 についても 修正し ようと 
したので はないだ ろうか。 

もっと 小説ら しい 文章 表現を 使っ て、 もっ と 穏当な スト ー リ ー を 書く ように。 

しかし、 仮に そんな 「従来の 小説み たいな 『Deep  Love』」 を Yoshi が大 
手 出版社から 出して いたら、 『Deep  Love』 ファンは 一様に がっ かりして いた 
だろう。 

彼らの 多くは、 既成の 出版社が 出して くる 小説には 感動 も 共感 もで きず、 それ 以前 
に 読む 意欲 すら 感じられ なかっ たの だ。 文字が 多い、 文章が 難解、 リアルを 感じられ 

ない 当たり障りのない 内容 . 。 Yoshi は、 『Deep  Love』 が なぜ 多くの ヶ 

1 タィ 読者に 支持され ている のかを 理解して いた。 

たから、 スタ^  — ッ 出版から 出された 『 D e  e  p  L  〇  V  0^』書籍版でも、 ¥ 〇8ヒ-1 
は、 次の ような レィアゥトを 使った。 
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スター ツ 出版 刊行の Deep  LoveJ の レイアウト 


•字が 大きい 
•行間が 広い 
•文章は、 横書き 

つまり、 本の レイアウトの ほぅを、 
ケ ー タイの 画面に 近づけた の だ。 

このょぅに、 Yoshi は 確信 犯 
的に ケ ー タイ 小説 市場の 独自性を 理 
解して いて、 『Deep  Lo v e』 
出版の 際に 出版社 側と かなり 葛藤し 
たと 思われる。 そして 最終的に、 ス 
夕^ — ツ 出版との 間で 折り合いが つい 
た。 


「スタ— ツ 出版の 担当者には、 読者の 感想 メール も 読んでも らい、 基本的に 連載 時 
の 原文の まま 刊行して もらえる ことにな りました。 さらに、 自分が 読者 像を 一番 知 
つて しること から、 本の カ ハ ー などを 含む 卜 — タル. プロ デュ ー スも任 せて もらえ 
ました」 

ぺ ー パー バックで はなく、 ハ ー ド カバ ー にした 点に も こだわりが 感じられる。 ケ ー 
タイ 小説の 書籍 版を 買う 読者の 多くは、 すでに ケ ー タイ サイト 上で 作品の ファンに な 
つてい る。 書籍 版は ファン アイテム であり、 いつ 消えて しまう か 分からない ケ ー タイ 
コンテンツを 製本した 「永久 保存 版」 なの だ。 感覚的には 本と いうょりも、 写真の プ 
リント アウトに 近い。 だから こそ、 豪華な 装丁が 求められる。 

このょうな ケ ー タイ 小説と いう 新 ジャンルへの Yoshi の こだわりが、 ケ ー タイ 
小説 ブ ー ムを 一過性の もので 終わらせずに 拡大 させた 原動力と なつた の だと 思う。 す 
でに、 『Deep  Love』 において ケ ー タイ 小説の 雛 形は 全て 完成して いたの だ。 
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ケ— タイ 小説 市場の 広がり 

Y  〇  Shi は 厳密に 言えば 本物の 素人では なく、 あらかじめ ケ ー タイ コンテンツ 市 
場で 自己 表現を しょうと 考えて いた イン ディ ー ズ 作家だった。 そういう 意味で、 非常 
に 戦略 的だった。 ケ ー タイ 発の 逆 メディア ミックス 展開を、 最初から 視野に 入れて い 
たのだろう。 

2002 年 12 月の 『 D eep L ove 第一 部 アユの 物語』 出版に 続き、 2  〇  〇 
3 年 5 月に 『Deep  Love  第二 部 ホスト』、 同年 7 月に 『Deep  Love 
第三 部 レイナの 運命』 と 『Deep  Lc>e 特別 版 バオの 物語』 を 出版。 すで 
に 書いた ょうに 『Deep  Love』 シリ ー ズは四 冊 合計で 270 万 部を 売った。 

翌 8 月 こ i 『D  e  e  p  F  r  i  e  n  d  S  リナ & マキ』‘ 

2004 年 12 月には 『Deep  Love』 シリ ー ズ とは 別 系統の ケ ー タイ 小説 『も 

っと、 生きたい…』 を スタ 1 ツ 出版から 出版。 こちらは うって かわっ て、 かなり ホラ 
1 テイストの 作品に なって いる。 

2005 年 8 月に 『恋 バナ』 青 •赤の 二册を スタ 1 ツ 出版から 同時 出版。 合計 lo 


〇 万 部を 超えた。 Yoshi は 『恋 バナ』 出版の 際、 倖田來 未と タイアップして 主題 
歌を 制作した。 

以降、 Yoshi は スタ 丨ツ 出版 以外から も 単行本を 出す ようになり、 次の 作品 
『翼の 折れた 天使たち』 シリ ー ズは 双葉 社から 2006 年に 出版され た。 また、 講談 
社から 2007 年 3 月に 出版した 最 新刊 『last  LOVE』 は 書き下ろし であり、 

ケ ー タイ 小説では ない。 

つまり Yoshi 自身は、 「ケー タイ 小説 作家」 という 立場から 少しずつ 離れつつ 
あるよう なの だ。 

しかし、 ¥ 0  3ヒ.1がケータイ小説市場とは距離を置くようになっていく間にも、 
ケ ー タイ 小説 市場 そのものは 成長し 続けた。 

すでに 前述した ように、 ケ^  — タイ小説のフォーマットは ¥ 03ヒ.1が完成させてい 
た 。 

そして、 主な 読者で ある 少女たち (と 一部の 少年たち) は、 Yoshi のケ ー タイ 
小説を 読む うちに 気づいた のだろう。 
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「これなら、 自分で も 書け るん じ やない か」、 と。 

「魔法の 一 らん ど」 や 「モ バゲ ー タウン」 といった ヶ ー タイ 無料 サイトを 使って、 彼 
女たち はヶ ー タイ 小説を 自ら 書き はじめた の だ。 

2005 年、 「魔法の 一 らん ど」 で 当時 素人 作家だった Chaco が 書いて いた ヶ 
1 タイ 小説 『天使が くれた もの』 を スタ 1 ツ 出版から 出版し ようとい う 話が 持ち上が 
り、 10 月に 出版され た。 

ヶー タイ 小説の 第二次 ブ ー ムは 、この 『天使が くれた もの』 (略称 『天 くれ』) によ 
って 火が付いた。 Yoshi と Chaco の 最大の 違いは、 Yoshi は 少女 読者たち 
の 体験談を 再編 集す る 媒介 者 的な 存在だった のに 対して、 ch  a  C  〇 は 自分自身の 体 
験を そのまま 小説と して 表現した という 点だった。 

つまり、 Y  〇  Shi は 読者と 作者の 間に あった 出版社と いう フイ ルタ 1 を 取り去っ 
たの だが、 Chaco は 読者と 作者の 垣根 じたいを 越境した の だ。 『天 くれ』 によっ 
て、 読者と 作者が まったく 同じ 立場、 同じ 視点、 等しい 存在と なった。 

『天 くれ』 には 過激な 輪姦 も 中絶 も セックス 描写 もない。 若い 男女の すれ違いが テ ー 


マ だ。 そして すれ違って いるう ちに、 男の子の 方が 事故で 死んで しまう。 そして、 可 
ょり 「本人が 直接 書いて いる 実話」 という 特徴を 持って いた。 

『天 くれ』 が 10 万 部を 突破す る ヒット 作になる のと 前後して、 ゴマ ブック スが 動き 出 
し、 「魔法の 一 らん ど」 に 続々 と 投稿され 続ける ヶー タイ 小説を 集めた 『ヶ ー タイ か 
ら あふれた LOVE  ST 〇 RY』 を 出版す る。 

ついに、 スタ ー ツ 出版 以外の 版元が 本格的に、 無料 ヶ ー タイ 小説 市場に 参入した。 
2006 年になる と 集英社が RY U の 『Tok  y  〇  Real』 を 出版。 Yosh 
i の 『Dear F r  i  e  n  d  S』 は 講談社で 文庫 化されて いる。 

『天 くれ』 以後に 出版され た SINKA の 『また 会いたくて』 (略称 「また 会い」。 2 
006 年 8 月。 双葉 社) も、 美嘉の 『恋 空』 (2006 年 10 月。 スタ ー ツ 出版) も、 
r 魔法の 一 らん ど」 に 投稿され た 無料 ヶ ー タイ 小説で、 作者は 執筆 時点で 「素人」 で、 
そしてと もに 作者 自身が 体験した 「実話」 がべ ース になって いると いう 点で 共通して 

いる。 

つまり、 2005 年から 2006 年に かけて、 無料 ヶ ー タイ 小説 作家の トレンドは 


47  第一 卓 ケー タイ 小説の あらまし 


「読者の声を まとめて フイ ー ド バックす る」 という Yoshi 型 作家から、 「自身の 体 
験を 物語 化して 書く」 Chaco 型 作家へ と 移り変わっ たらしい。 

美嘉の 『恋 空』 は 「魔法の 一 らん ど」 BOOK ランキングで 160 日 連続 トップに 
立つ という 超 話題 作だった。 出版され る や 否や、 たちまち loo 万 部を 超えた。 ケ ー 
タイ 小説に おいては、 サイトでの 人気と 売り上げ 部数と が ほとんど 直結して いる。 

2007 年 1 月には、 やはり 「魔法の 一 らん ど」 で 人気を 博した メイの 『赤い 糸』 
(ゴ マブッ クス) が 上下 巻で loo 万 部を 突破。 

2007 年 11 月には、 新 垣 結 衣 •三 浦 春 馬 主演で 『恋 空』 が 映画化され、 公開 2 週 
間で 160 万人を 動員す る大 ヒットと なった。 この 映画 版 『恋 空』 が 不入りで あれば 
ケー タイ 小説 ブーム も 終わる だろう、 そして 当然 この 映画は 滑る だろうと 巷間 囁か 
れ ていたが、 結果は 予想を 覆す ものだった。 ケ ー タイ 小説は、 この 映画 『恋 空』 の大 
ヒットに ょって、 初めて 人々 (文芸 評論家と か ブロ ガ ー とか) の 話題の 俎上に 載る 
「資格」 を 得た と言える。 

ケ ー タイ 小説は 「本を 読まない 人が 読む 本」 などと 言われる が、 映画 『恋 空』 にも 


普段は 映画館に 来ない 女子 中高生が 押し かけた の だ。 

とうとう、 ケ ー タイ 小説を 黙殺し 続けて きた 文芸 評論 界 も、 ことこ こに 至って ケ ー 
タイ 小説を 取り上げ ざるを 得 なくなった。 2007 年 冬、 ついに 文芸 誌 『文 學界』 で 
ケ ー タイ 小説が 特集と して 取り上げられ たの だ。 

それにしても、 あまりに も めまぐるしい。 なんだかもう、 情報を 列挙して いく だけ 
で 精一杯と いった 感が ある。 そして、 まだ この 激しい 状況の 変化は 続きそう だ。 

かつて、 PCN インター ネット 界で ブロ グブ ー ムが 起こった ことがあ った。 しかし 
素人 ブ ログから ヒット 本を 飛ばした ヶ—ス は 『実録 鬼 嫁 日記』 (ア メー バブッ クス) 
くらいで、 あとの ブロ グ本 はたいて いが 芸能人 ブ ログの 書籍 化に すぎない。 たとえば、 
中 川 翔 子と か、 眞鍋 かをりと か。 

それに 対して ヶー タイ 小説 市場では、 次々 と 「素人」 が 書いた ヒット 作が 誕生す る。 

現在、 ケ ー タイ 小説 作家の 数は 実に 10 万人を 超える という。 

この 10 万人の 「作家」 のうち、 圧倒的な 読者の 支持を 得た 作家の 小説 だけが、 出版 
される。 だから、 売れない わけがない の だ。 とはいえ、 実際には 出版界は 「ヶ ー タイ 
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小説 バブル」 状態と なって いて、 あまり 売れそう にもない 作品 も あっさりと 出版され 
るょう になっ てきて おり、 「ケ ー タイ 小説 だから 売れる と 思っ ていたけ ど、 出して み 
たら あまり 売れな かった」 という ケ ー スも 見受けられる ょうにな った。 しかし、 ケ ー 
タイ 小説の ァクセス 数と 本の 売り上げ 数は おおむね 比例す るの だから、 そんな ケース 
は 版元に 判断力が あれば 避けられる 話な の だ。 

何 かが 一発 当たったり、 ム ー ブメ ントが 起きた 途端、 すぐに 飛びつ いて 粗製濫造し、 
ジャンル じたいを 枯らして しまう。 これが 出版界の 持つ 一つの 構造 的 問題に なって い 
る。 古くは 「謎 本」、 近年では 新書と ライト ノベル、 最近では ケー タイ 小説が いわ ゆ 
る 「出しす ぎ」 の ジャンル だ。 筆者が 書いて いる 本の ほとんどが これらの どれ かに該 
当 するとい う 耳の 痛い 話は さておき、 「ケ— タイに おける 人気 競争で 勝ち残った 作品 
を 出版し、 ファンに 買っても らう」 という ケ^ ~ タイ 小説 市場が、 従来の 「出して みな 
ければ 売れる かどう か 分からない」 という 出版 常識から 根本的に まったく かけ 離れた 
ジャンル だとい うことは 理解して もらえる と ® う。 


乱立 •分裂す るケ— タイ 小説 市場 

大手 出版社 や 各種 業者の 参入に よって、 イン デイ ー ズ 市場だった 無料 ケ ー タイ 小説 
市場には 構造と しても 大きな 変化が 起きて いる。 

まず 「日本 ケ ー タイ 小説 大賞」 といぅ 文学賞が 設立され た。 

2006 年の 第一 回は 「魔法の 一 らん ど」、 毎日 新聞社、 スタ ー ツ 出版の 三 社に よ 
る 「日本 ケー タイ 小説 大賞 実行委員会」 が 開催した。 さらに、 NTT ド コモ、 TS U 

T A Y A 、 デイ ■ ― ツ ^ ~~ コミユニケ^  — シヨ ンズも 参 - ijl. している。 

応募 方法は 「魔法の 一 らん ど」 内の 小説 サイト 「魔法の 図書館」 に 投稿者が 自ら ア 
ップ して 連載 するとい ぅ もので、 上位 入賞 作品は 読者 投票に よって 決定され る。 ここ 
までは ケ^ — タイ 小説ら しい。 

だがし かし、 最終 選考は 作家の 室 井佑 月、 毎日 新聞 編集局 学芸 部長の 大川 勇、 NT 

T ド コモ プロダクト & サ ー ビス 本部 コンテンツ & カスタ マ 部 コンテンツ 担当部長の 
山 口 善 輝、 デイ ー ツ ー コミュニケ ー シヨ ンズ 代表取締役 社長の 藤 田 明久、 TSUTA 
Y  A 商 口 pr 本部 B 〇 〇  K 企画 グル^ — プ グル^  — プリ^ — ダ^ — の 高 野 幸 生、 スタ^  — ツ 出版 ® 
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締 役の 山 下 勝 也、 「魔法の 一 らん ど」 代表取締役 社長の 谷 井玲の 7 名が 行った。 その 
結果、 十 和の 『クリア ネス』 が 大賞に 選ばれた。 

2007 年の 第二 回では、 「魔法の 一 らん ど」 が 主催から 外れた。 また 共催 •協賛 
会社 も 一部 変わっ ている。 選考 委員を 務める 作家は、 室 井から 中 村航と 第一 回 大賞 受 
賞 作家の 十 和に 変更され た。 大賞は reY の 『白い ジャ ー ジ〜 先生と 私〜』 に 授与 
された。 投稿 先は 「魔法の 一 らん ど」 から、 ジョイ サウンド (株式会社 エク シング) 
の ケ^ — タイ サイト 「Leboi m o」、 および スタ^ ~~ ツ 5; 一版 自身が 立ち上け た ケ^ ~~ タイ 
サイト 「野い ちご」 に 変更され た。 

一方、 日本 ケ ー タイ 小説 大賞の 主催から 外れた 「魔法の 一 らん ど」 は、 独自に 20 
07 年から 「ケ^  — タイ 小説 アワ^ ~ ド 2  〇  〇  7」 を 立ち上げ ている。 こちらは 「魔法の 
•1 らん ど」 一社が 主催を 務める が、 協賛と して 双葉 社、 メディア ワー クス、 主婦の 友 
社、 ライブドア パブ リッ シング、 アニプ レッ クス、 ぶんか 社が 参加して いる。 

つまり、 これまで ケ^  — タイ 小説 市場を 支えて きた スタ^ — ツ 出版と 「魔法の 一 らん ど」 
が、 袂を 分かった の だ。 


2007 年には 「魔法の 一 らん ど」 と 並ぶ ケー タイ サイトの 雄、 ーモバ ゲ ー タウン」 
でも 「モ バゲ ー 小説 大賞」 を 設立した。 こちらは、 講談社と 組んで いる。 審査員には 
作家の 大沢在 昌らが 参加して いる。 同年には ゴマ ブック ス も、 オリ コンと 組んで ケ ー 
タイ 小説 サイト 「おり おん ☆」 を 立ち上げた。 

その他、 「新潮 ヶ ー タィ 文庫」 や 「徳間 書店 モ バイ ル」 のよう な、 プロ 作家を 擁す 
ると ころから 「フォレスト ノベル」 などの 素人たち が 集う コミュニティまで 多くの ケ 
1 タイ 小説 サイトが 存在して いる。 

このように、 ヶ ー タイ 小説 市場は 2  00  7 年から 各 企業に よる シヱ アの 奪い合い 期 
に 入っ ている。 映画 『恋 空』 の ヒットに よって ケ ー タイ 小説を 起点と した 逆 メディア 
ミックス 商法が 「成功した」 現状は、 まさしく 「実体 = 市場」 の ある バブルと いう 感 
じで ある。 

ヶ ー タイ 小説の ヒットに よって 出版 業界と その 周辺が 狂奔して いる、 というの が 2 
007 年末に おける まぎれ もない 現実な の だ。 

まさに、 ゴ ー ルド ラッシュ ならぬ ケ ー タイ 小説 ラッシュ か。 
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次章では、 そんな ヶー タィ 小説 業界の 内部に ついての 取材を まとめて みたい。 
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早 


ケ I タイ 小説 市場の 最前線 


ヶ— タイ 小説の 現場の 声 

本章では、 編集者 や 作家な ど、 ヶ ー タイ 小説 市場に 実際に 関わって いる 複数の 人た 
ちに 取材を 行い、 そこで 知る ことができた 主だった 情報を まとめて みた。 それぞれの 
現場からの 声を 通して、 ヶ ー タイ 小説の 位置づけ や、 今までの 状況と これからの 展開 
について 考えて いきたい。 

急激に 形勢され たヶ ー タイ 小説 市場。 まず ここでは、 ヶー タイ 小説を 編集 や 企画す 
る 立場の 人々 の 声を 聞いて みょう。 

2  〇  〇  5 年頃に、 ヶ ー タイ 小説の トレンドが 読者からの 取材を 元に フィ クシ ョンを 
書く  Y  〇  Shi 型から、 本人が 直接 実話べ ースの 物語を 書く ch  a  C  〇 型へ 移り変わ 
ったと いう 話は、 取材 先の ヶ ー タイ 小説 編集者た ちからう かがった。 

取材に 応じて くれた 編集者 A さんは、 ヶー タイ 小説の 読者に とって 重要な キ ー ヮー 

ドとは 「リアル」 である、 という。 

「リアル」 とは、 「現実」 のこと ではなく 、リアリティ" 現 * • 感 のこと だろう。 


序章に 挙げた r ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 は、 全て 彼女たち に とっての 「リアル」 
なの だ。 

「リアル」 系ケ ー タイ 小説の 代表作が、 『恋 空』 と 『赤い 糸』 だ。 

『恋 空』 は 映画化され たこと でケ ー タイ 小説を 読まない 層に も 知られる ようにな つた 
作品で、 内容は 第三 章で 紹介す るが 基本的に 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 を バランス 
良く 配合した 構造で 物語が 作られて ある。 簡単に 並べる と、 売春、 レイプ、 妊娠、 薬 
物、 不治の病、 自殺、 真実の 愛。 

これらの 「リアル」 系の ケ ー タイ 小説 読者は、 首都圏よりも 地方 都市 在住の 少女が 
多い の だとい う。 

地方の 小 都市。 

そこでの 「リアル」 は、 売春、 レイプ、 妊娠、 薬物、 不治の病、 自殺、 真実の 愛 
…… だ と言うの だろう か。 

A さんの 意見では、 彼女たち にと つて、 「よくで きている お 話」 は それだけで 「キ 
レイ ゴト」 だと 感じられる。 それに 対して、 たとえ 物語 や 文章の レベルが 氐 くても、 
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ノン フイ クシ ヨンと 銘打たれ ていれば それが 「リアル」 N 「嘘 じ やない」 という ふ 
、っに 感じられる のでは ないか、 という ことだった。 

また、 「リアル」 であるから こそ、 非常に 小さく、 狭い 世界が 描かれる。 

地方の 小さい 都市が 舞台で、 その 世界の 中で も ヒロインの 周辺に 広がって いる パ ー 
ソ ナル •エリア だけが 描かれる の だ。 そのょうな 狭い 世界 だけが、 「リアル」 なの だ。 
であれば、 そこで 起こる イベント も おのず と 限定され てく る。 イベントの ほとんどの 
起点が、 恋愛から 始まる。 それ 以外に 始めょう がない。 

とはいえ、 読者の 多くは いわゆる ギヤ ル や ヤン キ ー ではない の だとい う。 ギヤ ル や 
ヤン キ ー はケ ー タイ 小説の 中に キヤ ラク タ 1 としては 登場す るが、 決して 読者が 自己 
投影す るべき 対象では ない。 という ことは、 地方 都市に 暮らす ごく 普通の 女の子が メ 
イン 読者と いう ことになるの だろう。 

それにし ては、 ヶ ー タイ 小説で 起こる 事件は ショッキングな イベント ばかり だ。 

まさか 読者の ほとんど すべてが、 これらの イベントを 実際に 体験して いるとは 思え 
ない。 
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もしかしたら、 「リアル」 と 称される 事件の 数々 は、 「痛々 しくて、 キ レイ ゴトじ や 
ない」 からこ そ 「リアル」 だと 感じられて いるの かもしれ ない。 

そのような 心理で あれば、 筆者に もどう にか 理解で きる。 白 土 三 平の 「劇画」 を 
「リアル」 だと 感じて 喜んで 読んで いた 世代 だって、 実際に 斬り 合いを 経験して いた 
わけではないだろう。 

多くの (死に 至らない) リスト カットは、 実際に 自殺す るの が 目的な のではなくて、 
流血と 痛みに よる 「リアル」 感を 求めて 行われる、 という 説が ある。 ヶ ー タイ 小説 上 
で リスト カットす る キヤ ラ クター に 共感 するとい う 行動 バタ ー ン もまた、 同様な のか 
もしれ ない。 

だとす ると、 実際の 生活に おける 「現実感」 の 欠如が、 リアル 系ヶー タイ 小説への 
需要を 生んで いるので はない か。 

余談 だが、 ヶー タイ 小説に 携わる 出版 関係者 B さんが 半ば 冗談、 半ば 本気で 言う に 
は、 東京で ケ ー タイ 小説を 読む 読者は、 キヤ バクラ 嬢な どの 水商売 系に 限られる の だ 
という。 「リアル」 という 言葉の 意味を 考える うえでは、 興宋深 ハ 話で も ある 0 
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また、 ヶ ー タイ 小説の 文学賞に 関わる 仕事を している C さんに も 取 桐が できた が、 
そこで 聞いた 話に よると、 応募 作品の 投稿者は、 おおむね 18 〜 19 歳の 少女。 

作品の テ ー マで 最も 多い ものは、 当然の ことながら 恋愛 小説。 

それ 以外では、 実は ホラ ー 小説 も 多い の だとい う。 

これは、 ヶ ー タイ 小説 市場が 「自伝 的な 小説を 書きたい」 という 流れから、 徐 々に 
「作家 志望者の 登竜門」 的な 存在に 移行しつつ あるた めでは ないか、 と C さんは 言う。 

「リアル」 系の 実話べ ース 作品は、 たいていが (100% とはい かないまで も) 自伝 
的な 要素の 強い もので あり、 小説と いうよりは 主観的な 日記 •自伝に 近い。 『天使が 
くれた もの』 にしても、 そもそも 作者は 当初 出版す るつ もりな どまっ たくな く、 日記 
を アッ プロ ー ドす る 感覚で 書いて いたらし い。 同様の 話は、 ベスト セラ ー となった 各 
ケ ー タイ 小説 作者が さまざまな インタビュ ー で 口にして いる ことで も ある。 

ところが、 各社が 市場に 参入して 文学賞 = 新人賞を 設立した 結果、 専業 作家を 目指 
す プロ 志望者 も 積極的に 投稿す るよう になって きたよう なの だ。 作家 志望者で あれば、 
自伝 的 乍 品では なく 完全な フイ クシ ョンで 勝負し ようとす るのは 自然な こと だ。 自伝 
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的 作品は、 一作 書いたら 終わりで、 次は ない の だから。 

逆に 言えば、 リアル 系の ケ ー タイ 作家たち は、 「次」 など 最初から 考えて いない か 
ら こそ 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 のよう な特 濃の イベントを 一作 品の 中に 全て 注ぎ 
込んで しまえる わけ だ。 そこから、 ケ ー タイ 小説 特有の ドライブ 感が 生まれて くる。 

また 取材して いて、 よく 耳に したの が、 ケ ー タイ 小説に おける 文体の 特徴で ある。 
投稿され てく るケ ー タイ 小説の 文体の 特徴には、 次の ような ものが あると いう。 

.半音 「わたし ゎ」 などの 表記。 

•顔 文字、 記号 

•語尾に 「n  (びっくり マ ー ク) 

•問い かけじ やない のに 「？」 

•ジェイ ムス. ジョイス 的な 「思考の 流れ」 の 記述 
•キテ レツ ギヤ ル (語尾に 「〜ナ り」 など) 


第二:^ ケー タイ 小説 山 •場の 鉍 前線 


顔 文字 や 記号が 入る のは、 彼女たち がケ ー タイ 小説を ケ ー タイで 書いて いるから だ。 
同じ ケ ー タイ 小説で も プロ 作家には パソコンの キ ー ボ ー ドを 使って 書く 人が 多い が、 
彼女たち の 多くは おそらく、 そもそも パソコンを 使わない 。ネットに 接続す る デ バイ 
ス は、 ケ ー タイ だけな の だ。 

半音が 多 いのも、 ケ ー タイで 文字 入力して いるので あれば 理解で きる。 ケ ー タイは 
半音を 入れ やすい (という か 間違っ て 半音を 入れて しまう こと も 多い)。 

ジェイ ムス •ジョイス 的な 文体が 多い というのは、 たまたまだろう。 

ケー タイ 小説を 投稿す る 読者が、 ジョイス や ドスト エフ スキ ー を 読む ことは 稀で あ 
ると 思われる。 

ジョイスが 模倣され ている のでは なく  (そもそも 筆者 だって、 ジョイスは ろくに 読 
まない)、 g 然 発生 的に 「新しい 文体」 が 生まれつつ あるの だろう。 それが、 結果と 
して ジョイスの 実験的な 作風に 近づいて しまった という 可能性が高い。 

ちなみに、 『恋 空』 では 作 中で ケ ー タイ そのものが キ ー アイテム として 上手く 活用 
されて いるが、 ケ ー タイを 出して くる 作品は 上手な 書き手が 書いた もの だけで、 あま 


り 活用され ない らしい。 

また、 官能 小説 的な 描写は なく、 性 表現は しごく あっさり している。 

その他の 特徴と しては、 字が 少なく、 余白 部分を 「ひっぱり」 に 使う の だとい う 0 
なので、 ケ ー タイ 小説を 書籍 化する 際に 無駄な 余白 部分を ヵットし たりして 手直しす 

ると、 ファンが 怒る の だそう だ。 

我々 の 目には 無駄な 余白と 見えて いる 行間の 空白が、 実は、 非 言 M' w;; な 感情表現に 
利用され ている らしい。 

これにつ いても、 文学 理論が 先行して いて それを 模倣した というよりは、 ケ ー タイ 
という デバイスに 特化した 表現 方法 (余白を 利用す る) が 自然発生 的に 生まれて きた 
と 考えた ほうがいいだろう。 

それ 以外で も、 ケ ー タイ 小説に 接した 編集者な どが しばしば 驚く 特徴に ついて まと 
めて おこう。 

「レイプと 遅刻が 並列に 語られる」 

「レイプ されても、 面倒く さいので 警察に 行かない」 
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という 特徴が あると いう。 

筆者が 読んだ 限り、 ケ ー タイ 小説 内で レイプ された ヒロインは、 多少は 葛藤す るの 
だが、 たいていの 場合は 数 行から 数べ ー ジで 回復す る。 回復の ぺース が 速い 気がする。 
そして、 絶対に 警察に 行かない。 警察 や 弁護士 や 法律相談 事務所と いった 存在は、 彼 
女たち の 世界の 中には あらかじめ 存在し ないかの ごとくで ある。 

こういう ことから も、 ケ^  — タイ 小説の 世界が ヒロインの ハ^ ― ソ ナル •エリアに 限， 7E 

されて いる ことが 伺える。 

ケ I タイ 小説で 再 スタ I 卜を 切った 版元 

編集の 現場では なく、 経営 サイドの 観点から ケ ー タイ 小説を 「商品」 として 扱って 
いる 立場の ライブドア パブ リツ シングの 窪 田智子 取締役から も 話を 伺う ことができ 
た。 

ライブドア パブ リツ シングは ホ リエ モン 騷 動の 後、 1 年 8 力 月に わたって 本を 出版 
して ハな かった。 そして、 再 スタ 1 卜 する 際の 刊行 第一 弾が、 ケ ー タイ 小説だった の 


だ。 これは、 ケ ー タイ 小説が 出版 不況 (ことに 文芸 不況) の 中で 異常に 売れて いたと 
いう ことと ライフ ドア 自体が ネット 企業で あり、 ケ^  — タイ 小説 サイト も 運営して い 

たこと、 CGM  (consumer  Generated  Media の 略。 ネットな どに よつ て 消費者が そ 
の 内容を 作り上げ ていく メディアを 指す) を 活用で きる ことが 理由 だとい う。 

ライブドア パブ リッ シングは 2007 年に、 「魔法の 一 らん ど」 のケ ー タイ 小説 
『命の 輝き』 を 出版して いる。 また、 2008 年に も 次なる ケ ー タイ 小説を 出版 予定 
だそう だ。 

『命の 輝き』 もまた、 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 を ことごとくを 揃えた リアル 系の 
ケー タイ 小説で あり、 やはり 作者 •未来の 半 自伝 的 作品 だとい う。 

窪 田 氏が ケ ー タイ 小説には まつた のは、 『恋 空』 がきつ かけだつ たとの こと。 そこ 
で、 筆者が 「『恋 空』 はケ ー タイ 小説と しては 長す ぎません か？」 と 疑問を ぶつけて 
みたところ、 「 ケ ー タイで 読みました か？」 と 問い返された。 

「本 だと、 字が 詰まつ ていて 長す ぎる と 感じる と 思います。 私は ケ ー タイで 読んだ の 
で、 行間で 読んだ わけです」 
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やはり、 行間が 重要ら しい。 

筆者が 連想した のは、 少女 マン ガ である。 ある 種の 少女 マン ガ では、 台詞と 台詞の 
間に 「間」 が ある ことが 多い。 台詞を 囲むべき フキ ダシが 消滅したり、 枠線を 飛び越 
えたり して、 言葉が 単なる 言語 記号で ある ことを 超えて 一つの オブジェ として 扱われ 
るょう な ケース が 多々 見られる。 

少年 マン ガ では、 台詞は 単なる 言語 記号と して 処理され る ことが 多い (ただし 擬音 
は 別 だが)。 

窪 田 氏は、 「『魔法の 一 らん ど』 が 運営す る 『魔法の 図書館』 発の ケ— タイ 小説は、 
『魔法の 図書館』 で 読んで いる 人が 圧倒的なん です」 と言う。 

筆者は、 「デジタル 出版を 音楽 市場に おける iPod のょうに 成功させる には、 デ 
バイスと インフラが 必要 だ」 と 昔から ブ ツブツ 眩いて いた。 いくら 電子出版 とか 言っ 
て みても デバイスと インフラがなければ 無駄 だ、 と。 気がつけば、 ケ ー タイが その デ 
バイスと インフラを 整えて いたと いう ことなの だろう か。 

また、 「『命の 輝き』 の レビ ユー では、 自分の リスト カット 経験な どを 吐露す る 読者 


も 多 いんです。 自分と 似た ような 経験を した 作者の 小説を 読んで、 生きる 希望を 得ら 
れた …… と言う 声が 多いです」 という 意見 も 伺った。 

リスト ヵット 経験の ある 読者が、 それほど 大勢い ると いうの だろう か。 これ も 筆者 
にと っては かなり 衝撃 的だった。 

さらに、 出版 システムが 従来の 文芸 小説とは まったく 違う、 という 話 も 聞けた。 

「『魔法の 図書館』 の システムは はっきりし ていて、 最近までは PV 数 (読者 数) に 
よって、 だいたい 出版した 時に 売れる 部数が あらかじめ 予測で きていました。 ラン キ 
ング 上位の ヶ ー タイ 小説を 出版 すれば、 おおむね 総 読者 数の 1 割が 本を 買って くれる、 
という 感じでした」 

出版は 「出して みないと 分からない」 という 投機的な 産業 だが、 ヶー タイ 小説は 例 
外ら しい。 すでに ファンを 獲得して いるから、 ファン アイテム として 一定 数が 売れる 0 
アキバ 系の ファンが すでに テレビで 観た アニメの DVD を 買う のと 似て いる。 

「ただし、 最近では 出版 点数が 増えて 食い合い になって きている ので、 シュリンクし 
かねません」 
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…… ここで も、 各 版元の 参入に よる 類似 本の 乱造が 問題 化しつつ あるの かもしれ な 
い。 ケ ー タイ 小説 A、 ケ ー タイ 小説 B、 ケ ー タイ 小説 C が あると して、 A しか 出版し 
なければ A の 読者の 1 割が 確実に 本を 買う。 しかし B、 C も 出版され ると、 A の 読者 
の 何 割かが B の 読者、 C の 読者と 重なって いるから、 それだけ 食い合う ことにな って 
しまう。 

ことに、 同じような 話が 展開す る 「リアル 系」 ケ ー タイ 小説の 書籍が 乱発 されれば、 
確実に 読者層が 丸 かぶりす る。 

ケ ー タイ 小説 本は、 一册 1000円 前後 もす る。 その上、 上下 巻になる こと も 多い。 
フアン アイテムで あるから こそ 豪華な 装丁は 必要 だが、 出版 点数が 増える とそれ だけ 
読者の 財布を 直撃す る。 

「Yoshi さんの 小説と、 『天 くれ』 から 始まった 『魔法の 図書館』 のケ ー タイ 小 
説と では、 読者の 共感 度が 違う そうです。 Yo  Shi さんは 取材 型の 作家で、 いわば 
プロ 小説家で したが、 今の ケ ー タイ 小説は 本当に 素人の 女の子が 書いて います。 です 
から、 より 読者に 近い わけです」 


そういえば 「魔法の 一 らん ど」 では、 ケ ー タイ 小説の 起源を 『天使の くれた もの』 
だとして いる。 Yoshi は 別物 だ、 という 態度 だ。 実際、 Yoshi 以前と cha 
Co 以後では、 ケ ー タイ 小説は 大きく 様変わりし ている。 読者と 作者が 同じ 地平に 立 
ったの だ。 Yoshi は マ ー ケテ イングの 作家と いう 一面 も 持って いるが、 chac 
〇 以後の ケ^ — タイ 作家は もっと ネイ テ イプで ある。 それが より 「リアル」 たという こ 
とか。 

「これまでは 各社と も 人気の ある 作品を 出版して きたので すが、 最近では シュリンク 
の 問題 も あって、 アクセス 数は 少ない けれども 『良い』 作品を 見つけ 出して 出版し よ 
、っ、 という 動き も 出て きました。 出版 されれば 逆に アクセス 数 も 上が るんで す」 

その 場合は、 編集者の 目利きが 問われる ことになる。 そもそも 大賞 受賞 作を 作家 や 
業界 人が 選定す るよう になった ことじたい、 ケ ー タイ 小説への 従来の 出版 業界の 影響 
力が 増大した ことを 示して いる。 それは 同時に、 投機 ビジネスに 逆行す る ことで も あ 
る。 

さて、 筆者は 窪 田 氏に 一つの 疑問を ぶつけて みた。 リアル 系、 自伝 系の ケ ー タイ 小 
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説 作家は、 「次」 を 書ける のか、 という 話 だ。 彼女たち は 専業 作家に なれる のだろう 

、〇 

力 

「それは 本人に 専業 作家と してやる 気がある かどう か、 という 問題になります ね。」 
「日記の 延長」 的に 書いて いたら たまたま 出版され てし まつた、 という ことだろう か。 
「そうです ね。 でも 続編な どを 出されて いる 方の 中には、 プロ 作家と して 書き続ける 
意志を お持ちの 方 も いらつ しやる と 思います」 

『天使が くれた もの』 の 番外 編の 『君が くれた もの』 を 書く とか、 そういう ことにな 
ら ないか。 番外 編、 続編が どんどん 増える という …… 。 

日本 ケ ー タイ 小説 大賞では、 第二 回の 審査員に 前回の 大賞 受賞者を 入れた。 文学賞 
の 設立に より、 ケ^ ~ タイ 小説 市場は 「とりあえず 人気の ある 作品を 出版す る」 という 
フェイズから 「作家と 市場を 育てる」 フェイズ へと 移行しつつ あるの かもしれ ない。 
「実は リアル 系、 実話 系の ケ ー タイ 小説は 『恋 空』 が ピーク で、 最近では 女の子 向け 
の ライト ノベル ふうな 小説が 増えて きています」 ラブコメで すね」 

創作 系に 主流が 移りつつ あると。 
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「ツン デ レと いぅか、" S な 彼氏， が 活躍す る 話と か、 いろんな 出版社から 出ます ょ。 
あと、 ホラ^ ~ もあります ね」 

『Deep  Love』 の インパクトが 強す ぎた のか、 筆者は 取材 当初 リアル 系の ヶ ー 
タイ 小説の 潮流 ばかり 追ってい たが、 市場の 最前線は すでに 新たな 段階に 入って いる 
のか もしれ ない。 リアル 系には 「ある 程度の 実体 験がない と 受ける もの (共感を 呼ぶ 
もの) は 書けない」 「自伝べ ース なので、 一度し か 書けない」 「誰が 書いても 似た 展開 
(七つの 大罪の 列挙) になる」 といぅ 限界が あるから、 ファン タジ ー 寄りの 作品が 登 
場して きたのは 必然的な 流れな のか もしれ ない。 

一方 PC の 世界では、 ブ ログを 書籍 化した ものが いくつか 売れたり 掲示板 系の やは 
り 実話べー スの 物語 (『電車 男』 など) が ヒットし たりした ものの、 創作 系の 作家は 
ほとんど 生まれて こな かった と 言っ ていい。 

筆者は 「かつて PC で テキスト サイトを 運営して いて、 そこから やがて ラ イトノべ 
ル 作家に なった 人間」 を 何人 か 知ってい るが、 彼らは テキスト サイトに 発表した 小説 
で 商業 作家 デビ ユ ー を 飾っ たわけで はない。 ゲーム 業界の シナリオ ライター を 経由し 
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たり、 出版社に 投稿して 新人賞を 取って デビ ユ ー したり、 という 経歴の 持ち主 ばかり 
だ。 

ネット 上の 創作 小説を 本に したら 売れた という 話を、 聞かない。 

つまり PC  (いわゆる インタ 1 ネット) は、 作家を 産まな かつた。 

どうしてな のかは、 現時点で 筆者 もよ く 分からない。 ともかく、 PC の 世界に 「ネ 
ット 創作」 はケ ー タイと 比べて 根付かな かった の だ。 

そういえば、 最初 期の ネット 発作 家 •田 ロラン デイは 一時期 盗作 疑惑が 浮上して、 
ネットで 袋叩きに あった。 それが ミソ をつ けて いるの かもしれ ない。 はじめ 惡 ければ、 
すべて 悪し ◦出版 業界の ほうが、 PC 作家に そっぽを 向いた のか もしれ ない。 

ケ^ ~ タイの 世界は、 どうであろう か。 

これは 筆者の 推測 だが、 ケ ー タイなら 可能な 気がする。 

まず 集団の 母 数が 多い。 PC と 比べる と、 ケー タイの ほうが 利用者が 圧倒的に 多い。 
ゆえに 読者 も 多い。 さらに、 第一 次 •第二次 ケ^  — タイ 小説 ブ^ ~~ ム によって 「ケ ー タイ 
で 小説を 読む」 という 文化が 完成して いる。 


そして、 業界が 続々 と 参入して いる。 

ところが …… 。 

ケ ー タイ 小説 市場には 明るい プラスの 話題 だけでは なく、 マイナスの 話題 も 存在す 
る 0 

ケ— タイ 小説に 対して 沸き上がった、 盗作 疑惑 

騒動は、 2007 年、 モ バゲ ー タウン 主催、 講談社 共催の 「モ バゲー 小説 大賞」 で 
起こっ た。 すでに 述べた ょうに、 ケ^  — タイ 小説に 対する 文学賞 システムが 2  〇  〇  6 年 
から 2007 年に かけて 次々 と 発足した。 現時点で 御三家と 言える のが、 スタ ー ツ出 
版の 「日本 ケ ー タイ 小説 大賞」、 魔法の 一 らん どの 「ケ ー タイ 小説 アワ ー ド」、 そして 
モ バゲ ー タウンの 「モ バゲー 小説 大賞」。 

「モ バゲ ー 小説 大賞」 は 2007 年に 発足した。 大賞 作品の みならず、 優秀 作品は 講 
談 社から 書籍 化される という 触れ込みで、 応募 総数は 約 7500 作品に もの ぼった と 

いう。 
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講談社はすでに ¥ 0  3ヒ.1の作品を文庫化したり彼のオリジナル小説を出版したり 
と、 ケ ー タィ 小説に 対しては 意欲 的な 出版社だった。 

講談社が 絡んだ 巨大な 文学賞、 しかも 第一 回と いう 晴れ舞台で、 ペンネ ー ム 「咲か 
ない 花」 氏が 投稿した 『メビウスの 輪』 という 作品が 優秀 賞に 選ばれた。 審査員を 務 
めて いた 作家の 大沢 在昌が 推薦した という 触れ込みだった。 

「私は この 作品を 一番 おもしろ いと 思いました」 

という 大沢 在昌の コメント つきで、 9 月 28 日に 『メビウスの 輪』 の 受賞が 伝えられ、 
同時に モ バゲ ー タウン 上で 『メビウスの 輪』 が 公開され て、 はじめて ヶ ー タィ 読者が 
この 作品を 読める ようにな つた。 

ところが、 『メビウスの 輪』 が 公開され ると 同時に 一部の 読者が 騒ぎ はじめた。 
『メビウスの 輪』 の スト ー リ ー が、 ゲ ー ム 「CROSS t CHANNEL」 の シナ 

リオに 酷似して いるので はない か、 という 書き込みが モ バゲ ー タウンの レビ ユーコ ー 
ナ ー に 続々 と 書き込まれ はじめた の だ。 

「CR 〇 ss t CHANNELI は パソコン 向けの アダルト ゲ ー ムと して 発売され 
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た。 俗に言、 っ 「エ ロゲ ー」 である。 ちなみに その後、 アダルト 要素を 抜いた バージ ョ 
ンが コン シユ . ~ マ^ ~ ゲ^ ~ ム 機に 移植 されて いる C 
筆者には この類 似が 偶然 か 盗作 かを 判断す る 材料がない が、 少なくとも 既存の 作品 
と プロットが 酷似して いれば、 当然 そのよぅな 批判が 出る ことは 想像に 難くない。 

両 作品の スト ー リ ー には 次の よぅな 共通点が あった。 

•ル ー プを 繰り返し ている 世界に 主人公た ちが 閉じ込められる。 

•主人公 だけが、 世界が ル ー プ している ことを 知っ ている。 

•主人公は、 自分 以外の 友達 全員を、 元の 世界に 送り返す。 

•ラストでは 一人 だけ 取り残された 主人公は ラジオ 放送を はじめ、 元の 世界に 戻った 
友達に も その ラジオ 放送が 届く。 

「CROSS t CHANNEL」 の シナリオを 手がけた 田 中ロ ミオは 非常に 個性的 
な シナリオを 書く ことで、 アダルト ゲ ー ム業界 では 知らない 者が いない ほどの 有名人 
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だった。 最近では、 小学館 GAG  AG  A 文庫から ライト ノベル 『人類は 衰退し ました』 
を 発表して、 これ も ヒットし ている。 

作者は 自らの ブ ログ 上で 疑惑を 否定した が、 それでも 騒ぎは 収まらな かった。 結局、 
『メビゥスの 輪』 は 作者の 受賞 辞退に ょって 出版を 取り消す といぅ 結末を 迎えた。 
騒動が 発生した 原因と しては、 

1 ケ^ — タイ 読者に ょる 直接 投票 システムを 採用せ ず、 審査を クロ^ ~~ ズド にした こと 
2  下読み •チェック 要員に、 ゲ ー ムな どの サブ カル チヤ ー コンテンツに 詳しい 人間 
が 入って いなかっ たこと (大沢 在 昌がエ ロゲ ー を 知っている はずが ないし、 そ も 
そ も 知っていなければ ならない 理由 もない ので、 大 沢在昌 には 責任は ない) 

この 二つの 要素が 重なった ことが 挙げられる。 

デジタル デバイスを インフラ として 使用して いる ケ^  — タイ 小説の サブ カル チヤ^ ~~ 
性、 そして 「読者が 作品を 選ぶ」 といぅ 開放 性 ◦ヶ ー タイ 小説が 持つ、 従来の 小説 市 


場とは 異なる 新しい 特質が、 従来の 文芸 出版の 枠組みと 齟齬を きたした のでは ないだ 
ろぅか。 この 騷 動は、 ケ ー タイ 小説 市場の 創 生 期なら ではの 混乱と 言えな くもない。 

ケ— タイ 小説 界の 「プロ 作家」 からの 視点 

さて、 締めく くりとして、 ケ ー タイ 小説を 刊行す る 立場からの 声では なく、 実際に 
書いて いる 側の 声を 聞いて みょぅ。 

尾 谷幸憲 氏は プロ ケ ー タイ 作家で ある。 

厳密に 言えば、 もともとの 本職は 雑誌 ライタ 丨で 、『週刊 プレイ ボ ー イ』 や 『SP 
A!』、 『月刊 ア フタ ヌ ーン』 などで 原稿を 書いて いる。 筆者と も 何度か ニアミスして 
いる。 転機は 2005 年。 プ ロケー タイ 作家の 内 藤み か 氏に 誘われて、 ライブドアの 
ケ^ — タイ サイト 「ケ ■ — タイ livedoor」 で 共 作 『L 〇 V  E ※』 を 書いた ところ、 
非常に 多くの アクセスが あり、 話題と なる。 翌年、 ゴ マブッ クスから 書籍 化し、 こち 
らも 好評で 版を 重ねた。 続いて、 再び 内 藤氏との コンビで 2007 年に 『ラブ リバ』 
，編 •竿 編を 出版。/ 編を 尾 谷 氏が、 竿 編を 内 藤氏が 担当した 男女 入れ替わり コメデ 
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イ 小説で ある。 

内 藤み か 氏は 新潮 社の 有料 ケ ー タイ 小説 サイト •新潮 社ケ ー タイ 文庫で 『いじわる 
ペニス』 を 発表し、 70 万 アクセスを 記録して プ ロケ ー タイ 作家と して 著名に なった。 
現在では 「ケ ー タイ 小説の 女王」 とも 呼ばれて いる。 尾 谷 氏は もともと 内 藤氏と 親し 
かった が、 ある 日 「一緒に ケ ー タイ 小説を 書こう」 と 誘われて やって みたの だそう だ。 

新潮 社ケ ー タイ 文庫は、 有料 制の 会員 サイトで ある。 なので、 「魔法の 一 らん ど」 
と 比べる と 当然、 アクセス 数は 少ない。 そもそも、 当初は すでに 出版され ている 作品、 
いわゆる 「あり もの」 を 電子 書籍 化して 販売して いる サイトだった。 ところが 内 藤み 
かの ヒットに ょって、 オリジナル 作品を 発表す る 場と なって いったの だ。 

「『ラブ※』 は 『ケ ー タイ livedoor』 が 立ち上がる という 時に 連載を 始めたん 
だけど、 ょく 考えたら 『ラブ※』 が 俺の 小説 処女作だった。 30 歳 過ぎて ヶ ー タイ 小説 
デビ ユ ー という、 遅咲きの パン クスみ たいな」 

小説 デビ ユー 作が ケ ー タイ 小説と いうのは 意外だった が、 ケー タイ 小説を 知った き 
っかけ について はどうな のだろう。 
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I もともと , iJ 会い 系 サイトで 女の子を ナンパ するとい う 企画を やって いるう ちに、 Y 
oshi の 『ザ ブン』 の 存在を 知って、 そこから 『Deep  Love』 に 突き当たっ 
た。 あとは 『いじわる ペニス』」 

だが 一作 目な のに、 みごとに ヶ ー タイ 小説ら しい 文体が 完成され ていた。 

「そう。 まず、 これを 小説 だと 思うな、 と。 葛藤は あったけ ど。 とにかく 俺が 今まで 
読んで きた 従来の 小説の 概念とは 違う。 会話で つないで いかなければ ならない。 小説 
というょり、 シナリオに 近い」 

だが プロの ライタ^ ~ たる もの、 習性で つい 書きす ぎて しまう。 

「そこを 削る。 実際、 ヶ ー タイ 小説は 書いて しまってから、 文章を 大幅に 削って 完成 
させて る。 3000 字く らい 書 いちゃっ たのを、 後で 1500 字に 減らす。 コラム 仕 
事で 慣れて いたから、 できた。 とにかく、 文節を 区切る、 短い セン テンス。 書いて い 
て、 こんなんで いいの？ と 不安に なって くるけ ど、 とにかく そういう 文体」 

しかし、 いわゆる 素人 ヶ ー タイ 作家は 実体 験 メイン だけど、 『ラブ※』 は 取材 や 構 
成が なされて いるょう に 思える。 そう 尋ねて みると、 
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「構成は ぜんぜん やって ない。 ジャズ セッションみたい な 感じ。 内 藤が こう 来る から 
こう 返す か、 みたい な。 取材に ついては、 友達の 実体 験を 取材して ネタに 使ったり」 
取材は 行っ たが、 ライブ 感覚で 書き 継がれた という 点は ヶ ー タイ 流と いう ことのよ 
うだ。 

「とにかく ケ ー タイ 小説は、 物語の テンポを 速く しないと いけない。 一 話 あたり、 1 
2  0  0 〜 1 5  0  0 文字し かないん だから。 だから 凄く 情報量が 圧縮され ている」 
『ラブ※』 は、 冴えない メガ ネの 男子 大学生と、 セ レブを 狙っ てるけ ど、 全然う まく 
いかない OL の 女性との すれ違いを 描いた ラブコメ 小説で ある。 次々 と 事件が 起こる 
が、 実話 テイストは まったくない。 なぜなら、 登場す る 二人の 主人公が、 明らかに 作 
者の 尾 谷 •内 藤とは 異なる オリジナル •キャ ラ クタ ー だから だ。 

小説と いう ものは もともと そういう ものな の だが、 ここが 実話 テイストが 主流に な 
ってい る 無料 系 •素人 系ヶー タイ 小説と 大きく 異なる 点 だ。 

また、 悲劇的 要素は まった くな く、 ひたすら 笑える 話が 続く。 

金がないので 新薬の 人体実験 バイトに 参加して 死に かける とか、 淋病を 貰って 病院 
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で 死ぬ ほど 痛い目に あう とか。 

そういう、 ダサ かっこ 悪い 男の子が 主人公 だ。 

読者層が 『恋 空』 とは 異なる のだろう か。 そこ も 尾 谷 氏に 聞いた。 

「そうで もな いんじ ゃない かな。 ライブドアは 無料 サイト だから、 やっぱり メイン 読 
者 層は 10 代、 ハイ ティ ーンの 少女。 ただ 主人公を ピュア だけど 弱々 しい ダメ 男に した 
のは、 あまり そういう 男が ケ ー タイ 小説に 出て なかっ たから。 出て いないけ ど、 きっ 
と 需要は あると 思っ た」 

マー ケテ ィング もした 結果、 それでも あえて オリジナリティの ある キヤ ラを 出した。 
プロの 視点と いうのは、 こういう ものな のだろう。 

だが、 「魔法の 一 らん ど」 系統と 読者の 年齢層が さほど 分化して いない、 というの 
は 意外だった。 

「でも ヶ ー タイ 小説 作家 じたいは、 棲み分け 化されて いるか もしれ ない。 無料の 『魔 
法の 一 らん ど』 や 『モ バゲ ー タウン』 は、 素人が 多い。 ライブドアは 無料 だけど プロ 
や セミプロが 多くて、 少し 違う。 フォレストには 明らかに プロ 志願の 作家が 集まって 


81 第二* ケー タイ 小説 市坳の 最前線 


いて、 ライト ノベル 風ケ ー タイ 小説を 書いて いる。 ホストが ヴァンパイア、 とかそう 

ぃうの」 

サイトが 細分 化される に 従って、 サイトの 独自 色が 出 はじめて いるの だろう か。 
「そうか もしれ ない。 ホラー みたい な ジャンル も 広がっ てきて いるし。 あと、 実話 系 
のヶー タイ 小説の 場合、 源流と いうか 基本は レ デ イコ ミ」 

レ デ イコ ミ" レ デ イス. コミック。 少女 マン ガの 大人 版、 という 感じの 若い 女性 向 
け マン ガ 群。 救われない 悲惨な 展開が 多い。 確かに、 リアル 系. 実話 系ヶ ー タイ 小説 
に似てい る。 そういえば レ デ イコ ミには、 「実話」 を 売りに する 悲劇 話 も 多い。 

ちなみに、 これは 尾 谷 氏の 言葉では ない が、 10 代の 少女 読者は 無料 サイトで ヶ—夕 
イ 小説を 読む の だが、 20 代の OL になる と 有料 サイトで エロ 小説 系の ヶ ー タイ 小説を 
こっそり 読む 人が 多くなる らしい。 内 藤み かの 「いじわる ペニス」 も、 その 種の 〇 L 
に 支持され たのだろう か。 

この 他、 尾 谷 氏の 言葉で 印象的だった ものが 「 25 歳 以下の 世代は 『語り 世代』 で、 
とにかく 自分の ことを やたらに 語りたがる」 という 言葉だった。 ケ ー タイ 小説 や プロ 


フが 流行して いるのは、 「自分 語り」 の 流行の 延長な のか もしれ ない。 

尾 谷 氏は 成り行きで ケ ー タイ 小説を 書いた 身で あり、 これから プ ロケ ー タイ 作家と 
して 活動し 続ける 予定は ない という。 

最初から ケー タイ 小説と 距離を 持っ ていたから こそ、 冷静に ケ ー タイ 小説の 世界を 
分析して マ ー ケテ イング 戦略を 立てられた のか もしれ ない。 

当人は ジャズ セッションの ような ものと 言って いたが、 『ラブ※』 は 明らかに リア 
ル 系の、 いわゆる 素人 作家が 書いた ケ ー タイ 小説とは 異なっ ている。 キャラクタ ー が 
立てられ ている (リアル 系では、 キャ ラ クター が 立っ ていない。 故意に キャ ラを 立て 
るよう な 作業は あまりな されない。 リアルでなくなる からだろう)。 読者を 笑わせよ 
うと サー ビスす る。 そして、 誰も 死なない。 この 「誰も 死なない」 という 物語 構造は、 
意図的に そうした の だとい う。 つまり 尾 谷 & 内 藤は、 それまでに あまり 書かれて いな 
かった ジャンル (ラブコメ) をケ ー タイ 小説 市場に おいて 開拓し ようとし たのだった 0 

まさしく、 プロ 意識と いう ものは、 そういう ものな の だ。 

実話 系から 登場した 元 •素人 ケ ー タイ 作家たち も、 プロと して 仕事を 続けて いく 決 


83  第二 京 ケー タイ 小説 市場の iri •前線 


意を した 時点で、 そのような 視点を 持たざる を 得なくなる。 

現在のところ、 ヶ ー タイ 小説 界 では リアル 系 •実話 系が 主流 だ。 

だが いずれは、 創作 系が 主流になる のか もしれ ない。 

それにしても 「自分 語り」 にせき 立てられる ような 焦燥 感が 、現代の 若者の 間では 
そこまで 幅広く 蔓延して いるの だろう か。 

「語り 世代」。 

ケ ー タイの 世界には、 ただ 自分の プロ フイ ー ルを 更新し 続ける だけの 「プロ フ」 と 
いう 文化が ある。 毎日えん えんと 自分の プロ フを 更新し 続ける 人 もい るの だと か。 

ケー タイ コンテンツ などに ついて 多くの 取材を している フリ ー ライタ ー の 成 松哲氏 
は、 「ヶ ー タイ 小説 書籍の メイン 読者は、 地方 都市 …… たとえば、 北 関東」 なの だと 
言う。 

ヶ ー タイ 小説 本は、 ネット 書店の Amazon では 売れない。 『恋 空』 は、 A m azo 
n レビ ユ ー 欄で 「読む に 耐えない」 「小説と 呼ぶ に 値しない」 と 袋 だた きに あってい 


同様に、 ヶ ー タィ 小説は 都心で あまり 売れない。 東京で 働く サ ラリー マンの 中には、 
ヶ ー タィ 小説 本が loo 万 部を 超ぇた という ニ ユース を 聞いて、 「いったい どこで 売 
ってい るんだ？」 と 首を 傾げる 人 も 多いだろう。 筆者は サ ラリ ー マンでは ない が 東京 
都の 住人な ので、 やっぱり 首を 傾げて いた。 「そんな 大 ヒット 作が、 いつ どこで 売ら 
れ ていたんだ？」 と。 

答ぇは、 「地方 都市」 なの だ。 

地方と 都心の 格差は、 年々 広がっ ている。 

地球規模で 進行して いる グロ ー バ リズムの 広がりが、 日本国内では 地方への 負担. 
負荷と なつて いるょう な 気がする。 

現代 日本は、 生産 型の 資本主義 社会 段階を 通り越して、 すでに 製品を 「記号」 とし 
て 消費させる ことに 主眼を 置いた 消費 主体の 高度 資本主義 社会に 変容して いる。 そし 
て、 その 消費を 喚起させる ための 情報 発信 源は 東京 だ。 テレビ局 も、 出版社 も、 広告 
代理店 も、 最新の モ ー ドを 発信す る 「場」 の すべてが 東京に 一 極 集中して いる。 

「地方の 時代」 と 呼ばれる ょうになって 久しい が、 実際には 東京に すべてが 集中して 
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いて、 地方は 徐 々に 体力を 奪われて いる。 

だがし かし、 地方の 若者が 感じて いるであろぅ 格差は、 単純に 経済的な もの だけで 
はない。 都心 部では 収入は 増える かもしれ ない が、 家賃を はじめと して 支出 も 増える。 
消費の 機会 も 圧倒的に 多くなる ので、 結果 的には 裕福になる どころ か 経済的に かえっ 
て 厳しくなる かもしれ ない の だ。 

おそらく、 彼ら •彼女ら にと って もっとも 大きな 格差は 「情報 格差」 だ。 テレビ や 
出版な どの メディアは 全てが、 東京に 一 極 集中して マスメディア 化されて いる。 消費 
社会は、 メディアの マス 化な しには 成立し ない。 

< 東京 = マスメディア = 消費の 中心 > といぅ 情報を、 地方の 若者は 徹底的に 刷り込 
まれる。 テレビ、 ドラマ、 映画、 雑誌な どに ょって。 東京に 行けば 渋 谷が あり、 レイ 
ンボ ー ブリッジが あり、 下 北 沢が あり、 新 宿 歌舞伎 町が ある。 消費を 喚起させる 象徴 
的な 記号に あふれ かえった その 世界は、 あたかも 「非 日常の 楽園」 に 見える。 

それに 対して、 地方 都市には それらの 象徴がない。 だ だっ 広い 国道と、 カラオケ ボ 
ッ クスと、 ホ^  — ム センタ^ ~ 。マスメディアの 彼方の 世界 こそが 「リアル」 で、 自分が 
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暮らす パーソ ナル •エリアの 内部には マスメディアが 提供して くれる 「リアル」 がな 
い。 マスメディアが 提供す る 「消費 社会」 という ヴィジョンと、 静かな 地方 都市の 中 
で 恬淡と 暮らして いる 自らの 周囲の 現実が 乖離す るの だ。 

だから、 地方 都市では マスメディアが 喚起す るょう な 華やかな 消費は 行えない。 収 
入 も 増えない し、 華やかに 消費す る 場 も 与えられない。 

バブル 時代に もてはやされた トレン ディ •ドラマの 人気が 凋落した の も、 地方と 都 
心との 「消費 格差」 「情報 格差」 が あからさま となり、 地方の 若い 世代が トレン デ 
ィ •ドラマが 提供す る 「世界」 に 共感で き なくなっ たからか もしれ ない。 そんな 時代、 
かろうじて 「リアル」 と 感じられる ものは、 恋愛 や セックス や 妊娠 や 病気 や 死と いっ 
た、 人間に とってょり 本能 的で 生物 的な イベント だけな のか もしれ ない。 

だから こそ、 ケ ー タイ 小説では 「七つの 大罪」 が 描かれる 「実話」 が 求められ るの 
かもしれ ない の だ。 

さて、 次章では 代表的な ケ ー タイ 小説の いくつかを、 実際に 紹介して みたい と 思う。 
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ケ— タイ 小説の ヒット 作を 読む 

この 章では、 現在に 至る まで 出版され た 多くの ケー タイ 小説の 中で も、 特に 重要と 
思われる 「リアル 系」 の 四 作品に ついて 紹介 •分析す る。 

まずは、 初めて 商業 出版され たケ ー タイ 小説 『Deep  Love』。 これは 現在 進 
行 形の ケ ー タイ 小説とは かなり 異なる 部分 も あるが、 素人 系 •リアル 系ケ ー タイ 小説 
の プロトタイプ でも あるので、 ケ ー タイ 小説を 知る うえで 絶対に 外せない 作品 だ。 

次に、 「魔法の 一 らん ど」 の 素人 投稿 小説 ブ ー ムの 火付け役 となった 『天使が くれ 
たもの』。 この 作品の 登場に ょって、 ケ ー タイ 小説の 中心は Yoshi から 素人 投稿 
者へ と 移り変わった。 そういう 意味で 重要な 作品で ある。 

三番 目が、 映画 も大 ヒットし、 ケ ー タイ 小説 ブーム を 文芸 市場 や 一般社会に 認知 さ 
せる きっかけ となった 『恋 空 切 ナイ 恋物語』。 

最後に、 リアル 系ケー タイ 小説 ブ ー ムのピ ー クを 示した 『赤い 糸』。 

以上、 この 四 作品を チヨ イスした。 

ケ^ — タイ 小説と いう 分野で ももっ とも 注目すべき ジャンル である 「リアル 系」 「素 
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人 系」 に 論点を 絞る ため、 プロ 系の 作品 や、 「リアル 系」 ではない ホラ ー や ファン タ 
ジ ー などの 作品を あえて 除外して いる ことを お断りして おく。 

なお、 各 作品の 核心 部分 や 結末に も 触れて ある こと も あらかじめ お断りして おきた 

〇 

レ 

全ての 始まり〜 『Deep  Love』 Yoshi  (スタ— ツ 出版)〜 

ケ ー タイ 小説の フォー マットは すべて 『Deep  Love』 が 創り あげた。 

「魔法の 一 らん ど」 は 『天使が くれた もの』 をケ ー タイ 小説の 起点に 置いて いるの だ 
が、 実際には 『Deep  Love』 が ル^  — ッ である。 

『Deep  Lo v e』 によつ て 「定番」 のフォ ー マットと なつた ケー タイ 小説の 要素 
には、 次の ょぅな ものが ある。 

•対象 読者を 10 代の 少女に 規定した。 ゆえに メイン ヒロイン もまた 女子高生。 

•内容を 規定した。 筆者が 序章で ピックアップした 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 …… 
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「売春 (援助交際)」 「レイプ」 「妊娠」 「薬物」 「不治の病」 「自殺」 「真実の 愛」 とい 
うケ ー タイ 小説に 頻出す る 定番 イベントは、 全て 『Deep  Love』 に 登場して 

いる。 

•文体を 規定した。 少ない 文字 数。 少ない 語彙。 台詞 主体で 進む、 ゲ ー ム的 •口 記 
的 •メー ル 的な 文体。 

•ケ ー タイ サイト 上で 無料 公開し、 読者を 獲得して から 書籍 化する という ビジネス ス 
タイルを 規定した。 

•書籍 版の スタイル も 規定した。 書籍 版は ハ ー ド カバ ー で、 本文は ケー タイ 画面に 似 
せた 「横書き、 行間を 空ける」 という スタイル。 

•ケ^  — タイ 作家の ペンネ^ ~ ムの スタイルを 規定した。 「Yoshi」 という 口^  — マ 字 
書きの 名前 だけで、 名字は 使わない。 

『Deep  Love』 の 単行本は 四 冊 存在す るが、 特に 広く 読まれて いるのは 「第一 
部 •アユの 物語」 と 「第二 部 •ホスト」 だ。 


「第一 部 •アユの 物語」 は、 義父に 性的 虐待を 受けた トラゥマ にょって 投げ やりに 援 
助 交際を 繰り返す ょうになった 女子高生 アユが ヒロイン。 

冒頭、 いきなり 

あっ …… もう 一 時間は 舐め 続けて いる。 

ハゲ あがっ た 頭を 小刻みに 揺らして、 ク チュクチ ュ 音を立てながら、 オヤ ジが うれ 
しそうに 言つ た。 

「オイし いね、 アユち やん のは」 

アユは 17 歳の 女子高生。 みんなから も、 かなり ヵワ イイと 言われて いる。 

1 回 5 万円 …… 文句を 言 I っ オヤ ジ はいない。 

ん つ— …… のどの 奥まで、 どろつ としたの が 流れて きた。 

(『Deep  Love 第 | 部 アユの 物語』 P8) 

という 文章から 始まる ので、 「ケー タイ 小説" エロ 小説」 という イ メージ はこの 
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『Deep  Lo v e』 の 導入部に そもそもの ル^  — ツが あると 思われる。 しかし その 描 
写は 淡泊で、 官能 小説とは 程遠い。 

ありていに 言えば、 この 作品には エロ 小説と しての 価値は まったくない。 逆に、 愛 
なき セッ クスの 汚らわし さを 強調す るかの ような、 「オヤ ジ」 の 醜 さを 主眼に 置いた 
描写で ある。 

そして、 この 冒頭 部分は すぐに このような 文章に つながる。 

最後に 口で 出して やる と オヤ ジ 達は 喜ぶ。 まあ、 これで 5 万なら いっか、 と アユは 
思う 0 

「売り」 が 悪い とは、 アユは 思わない。 

大人は 才能を 売って 金に している。 お 客 や 会社に 心を 売って 稼いで いる。 アユ も才 
能を 売っ ている だけ。 

(P8) 
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このように、 バブル 時代 後期から 騒がれる ようになった 女子高生の 援助交際を テ ー 
マと して 取り上げ、 そこには 「女子高生の 肉体 もまた 商品で あるから 売っても 構わな 
い」 という 論理が 登場す る。 

これは、 1990 年代 初頭に 蔓延した 思想 だ。 あの 時代には、 援助交際を 研究す る 
社会学 者まで もが 登場した。 

アユは 女友達の レィナを 援助交際に 誘っ たり、 なんとなく 男と つきあっ たりして い 
たが、 「おば あち やん」 と 捨て犬の 「バオ」 に 出会う ことで 次第に 変わっ ていく。 

おば あち やん は アユの ご 近所さん。 実の 母親に 裏切られて 義父に 処女を 奪われ、 人 
間 不信の ニヒリズムに 陥って いた アユの 「人間性」 を 回復 させて くれる。 そこで おば 
あち やん の 口から 戦争 体験が 語られる。 一部を 抜き出して みよう。 

「私は、 時代を 憎んだ一 …… それし かな かった の、 人間に こんなに むごい ことを させ 
る、 狂っ た 時代を 憎む しか- …… そして、 それ以来、 笑い も 涙 も 私の 顔から 消えた わ」 
「あの 頃は、 力が すべて一 …… 力 さえ あれば 何でもで きた。 今は それが お金に かわっ 
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ただけ。 お金が あれば、 何でもで きる …… 」 

「でも、 お金の 方が、 もつ とずつ と 怖い かも …… 気づかない -5 ちに、 誰もが 蝕まれて 
いくから . 」 

(P 40 〜 41 ) 

戦時中 = 「力が すべて」 という ニ ー チヱ 的 ニヒリズムの 時代。 

現代" 「お金が すべて」 という 資本主義 的 ニヒリズムの 時代。 

第一章、 まだ 40 ぺ ー ジ しか 読んで いないのに、 もうこんな ハー ド コアな 展開。 これ 
はかなり の ハィ ぺース だ。 

ドスト エフ スキ ー なら、 この 主張に たどり 着く までに 原稿用紙 1200 枚く らいは 
必要と する だろう。 

しかし これ だけでは 終わらない。 矢継ぎ早に 「天の 声」 が ィン サ ー ト される。 
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< 確かにそう かも 知れない。 すべて 金 - そんな 時代 だ。 何もかも 金で 買える 時 

代。 金の ある 人間が 偉 そ e) に 幅を きかせ、 ない 人間は 金持ちの 奴隸 になり、 金の ため 
なら 何でも 売る。 そんな 時代。 そう、 心まで も …… V 

(P 41 ) 

これは、 本文の 地の文とは <  >  (ヵギ かっこ) で 区別され て揷 入され ている 文章 
だ。 つまり、 小説の 外側から 降って くる 天の 声な ので ある。 もっとは っきり 言えば、 
作者の 声が このように <  > つきで 時々、 小説の 中に 割り込んで くるの だ。 

もちろん、 このような ことを 小説で 行う のは 邪道 だとされ ている。 物語の テ ー マは 
物語 そのもの によって 表現され るべき で、 作者の 意見を 直接 書いて しまう のは 最低の 
書き方で ある、 などと 小説 入門の 本には しばしば 書かれて いる。 だが 本当にそう なの 
か？ ヶ ー タィ 小説の 読者 (本を 読み 慣れて いない 女子 中高生) には、 このく らい ダ 
ィ レクトに 書かない と 伝わらな いのでは ない のか？ 

この 表現 手法、 筆者は どこかで 見覚えが あった。 
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ジョ ー ジ秋山 だ。 

ジョ ー ジ秋 山の マン ガ では、 この種の 作者 自身の 声が いきなり ィン サ ー .卜 される こ 
とが 多い。 そして その 声は、 金が 全ての 現代 資本主義 社会を 恨み 呪い 嘆く ものが 多い。 
『Deep  Love』 と 同じ だ。 

そう 考えて みると 『Deep  Love』 とは、 実は バブル 時代に 蘇った 『銭 ゲバ』 
なの だ。 

しかも、 こと も あろうに 本を 読まない 女子高生に 読ませる ための 『銭 ゲバ』 なの だ。 

普通の 小説家は、 こんな セ オリ ー を 無視した 書き方は しない。 という か、 担当 編集 
者に 修正され る。 つまりは、 書かせて もらえない。 文壇 的には、 『Deep  Love』 
の いわゆる 文学と しての 価値は ゼロだろう。 

女子高生に 『銭 ゲバ』 の ラス トシ ーンに 出て くるよう な メッセ ー ジを 読ませようと 
いう スタンス も、 かなり 強引と いうか 無茶で ある。 女子高生と ジョ ージ秋 山。 これ ほ 
ど 遠く 隔たった 存在が あるだろう か？ 

しかし、 『Deep  Love』 は 累計 270 万 部を 超える 大 ベスト セラ ー となっ た。 


.銭 ゲバ. （幻 冬 舎 文庫） 

金が すべての 現代を 呪う 作者の 台詞が イン サー トされる 


しかも、 今まで 小説の 単行本 なんて 買 

つたこと のない テイ^ ~ ンエ イジ ヤ^  — が 
買った の だ。 

それは なぜか。 

『DeepLove  第一 部 アユ 
の 物語』 を 読み進めて みょう。 

レイプ。 妊娠。 ドラッグ。 援助交際。 
えんえんと 続く 陰惨な 展開の 中から、 
「救済」 の 光が 差し こんで くる。 アユ 
は、 義之 という 少年と 知り合いになる。 
義 之は 純真無垢な 存在で、 少年と いう 
ょりは 半ば 天使に 近い 無垢 さを 持って 
いる。 だが 義 之は 重い 持病を 抱えて い 
て、 数千 万円の 手術 費用を 必要と して 
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ぃた。 

アユは そんな 義 之と 出会う ことで、 「ヶ ー タィ 小説 七つの 大罪」 の 締めく くりで あ 
る 「真実の 愛」 に 目覚める ので ある。 

そもそも、 戦争で 家族を 失う という 限界状況で ニヒリズムに 陥った おば あ ちゃんの 
魂を 救って くれた もの も、 「真実の 愛」 だった の だ。 義 之を 見て いるう ちに、 アユの 
内面に 変化が 起こる。 

< 胸が キュッ と 締めつ けられる よ I っな、 言葉では 言い表せない 感情 —— これが 愛な 
のかな？ うれしい つて 言-っより 苦しい —V 

(P11 6 ) 

ここは アユの モノ ロ ー グ なのに なぜ <  V つきで 語られる のか 不明 だが、 それだけ 
Yoshi が この 一文を 強調した かった という ことだろう。 

アユと 義之 はお 互いに 惹 かれる が、 真実の 愛に 目覚めて しまった アユに とって、 援 
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助 交際を 繰り返し てきた 自分自身は r 汚い」 身体の 持ち主だった。 義 之の ょぅな 無垢 
な 存在に 触れる 資格がない、 と 自分を 責める。 

< 肉体 N セックス = 商品 = 金 V 

といぅ 価値観から、 劇的に 回心した アユは、 

< 真実の 愛  VS 愛の ない セックス V 

といぅ 純愛 主義に 転向した の だ。 そして、 義 之の 前で 自分の 経歴を 語り、 懺悔す る。 

義之 はま ばた きもせ ず、 じっと アユの 話を 聞いて いた。 アユは 義 之の 顔を 見る こと 
がで きな かった。 義之が どんな 目で 見て いるの か？ そして、 アユの ことを ど ラ 思-っの 
か？ 胸が 張り裂ける 思いで、 アユは 話し 続けた。 オヤ ジ 達に 体を オモ チヤの ように 遊 
ばせ たこと。 お金を もらっ たこと。 その お金で してきた こと。 ヤリ 友の こと。 洗い ざ 
らい 全て 離した。 それは アユに とって 自分の 胸に 釘を 打ち抜く ほどの 辛 さだった。 

そして、 最後に こう 言っ た。 

『やっぱり …… 私、 汚い。 義 之に 触れる 価値ない …… 』 
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2 人と も 黙っ ていた。 沈黙が 重く のしかか った。 胸の 鼓動が 高鳴り、 心臓が 張り 裂 
けそうな 気がした。 だが、 アユは 後悔して いなかった。 

自分を 隠した まま、 義 之に 愛される 方が 辛 かった だろう。 これで 義 之を 失つ たと し 
て も、 だまし 続ける よりは 辛くない …… 。 

沈黙の 中、 ボタ ボタと 何 かが 落ちる 音が した。 それは 義 之の 涙が 落ちる 音だった。 
義 之は 泣いて いる。 ボタ ボタと 続く 音が アユの 心を 濡らして い < …… 。もう | 度 謝ろ 
うと、 アユは 心を 決めて 顔を 上げた。 義 之を 見て 息が 止まる 思いが した。 

義 之は - 優しく 笑っ ていた。 涙を 流しながら も、 優しく ほほ 笑んで いた。 何も 

言わなくても、 その 笑顔が 何を 意味す るの か、 アユには わかっ た。 やがて ひと 言 だけ 
« 之が 言った。 

「汚れて なんかない」 

P 1CXJ1) 

この シ ー ンが 『Deep  Love』 の 中の 最大の キモ で、 以後の ヶ ー タィ 小説の 流 
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れを 決定 づけた 場面と も 言えよう。 

新約聖書には、 ィエスが 売春婦の 罪を 赦す 場面が ある。 原始 キリスト教は、 貧しい 
者、 病気で 苦しむ 者、 罪を 犯して 悩める 者、 差別され る 者を 救うた めの 愛と 癒しの 宗 
教だ った。 つまり 大衆 宗教、 民間 宗教だった。 「神は すべての 人間を 愛して くれる」 
という 「物語」 が、 その 思想の 根本だった。 

現代に おいては、 この 「神の愛」 が 「人の 愛」 に 変わって いるの だ。 

現代 社会は、 資本主義が 極限まで 肥大 化して、 人間の肉 体 や セックス、 恋愛まで も 
が 商品と して 流通す る 世界で ある。 

このような 世界では、 人間は 自分の 心を 殺して、 ニヒリズムと 欲望に 流されて 金 や 
快楽を 追い求めて いくしかない。 

だが 「真実の 愛」 の 前には、 これまで ヒロィンが 現代 社会の 中で 犯した 罪 や 植え 付 
けられた トラゥマの すべてが 浄化され、 リセットされ、 魂が 救われる。 

これ こそが、 『Deep  Love』 が 本を 読まない 女子高生 たちに 与えた 「救済の 
物語」 なの だ。 
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数千 万の アクセスが あり、 書籍が 270 万 部が 売れた という ことは、 それに 匹敵す 
るよう な 数の ティ ーンエ ィジ ャーが 『Deep  Love』 の 与えた 「救済の 物語」 を 
必要と していた、 という ことで ある。 

『Deep  Love』 は 文学では ないか もしれ ない が、 民衆に 癒しを 与える 「物語」 
としては はるかに 優れてい たの だ。 ただし、 この 直後に 

< 人は 過ちを 犯す 生き物。 時には 深い 悲しみから …… 、あるいは 深い 僧し みから… 
… 。深い 絶望 や、 深い 迷いから …… 。そこから 救つ て くれる のは …… 深い 愛 だけな の 
だろ 5 V 

P 122) 

と 説教 臭い 語りを 入れて しまう ので、 ここで また、 いわゆる 文学的 価値が 一気にな 
くな つてし まう わけなの だが、 『Deep  Love』 を 神な き 現代の 宗教 的 説話と し 
て 読む のなら ば、 この <  V の 一節は 蛇足 どころ かむ しろ 説話の 最後に 配置され る 
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「教訓」 の 役割を 果たしてい ると 言える だろぅ。 

第一 部の 最後、 義之 のために 手術 費用を 稼いで いた アユは、 通常の アルバィトでは 
間に合わな いと 思い詰めて 援助交際を 再開し、 AIDS になって 死ぬ。 骨と 皮 だけに 
やつれ 果てた あげくの 孤独な 死だった が、 その 隣には 犬の バオが 付き従って いた。 

アユは 死んだ が、 しかし、 その 死は 「真実の 愛」 に 目覚めた 者 だけが 味わえる 幸福 
感に 満ちた ものだった。 また、 第二 部 以後、 アユの 存在は 生き残った 者たち にょって 
「 聖 女」 へと 神格化され ていく。 

『Deep  Love』 に 「ケ ー タィ 小説 七つの 大罪」、 すなわち 現代の 悪徳が これで 
も かと 描かれる のは、 最後の 「真実の 愛に ょる 救済」 に 至る ための 道筋と して 不幸と 
悪徳が 必要 だからな の だ。 

前提： 「現代 社会は 人間を 商品と して 扱ぅ 資本主義の 地獄 だ」 
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結論： r この 地獄から 救われる には、 真実の 愛に 目覚める しかない」 

この 結論を 主張す るた めに、 前提が 必要と される の だ。 

『Deep  Love』 はこの あと、 アユの 死によ って ニヒリズムに 瞄り 、死んだ よ/っ 
な 目に なって ホストと しての しあがっ ていく 義 之を 描いた 「第二 部 ホスト」、 レイ 
プ されて 孕んだ 赤ちゃんを 産んだ アユの 友達 レイナが 不幸と 絶望の 果てに 発狂し、 つ 
いには 東南アジアに 売り飛ばされる 「第三 部 レイナの 運命」、 アユが 飼っ ていた 犬 
の バオの 前日 譚 「特別 編 •バオの 物語」 と 続く。 

実は この 第二 部の 途中から、 『Deep  Love』 は 真に 文学的に なるとい ぅか、 
イマ ジネ ー シ ョン あふれる 幻覚 的 展開が 異彩を 放ちは じめ、 全ての 文芸 評論家 および 
多数の 読者を も 放置して ぐんぐんと 異 次元の 世界に 飛翔して いく。 ホストの 話だった 
はずな のに、 いきなり 新 潟に 超 巨大 地震が 発生して 日本中が 大 パニックになる の だ。 
ちなみに、 当時 また 現実の 新 潟 地震は 起こっ ていな かった。 しかし、 その 地震は まだ 
『Deep  Love』 が 醸し出す マジック •リアリズム 展開の 字 章に すぎない。 そこ 
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から 先の 展開は、 直接 作品を 読んで 確かめて いただきたい。 

だが 少なくとも、 後の ケ ー タイ 小説に 取り入れられた 要素は、 援助交際 少女が 真実 
の 愛に 目覚める 第一 部と、 ニヒリズムに 陥った 少年が ホストと しての しあがっ ていく 
第二 部の 途中まで である。 

大地震 パニックに はじまる 『Deep  Love』 第二 部 中盤 以後の 超 展開は 残念な 
がら 受け入れられな かった。 

ケ ー タイ 小説 読者が 求めて いた ものは、 そのょぅな 実験小説 でも ア ヴァン ギヤ ルド 
文学で もな く、 「救済の 物語」 だった の だ。 だから、 『Deep  Love』 のまる で 
「リアル」 でない 部分は、 継承され なかった の だ。 

『Deep  Love』 の 第一 部は その後の 実話 系 •リアル 系ケ ー タイ 小説の 雛 形と な 
り、 第二 部は コミック などに おける 一連の ホスト ものの 源流と なった。 また 「プ ロケ 
1 タイ 作家」 内 藤み かの 出世作 『いじわる ペニス』 は、 ホスト 系の 男に 群がる 女たち 
の 視点から 『Deep  Love 第二 部 ホスト』 と 同じ 世界を 描いた 物語と も 言える。 

つまり、 『Deep  Love』 の 第一 部は テイ^  — ンエ イジ ヤ^  — 向け ケ^ — タイ 小説の 
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元祖で、 第二 部は 20 代 女性 向け ヶ ー タィ 小説の ル ー ッ だった と言える。 そして そのい 
ずれ もが、 愛すら も 金で 買える 現代 社会の 中に どうにかして 「真実の 愛」 を 見出そう 
と あがく 女性たち の 物語で ある ことに 変わりは ない。 

第二 部の 序盤は、 こういう 「叫び」 から 始まる。 

「世の中う まくで きている。 金は 回 るんだ よ。 シャバで サ ラリ— マンが まじめに 稼い 
だ 金を、 バカな 社長が 女に 落とす。 女たち は 俺たち に 落として いく。 その 金で 俺たち 
が 服 や 車を 買う。 それが シャバに 返る。 わかる か？ 俺たち は 最後の 受け皿 だ。 思う 存 
分、 出させり やい いんだ」 

そう、 世の中の 金が、 最後に 落ちて いく、 最も アン ダ— グラウンドな 世界。 それが 
ホス ト クラブ だ。 

(『Deep  Love 第二 部 ホス ト』 P 10 ) 

もちろん こういう 絶望的な 台詞を 叫ぶ ホスト もまた、 作 中で 「真実の 愛」 に 目覚め 
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て 救われる わけで ある。 

悪く言えば、 若い 頃 どれほど 放蕩 三味の 爛れた 生活を 送って いようが、 最後に 「真 
実の 愛」 さえ 手に入れれば 全てが チャ ラになる、 という 救済 思想 だ。 「念仏を 唱えれ 
ば 悪人で も 極楽往生 できる」 という 教え に似てい る。 ただし 「念仏」 が 「真実の 愛」 
という 言葉に 代わって いるの だが。 

他に も、 『Deep  Love』 から 後続の ヶ ー タイ 小説の 流れに 引き継がれ なかっ 
た 要素が ある。 それは 「東京」 という シンボリックな 記号 だ。 『Deep  Love』 
は 東京、 特に 渋 谷を 舞台と していた。 だが、 素人 ヶ ー タイ 小説 作家たち は、 東京では 
なく、 自分自身が 暮らして いる 地方 都市を 小説の 舞台に する ことを 好んだ。 東京は 彼 
女たち にと って 「リアル」 ではない からだ。 

東京を 舞台と した 『Tokyo  Real』 (集英社) といった 作品 も あるが、 素人 
系" リアル 系ケ ー タイ 小説と しては、 これは むしろ 特異な 部類に 属する の だ。 
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ケ— タイ 小説の 夕— ニン グポ イン トと なった シリ— ズ 

〜 『天使が くれた もの』 ch  a  C  〇  (スタ— ツ 出版)〜 

現在の リアル 系ケ ー タイ 小説、 素人 系ケー タイ 小説の 隆盛は 『天使が くれた もの』 
(『天 くれ』) の ヒットが 起爆剤と なった。 

「魔法の 一 らん ど」 に アップ n 1 ドされ た 『天使が くれた もの』 は、 作者 Chaco 
の 経験談 …… つまり 本人が 直接 書いて いる 実話で ある。 小説 形式では あるが、 限りな 
く 日記に 近い。 『天 くれ』 の 登場に ょって、 Yo  Shi 型から Chaco 型へ と、 ケ 
— タイ 小説の トレンドが 劇的に 移り変わ った。 

『天 くれ』 の 舞台は 大阪 •岸 和 田 周辺で ある。 

ヒロインは 地方 都市に 暮らす、 普通の 女子高生 •舞。 舞は 本命の 高校 受験に 失敗し、 
滑り止めの 私立 高校に 通ぅ ことになる。 そして、 そこで 知り合った 友達に 誘われて、 
「たまり 場」 に 出入りす るょぅ になる。 

「たまり 場」 とは、 女子高生 とか 若い 男と かの 友達が 文字通り たまっ ている マン シヨ 
ンの 一室の こと だ。 


こう 書く と、 すぐに また レィプと か ドラ ッグと か、 そういう 方向の 展開を 予感して 
しまう が、 『天 くれ』 の 「たまり 場」 はもっ とまったり としてい る。 「ダ ベリ 場」 と 言 
った ほうが 近い。 大学の 文系 サ ー クル 部 室を ご存じの 読者は、 あの 雰囲気を 想像して 
くれれば 分かりやすい。 

そういう 場では、 必ずと 言っ ていい ほど 恋愛 問題が 持ち上がる。 たまり 場に いる 若 
い 男女は、 すぐに 恋をして くっつ いたり 離れたり 奪い合っ たりす る。 

『天 くれ』 の スト ー リ ー は、 ほとんど すべて、 この 「たまり 場」 に 集まっ ている 男女 
の 恋愛関係の もつれを 描いて いる。 

舞は たまり 場に いる 鳶職の 少年 ヵ グに密 かに 恋をする が、 ヵ グも舞 も 不器用で なか 
なか 交際を 始められない。 ヵグは 自殺した 父親の 借金を 背負っ ている ので、 彼女を 作 
る ことを ためらっ ていたの だった。 そして、 舞の ことを 振り切ろ うとして あえて 仕事 
に 打ち込む。 

そうこう している うちに 舞は ヵグに ふられた と 思い こんで、 他の 男と 交際を 始めて 

しまろ …… 〇 
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このように、 消費都市 •東京の ドロ ドロと した 現実を 描いた 『Deep  Love』 
と、 地方 都市 •岸 和 田の まったり とした、 しかし 緩やかに 閉塞した 『天 くれ』 が 描く 
世界は、 かなり 違う。 『天 くれ』 にも 妊娠 イベント や 不治の 怪我 イベント などが ある 
が (不治の病 イベントは ない)、 筆者 世代の 読者で も 「こういう こと、 あったな」 と 
思わせる 程度の 強度の イベント しか 起こらない。 

そもそも ヒロインの 舞と、 主人公 格の ヵグの 二人が、 いつまでも 交際し ない。 セッ 
クス どころ かろくに キス もしない。 

二人は 常に すれ違い 続けて いる。 

舞は 結局、 ヵグを 諦めて 快と いう 年上の 男と つきあい はじめて しまい、 処女を 喪失 
する のだった。 

「… 痛ぃ？」 

明かりの ない 快の 部屋。 

…童 なり 合一っ 唇。 


…から み 合う 互いの 体が、 シーツ を 淫らには がして いく。 

… 揺れる たび、 舞の 瞳から… こぼれる 涙。 

「… I つうん」 

舞は、 ゆつ くりと 瞳を 閉じた。 

初めてを 失つ た 痛 さと… 彼を 失つ た 悲し さが、 胸の 奥で 交差す る。 

快との 道を 決意した 日、 流される よ ラに… 彼に 導かれ すべてを ささげた 彼女。 
流れる 涙は、 目の前の 男では なく… カクへの 想い。 

… 最後に 見た カグの 姿が、 深く 心に 傷を 作つ ていく。 

(『天使が くれた もの』 P159) 

処女 喪失 ィベントと いつても こんな 感じで、 『Deep  Love』 には ある 程度 見 
られた 淡泊 だが 分かりやすい エロ 描写は ない。 

もちろん こんな 形で スタ 1 卜 した 快とぅ まくい くわけ もな く、 舞は 結局 快に 捨てら 
れて しまう。 
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では ヵグ とより を 戻せば いいのでは ないか、 と 思う の だが、 舞は もう 意地に なって 
いて、 ヵグ とは つきあえな いと 思い込む。 

「おまえ… いいかげん 気づけよ」 

真っ すぐ 見つめて くる 真剣な 瞳。 

…ヵグ は、 やっぱり 気づいて いた。 

舞は、 今日の 涙の 理由が… 彼に バレて いるよう な 気がして いた。 

「な あ、 おまえには… 俺し かおらん ねんて」 

眉間に 力を 込めて、 切ない 表情を 見せる 彼。 

舞は、 胸が 苦しくな り… 彼を 避ける ように 立ち上が った。 

「悪い けど、 もう 今は ヵグ のこと なんか… 考えられ へん」 

そう 言っ て、 背を 向ける 彼女の 腕を、 強い 力が 引き止める。 

「俺は… おまえの ことし か 見て ないし」 

(中略) 


「… 好き やねん」 

そっと 唇を はなし… 小さな 声で つぶやく 彼。 

舞は、 冷静な 瞳で 言い返した。 

「… あんた に、 気持ちなん かない わ」 

冷たい 視線が、 ヵクの 心に 突き刺さる。 

沈黙す る 2 人を 包む、 夕暮れを 過ぎた… 真っ 暗な 空。 

「…そっか」 

彼の 腕が、 舞の 手首から 離れて いく。 

(P2 - CVJOCM) 

といぅ わけで ヵグは 諦めて 他の 女の子と つきあい だすの だが、 すると 舞は また 「や 
っばり ヵグが 好き や」 と 言いだ す。 

舞が 闇夜に 迷い込ん だのは、 結局、 「寂しい」 からな の だ。 独り 身で いる ことが 耐 
えられない。 たまり 場の 友人たち は、 次々 と ヵッ プルを 作っ ていく。 男と 女が くっつ 
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いている ことが 常態で、 一人でい るのは 常態では ない。 だから'  ヵグが 姿を消す と、 
耐え きれ なくなつ て 他の 男に 走つ てし まう。 

『天 くれ』 は 『Deep  Love』 のように、 「恋愛が 資本主義の 商品と して 取り込 
こまれた 地獄の ような 現代」 を 描く 小説では ない。 しかし、 ホスト や 援助交際 といつ 
た 明確な 消費 システムで はなく、 目に 見えない 空気の ような 重圧が、 「幸せに なりた 
いなら 恋愛し なければ いけない」 という 強迫観念が、 ゆつ くりと、 じ わじ わと ヒロ ィ 
ンを 押し 包んで いくの だ。 

地方 都市では、 目に 見えない 形で 恋愛の 商品 化が 完成して いる。 

それは 「金で 売り 買いす る」 という 形態では なく、 「恋愛 = 幸福」 という ドグマと 
なつて 彼女たち を 縛つ ている。 

ゆえに、 『天 くれ』 のた まり 場に いる 男女の 交際 サィクルは 実に めまぐるしい。 

舞は 最終的に、 自分は ヵグに 「真実の 愛」 を 抱いて いるの だと 「自覚」 する の だが、 
ヵグは 舞の 想いを 聞く ことなく 事故で 死んで しまう。 

そして そこで 舞の 時間は 止まる。 


この 小説は 多くの 読者の 共感を 呼び、 シリー ズ loo 万 部を 超える ヒットと なつた。 

人間関係 という ものは 一度 どこかで ズ レて しまう と、 もう なかなか 素直に なれない。 
『天 くれ』 はそう いう 人間 心理の 微妙な 部分を 描いて いる。 

しかし、 それよりも 筆者と しては、 地方 都市で 将来に 展望 もない ままに 狭い 世界で 
恋愛関係を 繰り広げる 若者たち の 閉塞 感を 、自分自身の 10 代と 重ねて 見る ことで リア 
ルに 感じて しまう の だ。 

閉塞して いるから といつ て、 誰もが 東京に 出て 行ける わけでは ない。 いや それ 以前 
に、 閉塞して いると いう 実感を 持つ ことなく、 「恋愛」 に 救いを 求めて 生き 続ける 若 
者が 大多数な のか もしれ ない。 

そして、 もし 仮に 東京に 出られた としても、 閉塞す る 者は 閉塞す るの だ。 ただ 物理 
的に 東京に 住む という ことと、 「消費 社会」 に 乗れる という こととは、 違う。 

むろん、 もし 消費 社会と いう 物語に 「乗れた」 としても、 必ずしも 幸せに なれる わ 
けで もない。 

消費に 夢中に なつて いるう ちに、 人は 誰し も 老いて、 いずれは 疲れ果てる。 
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だから こそ、 近年 『東京 タワ ー』 や 『always 三 丁目の 夕日』 のよう な 懐古 

趣味 的な 物語、 昭和 レトロの 物語が 求められる ようになっ たのではないだろう か。 
実は 現代人の 閉塞 感に とって、 「どこに 住んで いるか」 は、 根本的な 問題では ない 0 
我々 は、 資本主義 社会と いう ニヒリズム、 そこからの 救済と して 「恋愛」 "「真実 
の 愛」 という 物語を 幻視し なければ ならない、 しかし、 その物 語が また 新たな 商品と 
なって 流通し 続ける、 という 無限 循環に 陥っ ている。 

それは それと して、 『天 くれ』 がヶ ー タィ 読者たち に 知らし めた 事実とは、 自分 自 
身の 「実話」 = 「日記」 を 「再編 集」 する 作業に よって、 人は 自分自身の 生 (それは 
ニヒリズムに 陥っ ている) に 「意味」 を 与える ことができる、 という ことだった。 

そう。 『天 くれ』 は、 100% の 真実ではないだろう。 なぜなら この 物語は、 作者 
ch  a  C  〇 の 脳が 行った 過去の 再編 集 作業の 結果な の だ。 

これは ヵグの 死と いう 不条理な 現実に どうにかして 「意味」 を 付与す る ことで、 過 
去の 呪縛から 自由にな ろうとす る 作業な の だ。 

『Deep  Love』 は Yo  Shi という 現代の 説教師に よる 他者 救済の 物語だった 


が、 『天 くれ』 は 自己 救済の ための 物語な の だ。 だから 『天 くれ』 の 登場に より、 ヶ 
1 タイ 小説 読者の 多くが、 自ら もケ ー タイ 小説 作家と なって いった。 彼女たち は、 ケ 
1 タイ 小説と いう 形で 自己を 物語 化し、 生の 無意味、 ニヒリズムから 脱出し ようとし 
たの だ。 

そういう 意味で、 現在の ヶ ー タイ 小説の 原点は Yoshi の 『D  e  e  p  L  〇  V  e』 
ではなく、 『天 くれ』 なの だ。 

ケ— タイ 小説の 名を 天下に 知らし めた〜 『恋 空 切 ナイ 恋物語』 美嘉 (スタ— ツ 出版)〜 

『Deep  Love』 の テ ー マは、 非常に オヤ ジ くさい。 「この、 金に 流される 現 
代 …… ！ 愛 などない っ …… ！ 誰もが 金に 体を 売り、 心を 売る っ …… ！」 という 感 
じで オヤ ジ 流の 説教が 何度も 繰り返される。 

もし、 世の中 高年 男性が 直接 このような 説教を 女子 中高生に 訴えたら、 「タルい」 
「ゥ ザい」 「ダサい」 と 鼻で 笑われて しまう だろう。 

ハ や、 中高 年 どころ か、 同年 代の 男が 同じ ことを 語っても 、戻って くる 反応は 同じ 
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だろう。 ゆえに、 世代 間の 断絶と か、 そういう 紋切り型の 言葉で 大人は 自ら 「壁」 を 
作っ てし まう。 「彼女たち/ 彼らとは、 対話 不可能 だ」 という 結論を 立てて、 そこで 
安心して しまう の だ。 

しかし 『D  e  e  p  L  〇  V  e』 の 成功は、 「物語」 という 形式を 使えば 彼女たち に 
「説教」 が 通じる という ことを 証明した。 

論理的な 対話は 不可能で も、 感情を 揺り動かす 物語 説話を 用いれば 聞いて もらえる 
の だ。 

もっとも、 それは あくまでも ヶ ー タイ 小説 勃興 期の 話。 すぐに 『天 くれ』 が 登場し、 
ヶ ー タイ 小説は オヤ ジの 説教 説話から 自分 語りへ と 変化した。 

とはいえ、 『天 くれ』 が 『Deep  Love』 の フォー マットを 踏襲し、 「不毛な 
現代 社会」 が 生み出す ニヒリズムから 救済され るた めの 「真実の 愛」 を 求める 物語と 
なつて いる ことは すでに 説明した。 

ヶー タイ 小説 市場で 最大の 成功を 収めた 『恋 空』 もまた、 この フォー マットを 踏襲 
している。 というより、 『恋 空』 前後に ヒットした 素人 系ケ ー タイ 小説の ほとんど 全 
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て (といっても 過言では ない) が、 『Deep  Love』 と 『天 くれ』 の テ ー マの 焼 
き 直しな ので ある。 

すなわち、 「ヶ ー タイ 小説 七つの 大罪」 の 反復 作業。 

それほどに 『天 くれ』 の 影響は 大きかった。 

後は、 順列 組み合わせの 違いく らいで しかない。 

『恋 空』 は そのょぅな 『天 くれ』 に 連なる 素人 系ヶ ー タイ 小説の 中で も、 極度に 「七 
つの 大罪」 イベントが 濃縮され た 形で 次々 と 展開す る 物語 だ。 ちなみに 小説 版の 原題 
は 『恋 空 切 ナイ 恋物語』。 

舞台は やはり 地方 都市。 

ヒロインの 美嘉は 高校に 入って すぐ、 不良 っぽい 同い年の 男の子 ヒロと 恋に 落ちる。 

色黒、 明るい 茶髪、 整った 細い 眉毛、 腰 パンには だけた Y シャツ、 背が高い… おそ 
らく 18〇 くらいは あるだろう。 

耳には 数え きれない ほどた くさん の シルバ— ピアス。 
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(『恋 空 切 ナイ 恋物語』 上 P 23 ) 

まあ 要は ヤン キ ー なの だが、 『恋 空』 は 展開が 異常に スピ ー ディな ので、 上巻 34 ぺ 
1 ジで 早く も 二人は セツ クスす る。 はじめて 直接 顔を 会わせてから、 わずか 11 ベー ジ。 
早す ぎる 気がする が、 このく らいで 驚いて いては 『恋 空』 の テンポに ついてい けなく 
なる。 

ヒロには 少 々精神を 病んだ 元 カノが いて、 この 元 カノが ヒロを 奪っ た 美嘉に 嫌がら 
せを 開始す る。 どのょぅな 嫌がらせ かとい ぅと . 

…痛い …可 コレ？ 

生ぬるく 赤黒い 何 かが 額を ゆっくり 流れ 落ちた。 

タバコ 臭い 車内で、 美嘉の 手足を 強い 力で 押さえ、 洋服を 乱暴に はぎ取る 見覚えの 
ない 四 人の 男。 

… レイプ。 
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これは レイプ だ。 

迫り 来る 恐怖の 中… 

レイプされ ている という 事実 だけは 把握で きる。 

(P 42 〜 43 ) 

42 ぺージ 目で、 美嘉 はもう レイプされ てし まう。 

52 ぺ ー ジ目 では、 レイプ された 美嘉に ヒロが 「俺が 一生 美嘉を 守る」 と 誓う。 

62 ぺージ 目で、 心に 傷を 負った 美嘉は リスト ヵットに 走る。 

…… こんな 具合に、 序盤から 次々 と 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪 イベント」 が 起こる。 
ところで、 この ヒロと いう キャラクタ 1 はこの 種の 紋切り型の 台詞が 多くて、 筆者 
はどうに も リアリティを 感じられない。 「俺が 一生 美嘉を 守る」 とか 「俺の 女を いじ 
める 奴は たとえ 女で も 許さね えから」 とか。 

一応 『恋 空』 は 「作者が 経験した 実話べ ース」 という 触れ込み なの だが、 なぜか ヒ 
ロ インの 本命の 彼氏で ある ヒロ だけが どうに も 掴み きれない キャラクター なの だ。 
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それは さておき 、上巻 90 ぺ ー ジ 目で 美嘉は 妊娠す る。 父親は ヒロ だとい う。 

ヒロは 「赤ちゃん 産んで いいの」 と 不安げ な美嘉 に、 「あたりめ 一 だ！ 頑張って 
二人で 育てよう ぜ！」 と 力強く 言う。 

ヒロの 母は 当然、 どうやって 育てる の？ と 心配す るが、 ヒロは 「俺、 学校 やめて 
働く し 大丈夫」 とこれ また 堂々 と 答える。 

「お前 ほんと にやれ るの か」 と 眩く ヒロの 父に も、 「当たり前！ 俺が 美嘉と 赤ち ゃ 
んを 必ず 幸せに する」 と 断言す る。 

が、 50 ぺ ー ジで 美嘉の お腹の 赤ちゃんは 死んで しまい、 流産と いう ことになる。 

…… ここまでは 文字通り 息つ く 暇 もない ハィ ぺース だが、 ここから 先は わりと ゆっ 
くりと 進行す るよう になる。 

ヒロは この 後、 急に 美嘉 から 遠ざかる ようになり、 168 ぺ ー ジで シン ナ ー (すで 
に 触れた が、 地方 都市を 舞台と した ヶ ー タィ 小説では 覚醒剤 や 大麻よりも シン ナ ー が 
登場す る ことが 多い) を 吸い 始め、 180 ぺ ー ジ では 美嘉に 根性焼きを 強制す る。 い 
きなり 人格が 豹変した の だ。 理由は 下巻で 判明す る。 


結局、 二人は ここで 一度 別れて しまう のだった。 

この 後、 美嘉は 大学生の 彼氏を 作って ヒロの ことを 忘れよう とする が、 下巻で 実は 
ヒロが ガンに 冒されて いて、 美嘉を 悲しませたくない からと わざと 美嘉を 遠ざけて 一 
人で 闘病生活を 送っ ていた ことが 判明す る。 

美嘉は 彼氏と 別れて、 ヒロの 看病を 始める。 

だが、 もちろん ヒロは 死ぬ のだった。 

「ヶ ー タイ 小説 七つの 大罪」 イベント のうち、 登場 しないのは 援助交際く らいで、 序 
盤から 矢継ぎ早に、 レイプ、 妊娠、 薬物、 自殺、 そして クライマックスに 不治の病が 
配置され、 ラストは もちろん 「真実の 愛」 による 救済と なる。 

『恋 空』 の プロットは 以上の ような もので、 「ヶ ー タイ 小説 七つの 大罪」 イベントを 
次々 と 繰り広げる、 わりと ありがちな ものである。 実際、 先に 書かれて KK ベスト セ 
ラ ー ズ から 出版され ていた ケ ー タイ 小説 『さよならの 向こう側』 (作者 •井上 香 織) 
との プロットの 類似点が 『週刊 文 春』 2  〇  〇  7 年 12 月 13 日 号に よって 指摘され ている。 
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『さょならの 向こう ® 』 は 「どこでも 読書」 という ケ^ - - タイ 小説 サイトで 2  〇  〇  4 年 
9 月から 連載され、 2  0  06 年に 書籍 化された。 作者の 井上 香 織は 講談社 や 河 出 書房 
新 社な どから 何册も 著書を 出版して いる プロ 作家で、 『さょならの 向こう側』 の 文章 
も 『恋 空』 と 比べる と 圧倒的に レベルが 高い。 という か 文体 や 書き方 からして 素人 系 
ケ^ — タイ 小説とは まつた く 違う。 たとえば、 

里 桜の 父親、 恭太郎 は、 この 小さな 街に 生まれ 育つ た。 

ありふれた 山と 川は あるが、 観光地で はなく、 かとい つて 田園 地帯が 広がつ ている 
わけで も、 新興 住宅地と いう わけで もない。 これと いつた 特徴の ない 街 だ。 

地元の 高校を 卒業した 後、 恭太郎 は 大学 進学の ため 東京へ 出て、 ある 企業に 就職し 
た。 そこで 里 桜の 母、 桜 子と 出逢い、 結婚。 やがて 里 桜が 生まれた。 

しかし、 折からの 不況の あおりを 受け、 リス ト ラされ てし まつた 恭太郎 は、 生まれ 
故郷の この 街へ 舞い戻つ てきた。 東京で 彼の 希望に あろ 再 就職の 口が みつから なかつ 
たこと も あるが、 恭太郎 の 両親が、 長男で ある 彼に この 機会に 帰つ てきて ほしいと 切 
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望したら しい。 

恭太郎 は、 電車と バスを 乗り継いで、 I 時間 ほどのと ころに ある 会社に 再 就職を 決 
め、 I 家は 彼の 実家に ほど 近い マンションの 一室を 借り、 そこで 暮らしは じめ た。 
その 頃、 里 桜は まだ 幼稚園だった。 

街は、 恭太郎 が 上京した 頃から 比べれば、 住宅の 数 も 増え、 だいぶ 賑やかに なって 
はいたが、 駅前には ちいさな ス— パ— マー ケッ トと、 つぶれ かかった パチンコ 店、 馴 
染み 客 相手の 食堂と 居酒屋が 何 軒 か ある だけだった。 

里 桜が 小学校に 入っ て 間もなく、 恭太郎 はとき どき 家で 暴力を 振る うように なった。 
老い ゆく 両親を 思っ ての U 夕— ン 就職と いえば 聞こえは いいが、 ゆくゆくは 東京に 
I 戸 建ての 家を 構える つもりで いた 恭太郎 にと って、 この 里帰りは 屈辱的な もの だっ 
たの かもしれ ない。 

また、 今の 仕事 や 境遇に 対する 不満、 やりきれない 思いを 吐き出す 場所が なく、 ス 
ト レスを 溜め込んで しまって いたの かもしれ ない。 

しかし、 まだ 幼い 里 桜には、 東京に いた 頃は やさし かった 父が、 この 街へ 来てから 
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なぜ、 時折、 別人の ようにな って 母を 罵っ たり、 ときに 殴っ たりす るの か、 まったく 
理解で きな かった。 

(『さよならの 向こう側』 上巻 P 32 〜 33 ) 

このように、 序盤で ヒロイン (里 桜) の 家庭の バック ボ ー ンが 細かく 説明され る。 
また、 ここで 小説の テ ー マが 「東京と 地方 都市の 間で 揺れ動き 葛藤す る 人の 心」 であ 
る ことが 明示され る。 実際、 里 桜は 地元の 元 カレと 東京の 新しい 彼氏との 問で 葛藤 
し、 揺れ動く の だ。 そして、 最終的には 病に 倒れた 元 カレを 介護す る 道を 選択して、 
東京と 彼氏を 捨てる 決断を する。 

「東京と 地方 都市との 間での 葛藤」 という ケ ー タイ 小説に 普遍的な テ ー マを 文章で さ 
りげ なく 明示して おく あたり、 プロの 作家の 作品 だとい うこと が 窺える。 

病気に 冒される 元 カレ も 『恋 空』 の ヒロの ような ヤン キ ー ではなく、 サツ カ ー 部員 

で、 知性的な 側面 も ある。 

一方、 『恋 空』 では ヒロインの 家族に ついての バック ボ ー ンは ほとんど 語られない 
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し、 ヒロイン •美嘉 がいっ たん 大学に 進学す る くだりは あるの だが、 そこからは 「東 
京と 地方 都市との 葛藤」 という 構造が 抜け落ち ている。 

しかし 『さよならの 向こう側』 の 発行部数は 7 万 部 弱で (これ だって 一般の 文芸 小 
説 書と 比べれば 売れて いるが)、 後発の 『恋 空』 は 同じような プロットで ありながら 
も 2  〇  〇 万 部を 超えた。 

それは なぜか。 

なぜ、 一見す ると 小説 技法に 劣る 作品の ほうが 売れる のか。 

『恋 空』 の 個性. 独自性が、 どこかに あるは ずな の だ。 

たとえば 『恋 空』 の ヒロイン •美嘉 (ややこし いの だが、 ヒロインの 名前 も 美嘉だ 
が、 作者の 名前 も美嘉 だ。 『恋 空』 はもと もと 「実話」 をうた っていた。 ただし、 途 
中から 「実話を 元にした 物語」 に 変わっ ていった) は、 「自分 語り」 をす る。 

三人称で 書かれて いるは ずな のに、 ところどころが、 美嘉の 一人称になる。 そして、 
長々 と 「自分 語り」 を 始める。 人称が 不安定な ので ある。 

たとえば、 
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ど I つして？  ど 一つして？  ど I つして？ 

幸せに なんて なれなくても いいよ。 

平凡に 暮らせれば… それでい いんだよ。 

でも 神様は そんな 願い さえ も 叶えて は くれないんで すね。 

…も うこれ 以上 傷つけないで ください。 

ヒロと 別れてから つらくて 苦しくて… 

でもね、 出会えて 良 かつた つて 思えた。 

ヒロに 出会えた お 陰で 少し だけ 大人に なれたよう な 気がする し、 本気で 人を 好きに 
なる 気持ちを 知る 事が できたん だ。 

だけどね、 今は 出会わなければ 良 かつた のかな と 思つ たり もして る。 

こんなに 傷つく くらいなら、 出会わな かつた 方が 良 かつた のかな… ?? 

(pc\jc\J4 〜 225 ) 

こぅいぅ 「自分 語り」 が、 三人称から 切り 変わらずに 何度も 繰り返され るの だ。 
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『さよならの 向こう側』 は 完全な 三人称 小説な ので、 そのような 人称の 混乱は ないし、 
だいいち ヒロインが こんな 子供 っぽい 性格では ない。 

『恋 空』 の ファンは、 この美 嘉の 「自分 語り」 に 共感して いるの だろう。 

筆者が 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 と 呼ぶ 現代 社会の 悪徳、 その 七つ 目に 「真実の 
愛」 という 一見 ポジ テ イブな イベントを 配置した のは、 彼女たち が 「神様」 とい、 っ 言 
葉を 無自覚に 使って いて、 具体的に 「神様」 が 何を 指す のかが 分からない からだ。 彼 
女たち は 無 宗教だろう から キリスト教の 神で ない ことは 明らかな の だが、 しかし 「天 
使」 という 言葉 も 連発され るので 日本 古来の 八 百の 神々 でもないだろう。 「気分」 と 
しての 「神様」 という 言葉。 これは キリスト教 圏の 人間 や イスラム教 圏の 人間から す 
れば 非常に 不謹慎な こと だろうと 思う の だ。 

レイプ や 妊娠 や 不治の病 といった 不幸 イベントを 堪え忍んだ 結果、 「真実の 愛」 を 
見つければ 全ての 不幸な イベントが キャンセルされ、 「幸福」 になれ ると いう 信仰。 
それが、 リアル 系 ケ^ ~ タイ 小説を 読む 少女たち の 心の中に 存在す る。 だから こそ、 
「神様」 とか 「天使」 という 宗教 的 概念が 連発され るの だ。 
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筆者は、 このような 傾向を 現代的な 恋愛 信仰と 呼んで いる。 

この 恋愛 信仰は、 東京に おいては 肥大 化した 消費 型 資本主義 社会の システムと 融合 

している。 

例えば、 バブル 時代の トレン ディ •ドラマは、 若い 女性たち の 恋愛 信仰心を 消費へ 
とかき 立てる ために 流布され ていたよ うな ものだった。 映画 『私を スキー に 連れてっ 
て』 は、 「スキ ー 場での 消費」 と 「恋愛」 とを メディア によって 融合し 女性たち をス 
キ ー 場に 走らせる ための プロパガンダの 道具だった。 

一方、 地方 都市では、 恋愛 信仰は もっと 素朴な、 ある 種の 民間 説話 的な 姿を 取って 
「空気」 のように 彼女たち の 周囲を 覆って いるの だ。 

地方 都市での 恋愛 物語は、 消費には 結びつかない。 

そもそも、 消費の 場と いっても 多くの 地方 都市では、 ス^  — パ^ ― マ^ ― ケット や カ ラオ 
ケ ボックス、 ホ ー ム センタ ー くらいし かないの だ。 

地方 都市には まだ、 アニミズム 的な 「空気」 が、 充満して いる。 

それは 「商品」 という 明確な 姿を 取らない。 
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だから、 地方 都市で ヶ ー タイ 小説を 読む 少女たち の 多くは、 

ど-つして？  ど-つして？  ど I つして？ 

幸せに なんて なれなくても いいよ。 

平凡に 暮らせれば… それでい いんだよ。 

でも 神様は そんな 願い さえ も 叶えて は くれないんで すね。 

…も うこれ 以上 傷つけないで ください。 

(P2CVI4 〜 CM 25 ) 

こういう 素朴な 「自分 語り」 の 祈りの 言葉に こそ 共感す るの だ。 

内 藤み かの 『いじわる ペニス』 や 『ラブ※』 と 読み 比べて みれば、 素朴な 民間 説話 
の スタイルを 持った 地方 都市 型ヶー タイ 小説と、 トレン デイ •ドラマ 的な 消費 社会 ス 
タイルを 持った 東京 型ヶ ー タイ 小説の 違いが 明確になる だろう。 

Yoshi が 『Deep  Love』 を 書いた 時点では、 この 二つの ジャンルは まだ 
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分化して いなかった。 『Deep  Love』 は 東京の 物語で あり 資本主義 社会の 地獄 
を 描き出して いながら、 同時に 素朴な 民間 説話と いぅ 側面 も 持っ ていた。 だが ヶータ 
ィ 小説の 持って いた 民間 説話 的な 部分は、 東京ょりも 地方 都市で 受容され たの だ。 
それにしても 『恋 空』 の 「自分 語り」 は、 ぺ ー ジが 進む ごとに どんどん 過剰に なっ 

ていく。 

ヒロの 事は 今でも 大好き だよ。 

だけど、 今、 美嘉の 心の すきまを 埋めて くれてい るのは ヒロ じ やない。 

ヒロに 出会つ て、 たくさん 泣いて、 たくさん 傷ついた。 

でも 今 とても 感謝して います。 

ヒロには 幸せに なつて ほしいんだ。 

でも、 ヒロは 美嘉 といたら 幸せには なれない と 思う。 

そして 美嘉 も… きつと 幸せに なれない。 

一緒にいて 傷つけ 合う くらいなら、 離れて た 方が いいね。 
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(『恋 空〜 切 ナイ 恋物語』 下 P 6 ) 

長いよう で 短かった 三年 間。 中身の 詰まった 大きな 三年 間。 

いろんな 気持ちを 知った 三年 間。 

初めて 本気の 恋をして、 失 - 5 怖 さを 知っ た。 

大好きな 友達に 支えられて、 仲間の 大切 さを 知っ た。 

ここでた くさん 成長す る 事が できました。 

… ありがとう。 本気に ありがとう。 

この 学校に 来て、 本当に 良かったです。 

(P 52 ) 

平凡を 求める のはい けない 事です か？ 

普通の 日々 を 過ごした いと 思う のは 間違っ てます か？ 

美嘉は 幸せに なっち やい けない のです か？ 
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高校を 卒業して これから 新しい スター トつ ていう 時な のに 
… これ も 優が 言つ てた 大人になる 試練な のです か？ 

大好きな 人が 離れて いくのは 仕方ない と あきらめ、 大好きな 人が 決めた 事 だから つ 
て 受け止めなければ ならない。 

それが〃 大人" です か？ 

P 85 ) 

ねぇ。 どつ ちを 選べば いい ?? 

どつ ち も 好き。 どつ ち も 大好き。 

でも 両方は 選べない の。 

両方 選べば 両方 傷つけち や ラから。 

| 人は 必ず 傷つけて しまう 事になる。 

でも… どつ ちかを 選ば なきやなら な いんだ。 

ねぇ、" 海， と" 川，。 
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この 先、 美嘉 には どっちが 必要な の？ 

どっ ちに 行けば、 正しい って 言われる の ?? 

(P190) 

ちなみに 海と 川と いうのは、 元 カレと 今の 彼氏の ことで ある。 

そう、 『恋 空』 の 文章からは、 Yoshi の 小説が 持って いた 「オヤ ジの 説教」 が 
完璧な までに 欠落して いる。 オヤ ジはケ ー タイ 小説から 排除され たの だ。 この 作品で 
は、 どこまでも ヒロイン _ 身の 「_ 分 語り」 が 続き、 最終的には 「真実の 愛」 にょっ 
て 「成長」 し、 罪を 浄化され た ヒロインの 自己 肯定に たどり 着く。 

ヒロを 失った 美嘉は 自殺を 決意す るが、 結局は 「お前は 生きろ！」 という ヒロの 声 
(幻聴) にょっ て 自殺を 思いとどまり、 生きる ことを 選択す る。 

人の〃 死" は 必ずしも 何 か 意味を 持つ とい-っ。 

ヒロを 連れてい つてし まつた 僧い 神様へ。 
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ヒロの 死は どんな 意味を 持つ のか。 

今は わからない。 

… だけど 必ず その 意味を 探して みせます。 

ヒロの 死を 赤ち やん の 死を… 決して 無駄には しない。 

だからもう I 度 だけ チ ヤンスを ください。 

立ち上がる 力を… 前に 進む 勇気を ください。 

もう 絶対 生きる 事に 迷つ たりは しない。 

(P341) 

世界とは 不条理で、 人間の 生に も 死に も、 何の 意味 もない。 

世界に 意味と 秩序を 与えて くれる はずの 神は いない。 

それが、 近代 人が 「理性」 にょって 到達した 結論な ので あり、 現代 社会が 陥った 二 
ヒ リズムな ので あるが、 ところが 地方 都市で 読まれて いる ヶ ー タィ 小説の 世界には 素 
朴な 「神様」 が 存在して いる。 そこでは、 死んだ 人間は 土 くれに 還ったり はせ ず、 い 
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つまで も 天国で ヒロインを 見守っ ている。 

そのような 信仰を ヒロインに 与える のが、 恋愛を 経由して 手に入れる ことになる 
「真実の 愛」 である。 

筆者は、 キリスト教 という 信仰が 啓蒙 主義に よって 崩壊した 結果、 「パ ーソ ナルな 
宗教 システム」 として 勃興した ものが 近代的な 恋愛な のであって、 そこでは 恋人 同士 
はお 互いを 「神」 の 代理人と 見なし、 お 互いの 「罪」 を 「許し 合い」、 お 互いの 無意 
味な 生と 死に 「意味」 を 付与し 合う ので ある、 と 何度か 書いた ことがある。 

その 文脈から すれば、 リアル 系ヶ ー タイ 小説は、 だから、 現代が 生み出した 宗教 的 
な 民間 説話な の だ。 

ゆえに、 ケ ー タイ 小説の 世界では 『さよならの 向こう側』 で 描写され るよう な 近代 
小説 的 「リアリズム」 は 求められて おらず、 『恋 空』 のよう な 単純で 素朴な 語り 方が 
求められる のではないだろう か。 近代的 リアリズムで 描写され る ドスト エフ スキ ー 文 
体の 聖書を 読みと ける 読者は 限られて いる。 

彼女たち は、 地方 都市と 東京との 葛藤な どには 興味がない。 彼女たち の 興味の 中心 
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は 常に 「恋愛」 であり、 そして 「自分」 なの だ。 彼女たち の 興味は、 パーソ ナル •エ 
リアから 出る ことがない。 

恋愛 説話の 完成 形〜 『赤い 糸』 メィ (ゴ マブツ クス)〜 

『恋 空』 周辺を 巡る 話題は 次章 以降に 譲る として、 この 章の 最後を 締めく くる 作品 
『赤い 糸』 の 解題に 入ろう。 

『赤い 糸』 も 『天 くれ』 『恋 空』 同様、 「魔法の 一 らん ど」 に 掲載され た 素人 系 ケータ 
ィ 小説で ある。 ただし、 続編 『赤い 糸 destiny』 『赤い 糸 precious』 が 
あり、 正編 だけで 物語が 完結す る わけでは ない。 『赤い 糸』 は 2007 年に 書籍 化さ 
れ 、正編 だけで 上下 巻 合わせて 150 万 部を 超えた。 

恋愛 実話 系、 リアル 系の ケ ー タィ 小説と しては、 『恋 空』 から 『赤い 糸』 にかけ て 
が ひとつの ピーク だつ たとい われて いる。 

「あなたは、 運命の 赤い 糸を 信じます か？」 という キヤ ツチ コピ ー から 分かる ょうに、 
この 小説 もやは り 非常に 素朴な 恋愛 説話 だ。 
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なにしろ テ ー マが 「運命の 赤い 糸」 なの だ。 

ヒロインは 芽 衣。 作者 名 も メイなので、 また 実話 系な のだろう か。 作者の サイトに 
よると、 

「赤い 糸 シリ ー ズは 、ア タシの 体験 や 友達の 体験な どを 混ぜ合わせて 作った フイ クシ 
ョン 小説です」 

という ことなので、 どちら かとい うと 『天 くれ』 より 『Deep  Love』 に 近い 
かもしれ ない。 

物語は、 もう お馴染みの 「ヶー タイ 小説 七つの 大罪」 が 順番に 登場す る 筋立てで あ 
る。 

芽 衣は 幼馴染みの 悠 哉に 恋をして いたが、 悠 哉は 芽 衣の 姉 •春 菜に 恋をして いた。 
悠 哉と 春 菜の 仲に 割って入れな いでいた 芽 衣は、 アッ くんと いう 男の子と つきあい 
はじめる。 

そして 溺れる。 
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ア タシ、 何 しちやつ てたん だろう。 

屋上で、 何した の？ 

気持ちの ない キスして …… 、何度も 唇 重ねて。 

気まず くて、 アツ くんの ことが 見られない。 

(中略) 

考えれば 考える 程に、 自分の 軽薄 さに あきれて くる。 

でも …… 0 

汚い 行為 かもしれ ない けど、 あのと きは すごく 満たされ たんだ。 
(中略) 

誰かに 一時的に でも 愛されて、 求められた ことが 嬉しくて …… 〇 
悠 哉は ア タシを 求めて くれない。 

悠 哉が 求めて いたのは 姉の 春 菜。 

ア タシは 初めて 男の人に 求められ たの。 

(中略) 
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キスして ると き、 ふと 悠 哉を 思い出したん だ。 

でも、 悠 哉の 顔は 頭から どんどん 消えて …… 。 

アツ くんを 好きに なつて、 アツ くんに 愛されて、 キスに 没頭した。 

(『赤い 糸』 上 P 44 〜 45 ) 

といぅ わけで、 ある 意味に おいて 非常に リアルな 話で ある。 

もちろん 芽 衣 も レイプ される。 すでに 書いた よぅに、 ケ ー タイ 小説に おける レイプ 
とは ほとんど 輪姦の ことで ある。 

『赤い 糸』 は 『恋 空』 よりも さらに 心理的 葛藤の 描写が 少ない。 

より リアル、 さらに あけすけ なので ある。 

レイプ される 際に も、 

飯を おごる から 一番 つて 言つ た 男が、 ア タシの 上に かぶ さつて きた。 

デブで、 キ モイ。 
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臭いし、 童い し、 たえ きれない。 

(P1 20 ) 

レィプ される ことょり、 相手が デブで キモ いことの ほぅが 苦痛な のだった。 

この 後、 芽 衣が 実は 養女だった ことが 突然 判明したり、 自殺未遂を はかったり、 病 
室で 幽体 離脱して 奇跡的に 生き返ったり、 と 怒濤の ょぅに ィベントが 押し寄せて くる。 
押し寄せて くるの だが、 当人は 

彼氏 …… 欲しい な。 

アツ くん 以来、 彼氏は いない。 

セツ クス も、 してない。 

告白は された けど、 つき 合えな かつた。 

恋愛す るの 怖い し、 セツ クスに もま だ 少し ト ラウマが あって、 先に 進めな かった。 
でも、 そろそろ 彼氏が 欲しい なって 思い 始めて きたの。 
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寂しくな ってき たんだ。 

絵馬に 彼氏 欲しい って 書こう！ 

P 184 〜 185 ) 

上巻の 時点で 「ヶ ー タイ 小説 七つの 大罪」 の ほとんどを 消化して しまったた めか、 
下巻に 入る とさら に ハイ テンションの 展開と なる。 女の子 友達に 絞め殺され そうにな 
ったり、 その子が 記憶喪失に なって しまったり、 たか チヤンと いう 新しい 彼氏が でき 
たり、 たか チヤンに 迫られて 生で セッ クスしたり、 たか チヤンの 名前を タ トゥ ー とし 
て 肌に 彫り 込んだり。 

しかし。 

たか チヤンは 芽 衣と 同い年の 中学生 (実は 今までの 話は すべて、 女？ 中学生の 物語 
だっ たの だ) だが、 仲間う ちで 一人 だけ 高校 受験に 失敗して しまう。 それから、 たか 
チヤンは ノ イロ ー ゼ 状態に 陥り、 芽 衣を スト ー キングす るょう になる のだった。 

一方 高校に 入った 芽 衣は、 海 斗と いう 新しい 男の子と 仲良くなる。 海 斗と 仲良くな 
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ったき っかけ は、 

いきなり 前の 入り口が 開き、 秋 葉 系の 男が 入っ てきた。 

この クラスの 担任ら しい。 

「 …… A ボ—ィ じ やね？」 

海 斗が ボソッ と 言/っ。 

「確かにっ」 

ツボが 同じで、 思わず 笑っ てし まった。 

海 斗は 思っ たより、 いい ヤツな のか もしれ ない …… 。 

意外と 気が合いそう だ。 

(『赤い 糸』 下 P169) 

こんな ィベント だった。 

このょうに 『赤い 糸』 では、 「神様、 どうして 私を 幸せに して くれないんで すか」 
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といつ た 「自分 語り」 を 多用して いた 『恋 空』 よりも さらに 「リアル」 に、 ヒロィン 
の むきだしの 「心情」 が 描かれる。 

心の中の 恋愛 感情よりも 目の前の 性欲が 優先して どんどん 「これが 恋愛なん だ」 と 
流されて いく くだりと か、 「デブ」 とか 「A ボ ー ィ」 といった、 恋愛 市場で 商品 価値 
の 低い 男への あからさまな 蔑視と か。 

これが、 彼女たち の 「リアル」 であり、 現実な のだろぅ。 

この 後 も 芽 衣は 男性 遍歴を 重ねてい くが、 「運命の 赤い 糸」 は 見つからない。 結局、 
物語は 終わらない ままに、 続編に 移る。 

ア タシは まだ 高校 1 年生 だ。 

これから も 迷い、 間違い、 愛した 人と 傷つけ 合う こと も あるだろう。 


でち、ぎつと 
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小指に 結ばれた 見えない 赤い 糸の 先で、 運命の 人は ア タシを 待つ ている。 
泣いた つて 苦しんだ つて、 ア タシは ずつ と 糸を たどつ ていく よ。 


そして、 いつか 貴方を 捜し出す からね —— 

(P 25 CM) 

読み進め ている 最中、 筆者は てっきり、 芽 衣は 恋愛 遍歴を 重ねてい きながら、 最終 
的には 初恋の 人 •悠 哉と 結ばれる のだろう と 思い込ん でいた。 だから タィトルが 「赤 
い 糸」 なの だと。 しかし、 これは リアル 系 ケ^  — タィ 小説で ある。 そんな 展開には なら 
ず、 赤い 糸な ど 見つからない ままに 物語が ぶつつ りと 終わっ てし まつた。 

「いつか、 赤い 糸が 見つかる」 という 言葉 だけを 残して。 

これで 完結して いれば、 これは これで 一種の 文学な のではないだろう か、 と 評価し 
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ようと 思っ ていたの だが、 しかし 実は 続編で 芽 衣は 一度 別れた アツ くんと 再び つきあ 
い はじめて 「運命の 人は アツ くんだ ったんだ ね」 みた いなこと を 言いだ すので、 正編 
だけを 読んだ 感想と、 続編 『赤い 糸 destiny』 まで 読んだ 感想とは、 まるで 逆 

になつ てし まつた。 

正編 だけを 読む と、 「赤い 糸」 という 免罪符を 言い訳に しながら、 次々 と 恋愛 遍歴 
を 続ける 刹那的な 女子 中学生 •高校生の 物語と して 読める の だが。 

続編では 、「また 新しい 恋をすれば いいよ」 という 周囲の 声を かなぐり すてて、 芽 
衣は アツ くん 一筋と なる。 つまり、 結局 「真実の 愛」 を 発見す る わけ だ。 

そう。 『天 くれ』 や 『恋 空』 よりも ドラィで あけすけで、 それだけ リアル だと 思わ 
れ ていた 『赤い 糸』 もまた、 最終的には お定まりの 「真実の 愛」 に 回帰す る。 しかし 
どうして、 中学で 知り合った 元 ヵレの アツ くんな のか。 運命の 赤い 糸と いう テー マは 
どうな ったの かと 思いき や、 実は アツ くんと 芽 衣は 赤ん坊の 頃に 出会って いた、 とい 
う 衝撃 ( !? ) の 事実が 最後に 明らかになる のだった。 
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…… 筆者は 少 々無理を して 『赤い 糸』 という 作品に 固有の 要素を 見出そう としてみ 
たの だが、 こうして みると やはり 「ケ ー タイ 小説 七つの 大罪」 という 伝統的 フォー マ 
ットを 忠実に 継承して いる 作品た と言える。 ケ^  — タイ 小説の 根底を 貫いて きた 「真実 
の 愛」 という 信仰に 『赤い 糸』 という ロザリオが 追加され たのは 確か だが。 

ケ— タイ 小説の 人気 作品を 読んで みて 

蛇足では あるが、 ケ ー タイ 小説の 人気 作品 群を 読んで みての 筆者の 個人的 感想は こ 

、っいう ものである。 

筆者は PC 派で あり、 ケ ー タイの 使用 頻度は かなり 低く、 「ケ ー タイ 小説 七つの 大 
罪」 の 最終 到達 地点で ある 「真実の 愛」 が 「実話」" 現実 世界に 実際に 存在す るとは 
信じて いない。 筆者は 無神論者で 無 信仰者で、 そういう 意味では ニヒリズムを 生きて 
いる 典型的な 現代人で あると 言って いい。 ゆえに、 「『恋 空』 は 実話です」 と言われて 
も 「その 通りです ね」 と 首肯す る ことは できない。 筆者は あくまでも これらの 小説を 
「物語」 として 読んで 解釈して みた。 
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客観的に 考えれば、 『電車 男』 が 実在し ない のと 同様、 『恋 空』 が 実話のは ずがない。 
そう 結論せ ざるを 得ない。 

しかし、 多くの 人々 に とって、 重要な ものは 冷徹で 客観的な 「真理」 ではなく 「救 
済の物記」なのだ。 

だから 『恋 空』 の 盗作 疑惑が 囁かれよ うが、 これは 実話では ない という 検証が なさ 
れ ようが、 彼女たち は 「物語」 を 求め 続ける。 「物語」 なら フイ クシ ョンで いい じ や 
ないかと 思う が、 救済と しての 「物語」 は 「実話」 である 必要が あるの だ。 敬虔な キ 
リスト 教徒が 聖書の 一字一句 すべてが 「実話」 だと 信じて いるのと 同じ だ。 

結局のと ころ、 これらの リアル 系ケー タイ 小説で 「感動して 泣ける」 か、 それとも 
筆者の ように 年甲斐 もな く 憤る かは、 読む 当人の 人生観 •価値観. 世界観の 問題な の 
だと 思う。 そもそも 興味がなければ 最初から ヶ ー タイ 小説な ど 放置して おけば いい わ 
けで、 次章では わざわざ ヶ ー タイ 小説に 激昂したり、 罵倒を 浴びせた くなる という 筆 
者 自身の 心理を 分析して みると ともに、 ケ ー タイ 小説を 巡る 言説の 現状に ついて 簡単 
に 紹介して みたい。 
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ケ ー タイ 小説を 読む 層と、 ケ ー タイ 小説に ついて 語る 層は、 明らかに 分離して いる 
の だ。 

おおまかに 区切れば 前者が ケー タイ 人種で、 後者が PC 人種と 言っても いい かもし 
れ ない。 ただし、 PC と 無関係に ケ ー タイ 小説に ついて 議論して いる 人々 もいて、 も 
ち ろん 彼らは ひと 言で 言えば 知的 レベルの 高い インテリ 層で ある。 

なぜ これほど ケー タイ 小説が 論議の 対象と なる のか？ 

なぜ、 パチスロの ごとく 放置され ない のか (パチスロが 非 インテリ 層の 間で いくら 
流行し ようが、 議論の 対象になっ たりは しない)？ それは、 ケー タイ 小説が なぜ こ 
れ ほど 読まれる のか、 という 謎と 密接に 関わつ ている。 両者は 同じ コインの 表裏な 
の だ。 

また、 これらの ケー タイ 小説 周辺の 言説を 分析して いくこと で、 「文学に とつて、 
ケー タイ 小説とは 何 か」 「これから ケー タイ 小説は どこへ 向かい、 どのように 変化し 
ていく のか」 という 疑問に 対する 解答を より 包括的な 視点から 得られる かもしれ な 
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「ケ— タイ 小説 女を 口説く」 から 始まる 

ヶ ー タイ 小説が 流行し はじめた 当初、 いわゆる 文壇 や 文芸 評論家は ヶ ー タイ 小説の 
存在を 黙殺して いた。 というより、 そのような ジャンルが 生まれて いると いう ことに 
彼らは 気づかなかった のだろう。 なにしろ 大人の 感覚では、 ヶ ー タイ 小説を 誰が 読ん 

でい るの か 分からない。 loo 万 部 売れた と言われても 周囲に 読んで いる 人間が いな 

、〇 

レ 

という わけで、 はじめに ケー タイ 小説を 取り上げた メディアは 文芸 誌では なく、 
『週刊 SPA!』 などの サブ ヵル チャ ー 系 雑誌 や 情報誌だった。 

たとえば、 『週刊 SPA!』 2007 年 5 月 29 日 号の ヶ ー タイ 小説 特集は、 このよ 
うな ものだった。 

•「ケ I タイ 小説に ハマる 女」 の 攻略 法 

30 億円にまで 拡大した 市場の ユ ー ザ ー は 早。 夢中になる 理由とは？ 

ホス ト、 ナンパ 師 、心理学者ら が ヒット 作を 分析し モテの 技術に 応用 


(中略) 若者の 活字 離れが 進行す るな か、 なぜ ケー タイ 小説 だけが これほどまでに 

若い 女性に 支持され るの か？  そこには、 必ずや 女性を 虜に する〃 ツボ "が あるに 

違いない！ ならば、 ケ ー タイ 小説を 読み 解けば、，， モテ， へと 繫が るは ず !? と 

いう わけで、 SPA! は 早速 リサー チを 開始。 

純愛 •不倫 •レイプ . ケ ー タイ 小説に ハマる 女性の 主張に 耳を 傾けつつ、 各界 

の 女性 心理の エキス パー トたち に、 行間に 隠された〃 モテ" への 秘訣を つまびら か 

にしても らう。 さあ、 深遠なる 女性 心理の 機微に 触れ、 その 攻略 法を マスタ ー せ 
よ！ 

この 後、 ヵリスマ ホスト •頼 朝が 「こういった 小説を 読む 女性は、 依存 心の 強い 女 
性で しようね。 『自分 ひとりを 構って ほしい、 この 人なら 私を わかって くれる はず』 
という 願望を 持っ ている」 と コメントしたり、 映画監督 •園 子 温が 「これは 知り合い 
の 常套手段なん だけど、 たとえば この 本を 読んでも いないのに 『俺 も 泣い ち ゃった よ』 
とか 言って、 感動を 共有す るフリ をす るの。 そして 『あの ラストは 泣けた よね〜』 と 
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ごまかしつつ 彼女から スト ー リ ー を 聞き出し、 最後に 『オ レたち は 悲しい 結末を 迎え 
る 前に 結ばれよう』 と 決める。 バヵ っぽいで しよ (笑)」 とケ ー タイ 小説を 利用した 
ナンパの 実相を 語ったり、 ヵリスマ ナンパ 師 •草 加大 介が 「昔は"  3 高" 男が モテ ま 
したが、 今は 逆に 女の コの コンプレックスを 刺激して しまう。 主役になる には、 相手 
は 自分と 同じく らいの 人間 じ ゃない と 駄目なん です よ」 と 読者たち を 心理 分析したり 
る 

ケ ー タイ 小説は 当初、 こんな 程度の 扱いだ ったの だ。 

ケ— タイ 小説は 「小説」 じ ゃない 

しばらく すると、 徐 々に 読書家 層の 間で もケー タイ 小説が 認知され はじめる。 
『ダ •ヴィン チ』 2007 年 7 月 号では 中央 大学 文学部の 松 田 美 佐 准 教授が 真面目な 

コメントを 寄せて いる。 

「これは 高校生の 文化と 言っても いいで しよう。 次に" 小説" の 部分です が、 中高 


生に 限らず 大学生 も、 さらには より 年長の 世代に おいても、 実は □常 的に 読書を す 
る 人は 多数派とは いえません。 では、 なぜ ケ ー タイ 小説が 支持され ている かとい う 
と、 きわめて インタラクティブ 性が 強いから だと 思います ね」 

$ 略) 

「仲間 関係を 通じて、 はじめて" 自分" を 認識」 する のが 昨今の 10 代の 特質 だと 松 
田さん はいう。 

この 松 田 准 教授の コメント じたいは、 ケ ー タイ 小説に ついて わりと 客観的な スタン 
スで 語られて いる。 ところが、 この 『ダ •ヴ ィンチ』 の 特集では、 この 後、 ライタ— 
がケ ー タイ 小説の 特徴を 分析して みせる。 おおよそ 次のように まとめられ ている。 

1 大多数が 恋愛 小説、 書き手の 大半が 10 代〜 20 代の 女性、 自分 や 周囲の 知人の 経験 
談を もとに 書いて いる 
2 文章が 短く、 漢字が 少ない 
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3 心理描写 や 情景 描写が 少ない。 台詞の みで 物語が 進む 
(「書き手の 読書 経験の 少な さに 起因？」 とされる) 

4 横組み 

そして ここから、 ヶ ー タィ 小説が 10 代の 少女に 支持され る 理由を 幾つか 挙げる。 

1 10 代 少女の 最大の 関心事は、 恋愛で ある ◦また 「共感 性」 が 求められ るので、 少 
女たち の 身の まわりを 描いた 小説が 受ける。 

2 読書 経験の 少ない 読者に とっては、 軽く 読める ことが 必須条件。 

3 レトリック や スキルの ない、 小説 読みの リテラシ ー がない 読者は、 描写が あっさ 
りして いても 「物足りない」 とは 思わない。 

そして、 結論は 「小説と ヶ ー タィ 小説は 似て いるが まったく 違ぅ。 誤解を 恐れずに 
いえば、 双方の 読者は ほとんどと いっていい ほど 接点を 持たない」 「彼女たち は 『小 
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説』 を 読んで いるつ もりな のか もしれ ない が、 作品との" 関わり 方， を 見る とメ ー ル 
の 延長に 近い ものな のか もしれ ない」 となる。 

『ダ •ヴ インチ』 らしい といえば それまで だが、 『SPA!』 のょう な 不純な 動機で 
野次馬 特集を 組んだ わけでは ない とはいえ、 「ケ ー タイ 小説は 小説 じ やない」 「ケ ー タ 
イ 小説 読者は、 小説 読みの リテラシ ー がない」 という、 ある 意味、 『SPA!』 ょり 
もさら に 根深い レベルで ケ ー タイ 読者を バカに した 結論に 至っ ている。 

もちろん、 最後に 

「これらが 大 ベスト セラー と 聞いて ビック リ 仰天し ち やった 人 …… そんな アナ タで も 
大丈夫 (？)。 読書家には 読書家の ための 『モ バイ ル 小説』 が あるの だ！」 という 話 
が 始まり、 「新潮 ケ ー タイ 文庫」 や 「徳間 書店 モ パイル」 などの、 「まともな」 「モバ 
イル 小説」 サイトが 紹介され る。 

つまり 『ダ •ヴ インチ』 は、 ケ ー タイ 小説を 「素人が 書いた ケ ー タイ 小説 (実際に 
は 小説とは 呼べない シロ モノで、 読者層は 小説を 読んだ ことがない 人間)」 と 「プロ 
が 書いた モ バイ ル 小説 (読者は、 リテラシー を 持った 読書 ファン)」 とに 二分 化して 
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みせた のだった。 

こうして、 ケ ー タイ 小説の 読者層を 含む 「小説 ファン」 の 中に、 『ダ •ヴ ィンチ』 
は 格差を 作り だした。 いや、 『ダ •ヴ ィンチ』 が 作っ たのでは なく、 そもそも いわ ゆ 
る 読書 愛好者の 間で あらかじめ そのような 感情が 渦巻き、 わ だか まってい たの だ。 

この頃、 文学と いう 「制度」 は、 ケ ー タイ 小説を 「こんな ものは 小説では ない」 と 
差別 化し、 制度 内から 排除し ようとし ていた。 

ケ— タイ 小説を 読む 男が 出世で きる !? 

しかしながら、 やがて ケ^ — タイ 小説を 露骨に 差別す る 言説を マスメディア 上で 行う 
ことは 困難に なり はじめる。 「ケー タイ 小説が 売れて いる」 という 動かしが たい 現実 
が、 マスメディアに 向けて 突きつ けられた からだ。 『赤い 糸』 『もしも キミが。』 『純愛』 
「クリア ネス』 といつ た ケ^  — タイ 小説が 続々 と ベストセラ^ ~ ランキングに 名を 連ねる 
ようになり、 ケ ー タイ 小説が 売れて いると いうよりも 「ケ ー タイ 小説 以外の 大半の 小 
説が 売れて いない」 という 状態になる。 
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もう お分かりだろう、 ヶ ー タイ 小説が 売れて いるので はない。 実は 小説が 売れで い 
ない の だ。 

もともと 小説と いう ジャンルは 、コミックに 読者を 奪われて いった ジャンルだった 0 
そんな 中、 ケ ー タイと いう デバイスが 普及した ことによ って、 10 代の 本来は 小説を 
読まない 層が ケー タイ 小説と 出逢い、 小説と いう ジャンルに 「戻っ てきた」 の だ。 つ 
まり、 「ケ ー タイ 小説が 売れて いるので はなく、 小説が 売れて いないだけ だ」 という 
のが 本書の ひとまずの 結論 だったり もす る。 もちろん 「そんな 状況で、 なぜ ケー タイ 
小説 だけが 売れる のか」 という 問題に ついては、 さらに 考えて いこう。 

『キング』 2007 年 9 月 号では とうとう、 「ケ ー タイで 小説を 読める 男が 出世で き 
る !? 」 という 特集が 組まれた。 

「ネットが 可能に した 1 億 総 表現 時代の 到来！ その 波に 乗り遅れるな！」 という 前 
向きな 塌 りが 入り、 ライター の 永江朗 は、 「デ ー タで 見る と、 ヶ ー タイ 小説が 文芸 書 
の 主流で ある ことは 間違いないで すね」 「小説を 読む ことに 慣れて いない 読者に とっ 
ては 非常に 身近な 話題が、 しかも 口語で 書かれて いる」 と コメント する。 
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また、 『ゥェブ 進化論』 (ちく ま 新書) の 著者 •梅 田 望 夫は、 「最初は 読み 続ける の 
が 辛く、 修行の ように 感じた が、 次第に ヶ ー タイ 小説の 本質は 細部の 圧倒的な リ アリ 
テイ ー にある と 気づきました。 つまり、 ケ ー タイ 小説は これまで 作家の 観察 対象で あ 
った、 ありと あらゆる 層の 人々 の 視線で 書かれた〃 下から 見た 小説" なんです。 これ 
が 最も 大きな ネットの 可能性で、 全ての 人に 表現 機会が 開かれた という ことに 尽き ま 
す」 とさら に 前向きな 発言 だ。 「ヶ ー タイ 小説は 稚拙で 表現が 雑」 という 意見に 真っ 
向から 対立して、 むしろ 「ケ ー タイ 小説には ケ ー タイ 小説を 読む ための リテラシ ー が 
ある」 という 主張を している のでは ないかと 思われる。 

ヶ ー タイ 小説は 「表現が 稚拙」 なのか、 それとも 「細部の 圧倒的な リアリティ」 を 
持った ジャンル なのか。 

そもそも、 同じ ジャンルに 対して、 どうして このような 両極端な 「読み方」 が 可能 
なのだろう かが 検討され るべき だろう。 
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ケ— タイ 小説は 文学を 殺す か 

そして、 ついに 「文学」 という 制度が ヶ ー タイ 小説に 言及を 開始した。 

『文 學界』 20  0  00 年 新年号で 「ヶー タイ 小説は 『作家』 を 殺す か」 という 座談会が 
設けられ、 「第二 回 日本 ヶ ー タイ 小説 大賞」 の 選考 委員を 務めた 作家の 中村航 、『ヵ ー 
ニ ヴァル 化する 社会』 (講談社 現代 新書) などの 著者で 社会学 者の 鈴 木 謙 介、 「魔法の 
i らん ど」 編成 部長の 草 野 亜紀夫が ヶー タイ 小説に ついて 鼎談した。 

とうとう 文学と いう 『制度』 側から、 ヶ ー タイ 小説に ついての 言及が . と 思われ 

たが、 読んで みると、 要は ヶ ー タイ 小説 関係者の 鼎談 (鈴 木 謙 介は ヶ ー タイ 小説に 直 
接 タッチし ている わけでは ない が、 著書の 『わたしたち 消費』 (幻 冬 舎 新書) では ヶ 
1 タイ 小説の 売れ 方に ついても 分析して いる) だった。 

このょうな 記事が 『文 學界』 に 掲載され る こと 自体が 事件な のか もしれ ない が。 

この 鼎談では 「なぜ ヶ ー タイ 小説が 売れる のか」 という テ ー マに ついて 語られて い 
るが、 中 村は なぜ タ ダで 読める ヶ ー タイ 小説が 書籍に なっても 売れる のかと いう 疑問 
を 提出して いる。 草 野が、 読者の リクエストに 応えた の だと 語り、 中 村が 「バイブル 
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です ね」 と 結論 づける。 中 村は、 「つまん ない 話を しちやい ますけ ど、 『ケ ー タイ 小説』 
を 読んで る 子って、 たぶん ほかの 小説は 全然 読んで ない と 思 うんです。」 「僕が 思う に、 
『ケ ー タイ 小説』 は 今までの 小説の 代わりで はな いんじ やない かと 感じて います。 む 
しろ J ポップと か 漫画と かの 代わりに なったん じ やない かな。」 という ふうに、 あく 
まで も ケ^ — タイ 小説と 「小説」 とを 切り分けて 考えて いる。 マン ガと 同類の ジャンル 
としての ケ ー タイ 小説、 たしかに そういう 傾向は ある。 

だが、 この 鼎談で、 編集者から 「今年の 学校 読書 調査に ょります と、 女子 中高生の 
『人気の 本べ スト 5』 では、 中学 三年 生 だけ 『赤い 糸』 が一 位です が、 他の 五 学年で 
『恋 空』 が一 位でした」 という デ ー タが 提出 されても、 結局のと ころ 「なぜ これ だけ 
読まれる のか」 という 疑問は 解決され なかった。 

中 村は 「話題になる ってい うの も あるか もしれ ないです ね。 (中略) クラスの 中で 
知らないと ちょつ と 気まず い。 別に あんまり 好き じ やない けど、 周りの みんな も 聴い 
てるし、 とりあえず 『ORANGE  RANGE』 聴い とこう、 みたい な 雰囲気 も あ 

るん じ やない かな あ」 と 言っ ている が、 この場合 そもそも 「はじめに、 なぜ 話題に な 
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ったの か」 が 問題な の だ。 

この 後、 「ケ ー タイ 小説は 文学 か？」 という 論議に 入って いく。 そして、 

中 村  {中略) もしかしたら これは 近 松 門た： 衛 門の 世界に 近いん じ やない かと 思う 
ん です。 

$ 略) 

鈴 木 ある 種の 大衆 芸能です ね。 

中 村 「ケー タイ 小説」 の 話は どれ も 同じように 見えます が、 ある S の 物語の 原形 
が 底に あると いう ことかな とも 思います。 

このように 「ヶ ー タイ 小説" 大衆 芸能」 「ヶー タイ 小説 ' H- 文学」 という 結論に 到達 
る 

鈴 木は、 ケ ー タイ 小説は ケ ー タイ 小説の 「偉大なる ワン バター ン」 が、 文学的では 
ない けれど、 昔話 や 噂 話な どの 民族 説話に 近いと いう 意見を 述べる。 つまり ヶ ー タ 
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イ 小説には 「作家」 という、 読者より 一段 高い ところに いる 人間は いない。 ケ ー タイ 
作家とは 読者と 同じ 次元に いて、 読者の 反応に よって スト ー リ ー を 変えて いく 巫女の 
ような 「語り手」 なの だとい う。 

中 村は、 このまま 一過性で ケ ー タイ 小説 ブ ー ムが 終わる ことを 心配して いるが、 そ 
の 理由は 作品を 賞の 最終 選考に 残す 方法が ネット 上の 人気投票で 決まる こと だとい 
う。 一方、 ライト ノベルは 文芸批評の 対象になり、 ライト ノベル 作家が 文芸の ジャン 
ルに 進出す るよう になつ た。 つまり ライト ノベルは 「うまくいつ た」。 ケ ー タイ 小説 
も ライト ノベルの ように 文芸批評の 対象と なり、 「文学」 という 制度に 入り こむ こと 
がで きれば 「うまく」 いく、 というの だ。 

という わけで、 『文 學界』 の 特集の 結論は、 「ヶ ー タイ 小説は 文学では なく、 大衆 芸 
能で ある」 「ヶ ー タイ 小説 作家は、 『作家』 ではなく、 説話の 語り手で ある」 「ヶ ー タ 
イ 小説 も ライト ノベルの ように 文学と いう 制度に 組み込まれれば、 明るい 未来が 開け 
る」 と、 こ、 っいう ことになる (ちなみに 前者 二つに ついては 筆者 も おおむね 同意見で 
ある 〇 
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そして、 その 「ケ ー タイ 小説の 文学と いう 制度への 取り込み 作業」 の 第一歩と して、 
この 『文 學界』 の 鼎談が 企画され たという のは 邪推だろう か。 

しかし ここには まだ、 「ケ ー タイ 小説と 完全に 無縁な 作家」 の 姿は 見えない。 中 村 
は 作家では あるが、 ケ ー タイ 小説 大賞の 選考 委員で も ある。 

『ダ •ヴ インチ』 において 「ケ ー タイ 小説は 小説では ない」 と 一刀両断され ていた 時 

代の ことを 思えば 隔世の 感が あるが、 まだまだ ケ ー タイ 小説は 「文学」 ではない らし 

、〇 

レ 

ケ— タイ 小説が 売れる ことに 耐えられない 人々 

一方、 書評 家 •豊 崎 lil 美は ラジオ 番組 『ス トリー ム』 の 「コラムの 花道」 (200 
7 年 11 月 16 日 ポッド キヤ ステ イング 配信の 回) において、 ケ ー タイ 小説の スト ー リ ー 
を 「コンデンス ライフ (濃縮 人生)」 と 命名した。 そして、 紋切り型の 同 パ タ 1 ンの 
イベントが 次々 と ありえない 速度で 展開し、 どう 見ても 実話とは 思えない お 話を 「実 
話」 だと 言い張る ケ ー タイ 小説を 批判した。 
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だか マスメディア (書 •雑誌 •テレビな ど) は ケ^  — タイ 小説を もはや 公然と バ 
力に でき なくなつ ている。 当然 だ。 ケ ー タイ 小説を 出版 すれば 売れる の だから、 出版 
社 自身が 大切な 「商品」 である ケー タイ 小説を バカに できる わけがない (最初から ケ 
— タイ 小説を 出版す るつ もりの ない 版元は 別 だが)。 

すでに 見た ょうに、 大衆 雑誌は、 「モテる ために ケ ー タイ 小説の アン チヨコを 知ろ 
う」 という スタンスから、 「出世す るた めに 真面目に ケ ー タイ 小説を 学ぼう」 という 
スタンスに 移り変わ つた。 

文芸 誌では、 「ケー タイ 小説は 小説 じ ゃない」 という 断罪から、 「ケ ー タイ 小説 も 文 
学と いう 制度に 組み込まれれば うまくい くょ」 という オルグへ と 態度が 変わつ た。 

そして この あたりから、 既存の 読書 マニア 層、 ィンテリ 知識人 層が、 耐え きれな く 
なる。 彼らは 当然、 「なんで こんな 小説と も 言えない 稚拙な ものが 売れ るんだ」 と不 
満に 思つ ている わけで あり、 出版社が ケー タイ 小説に 尻尾を 振り はじめた ことにさら 
に 不満を 感じる わけで ある。 

となると 、ネットで 火が 噴く という ことになる。 
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読書 マニア 層、 インテリ 知識人 層の 多くは、 PC に アクセスして いるから である。 
豊 崎が ケ ー タイ 小説を メッタ 斬りに したのと ほぼ 同時 期、 いっせいに ネット (PC) 
界で 「ヶー タイ 小説 許す まじ」 といぅ 感じで 議論が 沸騰し、 いわゆる 「祭り」 が 起き 
た。 『恋 空』 の Amazon レビ ユ ー が、 文字通り 「炎上」 したの だ。 

Amazon レビ ユ ー は、 登録 さえ すれば 誰でも 投稿で きる。 よほどの 罵詈雑言を 
蛮 日き 込む と 消される こと も あり、 『恋 空』 の レビ ユ ー について は 「2 ち やん ねる」 に 
貼られた リンクから 誘導され て やって きたと 思われる レビ ユア ー による 大量の 書き込 

みが 削除され たの だが、 それでも 2007 年 12 月 17 日 現在、 『恋 空』 上巻の A m azo 
n レビ ユ ー 投稿 件数は 9  0  0 件。 

★  5 点が 満点で、 女1 点が 最低 点の おすすめ 度 (得点) の 分布は、 次のよぅに なっ 

ている。 

•★50  1 6  5 f^ 

•★4 っ 26 件 
• 女3 つ 23 件 


169  第 四 草 ケー タイ 小説を 巡る 言説 


• 女2 っ 40 件 
• 女1 つ  6  4  6 牛- 

つ  まりは、  「最高点」  と  「最低 点」  に ほとんど すべての  レビ  ユ  ー  が 集中して  いる。 
実は 女1 つ レビ ユ ー はもっ と 大量に あったの だが、 「祭り」 で 炎上した からだろう、 
かなり 整理され てし まった。 

★  5 つを 入れた レビ ユア ー は 『恋 空』 読者だろう。 女1 つ レビ ユア ー はもち ろん、 
『恋 空』 に 耐えられない 人々 である。 圧倒的に 女1 つの ほうが 多い という ことは、 ネ 
ット (PC) とケ— タイを 使う 人間が 乖離して いる ことを 示して いる。 

ブロ ガーの 山 本 一郎は、 自身の ブ ログ 「切 込 隊長 ブ ログ」 の 2007 年 11 月 16 日の 
エントリ ー で、 次の ような 指摘を している。 

多感な 十代を 携帯 メインで 過ごし、 二十代 以降の 勤労 世代と なっても PC より ケ— 
タイを 主要な ツ ー ルと して 使用し 続ける 傾向が 強くな って、 雑誌 や 新聞、 テレビ か 
ら だけでなく PC から も 離脱し ようとし ている 流れが もっとも 深い。 
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筆者 も 長らく 「ネット」 と 「PC」 を 同義語と して 使い 続けて きたが、 この 本では 
「ネット (PC)」 のように 注釈を 入れない といけ なくなつ た。 よく 考えれば、 ケ ー タ 
イも ネットな の だ。 にもかかわらず、 PC とケ ー タイとは 明らかに 乖 離 している。 
同じ ネットな のに、 なぜこう も 違う のだろう か。 

すでに 本書で も 述べた ように、 ヶー タイ 小説の 主な 読者は 地方 都市の 女子 中高生 だ。 
女子 中高生の ヶ ー タイ 使用 時間は、 筆者の ような 世代では 考えられない くらいに 長い。 
次の 記事を 見て みよう。 

•携帯での ネット •メー ル 利用、 女子高生 1 日 平均 2 時間 

内閣 府は 15 日、 携帯電話で メ ー ル や インタ— ネッ トを 利用す る 時間は 女子高生が 
最も 長く、 1 日 平均 2 時間 4 分に 達する とした 「情報化社会と 青少年に 関する 意識 
調査」 の 結果を 発表した。 

調査は、 10 〜 29 歳の 男女 5 〇〇〇 人と 10 〜 17 歳の 児童. 生徒の 保護者 2 〇〇〇 人 
を 対象に 3月に実施。回答率はそれぞれ 49 .4%、 57 .3%だつた。 


それにょると、自分専用の携帯電話の所有率は、小学生 27 .3%、中学生 53 . 
4 %、高校生 95 .2%。携帯電話でネットを利用する時間は、女子高校生以外では、 
男子 高校生が 一 時間 32 分、 女子 中学生が 一 時間 19 分、 男子 中学生が 一 時間 11 分 だつ 
た。 

(2〇〇7 年 12 月 17 日 読売 新聞) 

この 記事に ょれば、 女子の みならず、 男子 中高生の 使用 時 問 も かなり 長い。 
どうやら IT 社会は、 ケー タイ 人種と PC 人種と に 分化して いるら しい。 次の 記事 
とデー タを 見て みょう。 

パソコン (PC) が 使えない 団塊 世代 以上の 高 年齢層の 断層を 「デジタル. デバ 
イド」 と 呼ぶ が、 第二の デバ イドが 出現した の だ。 20 代の 若年 層で ある。 まさか、 
と 思うな かれ。 高額の パソコンを 持たない 彼らは、 インタ— ネット 利用を 安価な 携 
帯電 話で 済ませて しまう。 PC 族と 携帯 族の 「デバ イド」 —— それは ネットに も 


(%) 


24.0 

24.0 

20.9 


1 1.9 
1 1.8 

7.4 


ウェ ブ 利用者 全体の 年齢 構成比の 推移 （2000 年 4 月〜 2006 年 3 月の 月間 データ 、 
家庭の PC からの アクセス） 

(「Nielsen  Online  Nielsen//NetRatings  データ クロニクル 200 6  • ファク ト シー ト」 より） 


「下流社会」 が 出現した ことを 意味す 
る。 

ある 携帯 サィ トの 掲示板に 「もう P 
C は 要らない」 と 書き込ん でいた 20 代 
の 男性は、 見習い 期間を 終えた ばかり 
の 美容師。 朝早く 出勤して 開店 準備、 
帰宅 も 夜 11 時を 回る ことが 少なくな 
い。 土日は 書き 人れ 時で 休めない し、 
予約を 入れて くれる 指名 客を 逃さない 
よう 平日 ものん びり 休んで いられな 
い。 休日は 週に 一 日 あるかない か。 仕 
事で PC を 使う わけでは ないから、 わ 
ざ わざ 自宅に PC を 据え、 月額 数千 円 
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もす る ブロー ド バンド (高速 大 容量) 回線を 引く 必要を 感じない という。 

ここに 浮かぶ のは 「格差 社会」 ではない のか。 

(「FACTA  on - ce」 2 〇〇 7 年 3 月 号) 

携帯電話の 普及に よって 固定 電話の 契約 数が 減少して いる ことは 知ってい たが、 ま 
さか rpc 離れ」 が 進んで いるとは 思い も よらな かった。 しかし 実際、 筆者の 携帯を 
見て みると、 フル ブラゥザ 機能が 搭載され ていて 普通に PC で 閲覧して いる サイトに 
接続で きる し、 電話に メ ー ルに ワン セグ テレビに 音楽に ゲ ー ムと 、かたっぱしから 
様々 な 機能が 搭載され ている。 

仕事に 使わない ので あれば、 ケ ー タイ だけで ネットを 済ませて しまう こと も 可能 か 
もしれ ない。 

ここ 数年、 「下流社会」 という キ ー ワ ー ドが ブ ー ム になり、 かつて 「一億 総 中流」 
と 呼ばれて いた 日本 社会の 再 階層 構造 化が 進んで いると いう 話が さまざまな 場所で 語 
られ るよう になっ た。 IT デバイスに おいても、 PC を 使う 人間と、 ケ ー タイ だけを 


174 


使う 人間との 「二極化」 が 進んで いると 言われる ようになっ てきた。 

しかし 実際には、 もともと 社会には 「PC を 使う 人間」 と 「PC を 使わない 人間」 
がいて、 「PC を 使わない 人間」 の ほうには 数年 前まで 満足な IT インフラが 与えら 
れ ていなかった だけな のでは ないか。 つまり 「PC を 使う 人間 "ネットに つながる 人 
間」 「PC を 使わない 人間 = ネットに つながらない 人間」 という 二つの 階層が あった Q 
ところが ケ ー タィを 使った ネットの 進化に よって、 rpc を 使わない 人間」 が徐 々に 
「ケ ー タイを 使って ネットに つながる 人間」 という ヵテゴリー に 変化した だけな ので 
はないだ ろうか。 

もちろん ー モ^ — ドの 登場 以来、 ケ . ~~ タイを 使った 書き 文字 コミュニケ^ ~ シ ョン (メ 
1 ル) や 音声 コミュニケ ー シ ョン (電話) は 長々 と 続けられ ていた。 ここで 言う ネッ 
卜 とは、 インタ 1 ネットと いう 「場」 に 各人が 集まる バ ー チャ ル コミュニティ くらい 
の 意味で ある。 

つまり、 かつては ネット 上で 小説を 読んだり 書いたり するとい う 行為は、 PC ユ ー 
ザ ー のみに 開かれた 世界だった。 しかし、 現在では ケ ー タィに よって ネットに アクセ 
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ス する ことで、 誰に でも 可能に なつた、 という ことなの だ。 

ならば この 現象は ネットの 二極化と いうょりも、 ネットの 真の 大衆化と 呼んだ ほう 

がいいので はないだ ろうか。 

そう 考えれば、 ヶ ー タイ 小説が なぜ 売れる のか、 PC 発の 小説が なぜ 売れなかった 
のか、 という 疑問 も 氷解す る。 第一に、 ユ ー ザー 数の 違いだ。 PC で 小説を 書いたり 
読んだり する 人間の 数は、 ケ ー タイで 同じ ことを する 人間の 数と 比べて、 圧倒的に 少 
数 派だった。 だから 『恋 空』 は PC からは 生まれな かった。 

小説では ない が PC 発の 『電車 男』 が 売れた のは、 出典が 「2 ちゃんね る」 という 
PC ネット 界 最大の コミュニティだった からか もしれ ない。 

PC 人口が 少ない と 言っても、 それは ケー タイ 人口と 比べての 話 だ。 絶対 数と して 
は、 非常に 多い。 特に、 「2 ち やん ねら一」 の 人口は まさしく 圧倒的で ある。 

ヶ ー タイ 小説と PC 発の 『電車 男』、 その 表現形式を 比べて みょう。 

『電車 男』 は、 BBS の 書き込み (ログ) だ。 小説で も 物語で もな く、 「実況 中継」 
なの だ。 


まず 主人公の 「電車 男」 が BBS に 自身の 現状を 書き こみ、 それに 対して 他の 面々 
が レスを 返す。 突っ込みを 入れたり 応援したり、 ア スキ ー アート (記号 や 文字を 組み 
合わせる ことで 作成した 絵の こと) を 貼り付けた りする。 

そのような やりとりの すべてが 『電車 男』 という 「作品」 なの だ。 そこには 「電車 
男の 恋愛 スト ー リ ー」 という 「物語」 が 成立して いるが、 同時に その物 語に 対する 
「突っ 込み」 を も 内包して いる。 

これに 対して、 ケ ー タイ 小説は、 小説で ある。 小説では ない という 声 も あるが、 ど 
、っ 読ん だって これは 小説で ある。 作者が 書いた 「物語」 が 直接 提示され る。 読者 も感 
想を メール や BBS で 述べる ことは できる が、 「物語」 の 中に 直接 突っ込みを 入れる 
ことは できない。 

インタ ラク テ ィブ 性と いう 点で いえば、 『電車 男』 の ほうがは るかに インタ ラク テ 
ィブ だ。 多数の 「読者」 という か 「参加者」 が、 作品 世界 = 電車 男の 書き込みに 対し 
て 次々 と 自らの 視点から 突っ込みを 入れ 続ける。 かつて 作家の 筒井 康隆が ネットで や 
ろうとし ていた 物語の 新しい 表現形式 (究極の インタラクティブ 性) を 実現して いる。 
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実は、 この 「突っ込み」 の 能力と いう ものが、 PC 派に 顕著な 能力な の だ。 

突っ 込みとは 何かとい うと、 つまりは 物語 世界を 相対 化して、 ひとつ 高い 視点から 
見下ろして 「観察」 する 力の こと だ。 

これは、 自意識が ある 程度 発達して いる 人間、 つまり 「頭が 良い」 人間で ない と 行 
えない。 

しかし 自意識が 発達した 結果、 対象を 客体 化して 自己から 距離を 取る 力を 習得した 
からと 言っ て、 必ずしも 幸福に なれる とは 限らない。 むしろ、 自意識に よっ て 次々 と 
目の前の 事象を 対象 化 •相対 化して しまい、 その 結果 ニヒリズムに 陥って しまう とい 
、っ ことに もな りかね ない。 

前章で 述べた ように、 ヶ ー タィ 小説とは 「文学」 ではなく、 大衆 芸能で あり、 民間 
説話で ある。 

それらの 物語は 結局、 読者 あるいは 作者の 持つ 「自我」 という パ ー ソ ナルな 物語を 
補完し、 修復し、 癒す ために 生成され 消費され る。 

『天 くれ』 は、 作者 Chaco が 自らの 不条理で 不幸に 満ちた 過去に 「物語 性」 を 付 
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与する ために 書き はじめられた。 つまり、 ケ ー タイ 小説を 書く こと そのものが 作者 
自身の 自己 治癒 作業だった。 そして、 その 小説を 読む ことで、 自らの 不条理な 人生に 
「物語 性」 を 発見した 読者が、 『天 くれ』 に 熱狂した。 

ここで 行われて いる ことは、 高度な 文学 性の 追求と か、 表現 手法の 革新と か、 閉塞 
した 世界を 打破す る 新たな テ ー マを 導こうと すると か、 そのような ことでは なく、 傷 
つき 疲弊した 「自我」 を 回復 させよう とする 精神の リハビリ テ ー シ ョンな のであろう。 

これを 普遍的な、 統一的な 価値観の 元に 行う と、 それは 宗教と 呼ばれる ものになる。 
しかし、 ケ ー タイ 小説の 場合、 あくまでも 読者が 己 自身の 「自我」 を 癒す ために 物語 
を 求める ので、 組織的な 宗教には ならない。 だから こそ、 「大衆 芸能」 なの だ。 

ケ ー タイ 小説 読者たち は、 無自覚な ままに ヶ ー タイ 小説を 読んで 泣いたり 笑ったり 
しながら、 自我を 修復して いくの だ。 

しかし、 自意識が 発達す ると、 ヶ ー タイ 小説 . だけでは なく、 どのような 物語に 

対しても …… 「突っ込み」 を 入れる ようになる。 たとえば 「このような 物語は 記号に 
すぎない」 とか 「稚拙で ある」 とか。 
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特に PC で ネットを 見て いると、 目に する ことが 多い 「突つ 込み」 は、 「こんな 紋 
切り 型の お 話で 泣ける なんて、 安い 涙 だ」 「自分は、 そんな お 安い 感動で 泣いたり は 
しない」 という 類の もの だ。 

これは つまり、 「頭の 良い」 自意識を 発達 させた 人間が ヶ ー タィ 小説を 読む と、 ま 
ず 「この 話は、 紋切り型 である」 という 物語 構造の パ タ 1 ン 認識を してし まい、 次に 
「紋切り型 = 安い」 という 価値判断を 行い、 最後に 「紋切り型の 物語で 泣いたり する 
人間は、 動物 的" バヵで ある」 という 結論に 至つ てし まう ことを 示して いる。 

昔、 似た ような ことが オタク コンテンツ 市場で も 語られた ことがあ つた。 

「萌 えとは 記号で あり、 記号に 反応す る オタクは 動物 =バ ヵで ある」 とか 何とか、 ま 
ぁ 乱暴に 言えば、 そんな 話で ある。 

しかし 少し 考えてみれば 分かる が、 人間が 感動す るツボ などと いう ものは、 数百 年 
の 昔から 何も 変わって いない。 それ 以前に、 人間が 物語を 需要す る ことで 自分の 不条 
理な 自我の 物語 (= 現実) に 「意味」 を 見出し、 傷ついた 自我を 修復し ようとす る 行 
動じたい が、 実に 数千 年 前から 延 々と 続いて いるので ある。 だから、 かつては 悲 W こ 
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そが 物語の 中で 最も 人気を 集めて いた。 そうで なくなった のは …… ハッ ピー エンドが 
物語の 主流に なった のは、 ごくごく 最近の ことなの だ。 

ところが 近代 人は 自意識に 目覚めて しまった。 自意識を 持った 人間とは、 自分自身 
の 自我 や 周囲の 世界を、 三人称 的な 視点から 「観察」 できる 能力 = メタ 意識を 獲得し 
た 人間の こと だ。 

そこから 自我と 世界、 あるいは 自我と 自意識の 葛藤を テ ー マと した 近代文学が 誕生 
し、 ドスト エフ スキー のよう な 作家が 生まれた の だ。 

そして、 日本の 近代文学 もまた、 そのような 自我と 自意識の 問題を 内包した ジ ャン 
ルと して 西洋から 輸入され た。 

だが …… ドスト エフ スキ ー 的に 苦悩す る 自意識 過剰な 「頭の 良い」 人間と、 ヶ ー タ 
ィ 小説で 「安い 涙」 を 流し. て 生きる 気力を 再生す る 「頭の 惡 い (？ ご 人間の、 どち 
らが 人と して 幸福だろう か。 

言うまでもなく 後者 だ。 

自意識が 目の前の 物語に 対して 突っ込みを 入れ はじめる と、 物語の 治癒 効果は 激減 
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してし まう。 自意識の 回転が 行き着く ところまで 行く と、 物語 そのものを 全 否定して 
しまう。 そうな つた 人間は どうなる かとい うと、 ニヒリズムに 陥る の だ。 

人間の 自我 そのものが、 実は 「私と いう 人間は こういう 人間で あり、 こ、 っいう 人生 
を 送って いて、 私の 人生には このような 意味が あり、 私には このような 夢が ある」 と 
いう 類の 「物語」 なの だから。 

だから 物語を 否定す ると、 その 否定が 自分自身を も 全 否定して しまい、 「私の 人生 
には 何の 意味 もない」 という ニヒリズムに 到達して しまう。 

信じる 者は、 救われる。 信じない 者は、 救われない。 

夏目漱 石を 筆頭と して、 芥川龍之介 や太宰 治と いった 日本の 近代 作家たち が 格闘し 
た 「自我と 社会との 葛藤」 という 問題は、 実は、 そのような 「自我と、 自我を 否定す 
る 自意識との 葛藤」 という 問題で も あった。 

だが、 そのような 厄介な 自意識を 持たない 人間は、 物語に よって 救われて しまう。 

PC 派に 多い 「ヶー タィ 小説 否定 派」 の 中で も、 特に 感情的に 否定し ようとし てい 
る 人々 は、 そのような 自意識を 持っ ている 人間、 頭が 良いた めに 物語に 癒されな くな 
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ってい る 人間な のでは ないか。 

PC から ヶ ー タイ 小説の ような 物語が 生まれな かった の も、 PC 派に 頭の 良い 人 
間" 自意識を 持った 人間が 多く、 彼らが 物語を 生成 •消費す る ことよりも 物語に 「突 
っ 込み」 を 入れる ことに 傾倒せ ざるを 得なかった からではないだろう か。 

『電車 男』 は、 参加者の 「突っ込み」 が あって 初めて 成立す る 「物語」 であった ため 
に、 PC 界で 認められ たのでは ないかと 思う。 ？匸界では、ブログにしても平1?1 
にしても 2 ち やん ねる にしても、 発信 者と 読者と が 同じ 地平で 平等に 突っ 込みと レス 
を 応酬し 合える コミュニティが 支持され る 傾向に ある。 それは、 PC 界がユ I ザー の 
「突っ込み」 = 自意識を 何よりも 尊重す る 世界 だから かもしれ ない。 

一方で、 「突っ込み」 不在 (実際には 不在では ない のだろう が) のヶ ー タイ 小説の 
世界は、 そのような 自意識を 持った 人々 からすれば 耐えられない 世界に 見える の だろ 
う。 一方的に 実話を 標榜す る 「物語」 を 発信す る 作者と、 その 作品に 「突っ込み」 を 
入れずに ただ ひたすら 感動す る 読者たち。 そのような システムを、 PC 派の 人間は 忌 
避す るの かもしれ ない。 
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物語を 実話では なく フイ クシ ヨンと して 楽しむ 能力 もまた、 自意識の なせる わざな 
の だ。 自意識がなければ、 フイ クシ ヨンと 実話の 区別は つかない。 かつて、 古代人が 
利 話を 現実た と 思い込んで いたのと 同じに ◦しかし フイ クシ ヨンを フイ クシ ヨンと 自 
覚 できる ことが、 ほんとうに 「救い」 なのか。 

ケ— タイ 小説は 結局、 「文学」 なのか 

結論から 言えば、 現在の ケー タイ 小説は 「文学」 ではない。 

ケー タイ 小説は 大衆 芸能で あり、 大衆 小説で あり、 「物語」 である。 

何度も 書いた ょうに、 読者の 自我を 癒す ための 説話な の だ。 

読者の 無意味な 生、 閉塞した 世界、 不条理な 不幸、 それらに 「意味」 を 与えて くれ 
る ものな ので ある。 

日本には 「純文学」 という ジャンルが あるが、 A V 機器の 世界に たとえれば、 純 文 
学は ピュア オ ー デ イオの 世界 に似てい る。 

いわゆる 文芸 小説は、 薄 型 テレビ や DVD レコ ー ダ— のょう な もので、 ケ ータイト 
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ピュア オーディオ 


「 レベルの 高さ」 から 見た AV 業界の ヒエラルキー 
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説は wii や DS のよう な ゲ^  — ム機だ 

なので、 レベルの 高さを 基準に すると、 
上図の ようになる。 

このように、 ピュア オ ー デ ィオ" 純文学 
を 頂点と する ヒエラルキ^  — の ピラミッドを 
描く ことができる。 もちろん ゲ^  — ム機 市場 
などは、 ヒエ ラル キ ー の 最下 層、 底辺の 存 
在と いう ことになる。 そもそも ゲ ー ム 機な 
ど、 A V 評論家に 言わせれば 「 A V 機器で 
はない」。 評論に 値しない ので、 ゲ ー ム機 
が A V 評論 誌で レビ ュ ー される こと もな 
い。 AV 機器と して 評論され るに 「値する」 
ゲ ー ム機は 唯一、 プレィス テ ー シ ョン 3 く 
らい だ。 ゲ ー ム機 は、 AV 機器 市場と い、 つ 


「市場規模」 から 見た AV 業界の ヒエラルキー 


「制度」 に 取り こまれて いないの だ。 そ も 
そ も、 ゲ ー ム産 業な ど 子供 相手の 商売に す 
ぎない。 

しかし、 人口の 多 さ = 市場規模を 基準に 
考えれば、 次のようになる。 

このように ピュア オ ー デ ィオ こそ 最 底辺 
の狹い マニア だけの 世界で、 ゲーム 機 市場 
こそが 最も 大きな 市場と いう ことになる。 
「大衆 文化 = 低俗 •底辺」 「高額 マニア 製 
品 1 局 級 •文化的」 という 価値観は、 高額 

マニア 製品 市場の 人間が 勝手に 思い込んで 
いる 主観に すぎない。 

DS とか PS 2 しか 知らない ゲー ムユー 
ザー の 子供に 〇 NKYO とか マランツの 高 
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級 アンプを 見せても、 その 「価値」 は 分からないだろう。 電源 ヶ ー ブルを 数十 万円の 
高額 品に 交換 すれば 音質が 上がる とか 言われても、 何を 言って いるの か 理解で きない 
だろう。 

逆に、 ピュア オ ー デ イオ マニアの お父さんが PS2 で ブロック ノイズ だらけの レン 
タル DVD を 観たり、 カク カクと 動く 3 DCG ゲ ー ムで 遊んで 喜んでい る 子供を 見て 
も、 「幼稚 だな」 くらいの 感想し か 沸いて こないだろう。 

文学と ケ ー タイ 小説の 間には、 それほどの 違いが ある。 

文学とは 制度で あり、 制度には 評論家 = 権威筋と いう 「突っ込み 役」 が 存在し、 そ 
こでは そもそも 「大衆」 に 物語が 向けられて いない。 文学は、 「物語」 というよりも、 
マニア 向けの 芸術作品に 近い。 電源 ヶ ー ブルの 違いに よって 音質 や 画質が どれほど 向 
上して いるかを チェック している 人々 に 向けられて 作られて いる。 そして その マニア 

の 頂点に、 評論家が 君臨す る。 

対する ヶ ー タイ 小説は、 今 現在 もな お生きて いる 「物語」 である。 

物語の 見た目の スタイルは、 社会の 変化に よって、 刻一刻と 更新され ている。 ケ ー 
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タイ 小説が 登場した のは、 ケ ー タイと いう IT デバイスが 流通し、 進化した からに ほ 
かならない。 

しかし、 外見が どれ だけ 変わろう とも、 物語の 役目は 常に 同じ だ。 「無意味な 人間 
の 生に 意味を 付与す る」、 これな の だ。 ゆえに 大衆に 支持され る 物語の テ ー マ や プロ 
ット には、 ある 特定の パ タ 1 ン しか 存在し ない。 

ところが 物語は、 文学と いう 制度に 取り込まれ ると、 生きた 物語で ある ことを やめ 
て 制度 そのものを 維持す るた めの 装置へ と 変質して いく。 

最初、 文学と いう 制度は、 新しい ジャンルの 物語を 黙殺す る。 

次に、 叩く。 「こんな ものは 文学では ない」 という 具合に、 否定す る。 

こうして 否定す る 行為 そのものが、 制度の 権威を 示す ことになる。 制度 自らが 新ジ 
ャン ルよりも 自らを 上位に 置く ために、 否定は 必要で ある。 

さて、 次の 段階に なると、 新 ジャンルを 制度 内に 取り込もう とする。 まず 自らの 優 
位 性を 示して おいた うえで、 「仲間に 入れて やる」 と 誘って くるわけ だ。 

そもそも 日本に おいて < 純文学 VS 大衆文学 V という 妙な 対立 構造が あるの も、 元は 
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といえば まだ 生きた 「物語」 そのものだった 近代 日本の 小説 界 において、 菊 池 寛が 文 
学 賞を 設立す る 際に 「芥川 賞」 と 「直 木 賞」 とに 賞を 割った のが 発端た と言われ てい 
る 0 

芥川 賞が 「純文学」 の ル ー ッ で、 直 木 賞が 「大衆文学」 の ルーッ だとい うの だ。 

そこから、 「大衆 文芸では ない 小説」 としての 「純文学」 が 誕生した。 大衆に 向け 
られ ていない 近代 小説って そもそも 何だろう と 思う の だが、 それだけ 当時の 日本に 文 
学 マニア 層が 増えて いたと いう ことだろう。 

こうして 同じ 小説と いう ジャンルの 中に 「大衆 向け」 と 「そうでな いもの」 という 
階層が 生まれた わけ だが、 < 純文学 VS 大衆文学 > という 同 ジャンル 内の 対立 構図は 戦 
後、 コミックの 台頭に よって 再び 繰り返された。 

かつて コミックは、 有害 図書で あると して 徹底的に 叩かれた。 日本で コミック .パ 
ッ シングが 起こっ たのは、 195  5 年の ことだった。 海の 向こうの アメリヵでは 結局、 
抑圧 者 側が 勝利し、 アメリヵン •コミックは マ ィナ— な ジャンルに 陥れられて しまっ 
た。 だが 日本では 幸い、 ィンテリの 手 塚 治 虫が コミック 界の 第一人者だった こと も あ 
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って、 コミック •パッシングを どうにか かわす ことに 成功し、 現在の 隆盛に 至った。 

この コミック .パッシングの 際、 実は コミックを バッ シングした 人間の 中に 漫画家 
がいた ◦たとえば 「新 漫画 派 集団」 を 率いる 「大人 漫画家」 の 近 藤 日出 造は、 『中央 
公論』 誌上で 手 塚 治 虫の 「子供 漫画」 を 徹底的に パッシングした。 つまり、 コ ミッ 
ク •パッシングは 、コミック 界 における < 大人 漫画 VS 子供 漫画 > という 対立から 起こ 
ったの だ。 もちろん、 子供 漫画 = 手 塚 漫画の ほうが 新しい 「物語」 で、 大人 漫画は 
「漫画」 という 「制度」 そのものに ほかなら ない。 

しかし その 手 塚 自身、 物語 作家と しての 最初の ピ ー クを 過ぎて 「大家」 になりつつ 
あった 時代には 『まんが エリ ー トの ための まんが 専門 誌 .COM』 を 創刊して 自ら 
「制度」 になろう としたの だから、 この < 制度 VS 最新の 生きた 物語 V という 構造は 誰 
かが 引き起こす というよりも 「物語と いう ものは、 そういう ふうに 生成 •発展 •硬直 
していく ものな の だ」 と 考えた ほうがいいだろう。 

1 9 9 〇 年代には、 ライト ノベルと いう 新 ジャンルの 小説が 似た ような 叩かれ 方を 
した。 ライト ノベルの 特徴は ヶ ー タイ 小説と やや 似て いて、 次の ような ものだった。 
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•字が 少ない。 

•文章が 短い。 

•擬音を 使う。 

•会話 文で 進行す る。 

•子供が 読む、 漫画み たいな 小説で ある。 

さらに、 小説とは 思えない ほどに、 イラストの 重要性が 高かった。 

ライト ノベル 創 生 期に 活躍した 人気作家の 一人 •あか ほり さとるは、 当時を 振り返 
って、 「子供が 小説を 読ま なくなっ ていたので、 みんなで 『子供に も 読んで もらえる 
小説を 書こう』 と 考えた。 その 結果、 文字を 減らして 簡単な 文章を 書く という ことに 
した」 と 筆者との 対談で 述べた ことがある。 

実際、 あか ほり さとるの ライト ノベルは 極端に 字が 少ない うえに、 台詞が 多く、 擬 
音を 過剰に 使用して いて、 テ ー マが 女子高生の 日常では なく 真逆の ファン タジ ー (ま 
たは SF) である ことを 除けば 現在の ヶ ー タイ 小説と 遜色ない かもしれ ない。 だから 
当時の 読書 マニアからは 当然 忌避され たが、 ライト ノベル 市場は あか ほりが 第一線で 
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活動して いた 時期に 爆発的に 伸びた。 

2000 年を 過ぎてから 「ライト ノベル •ブ ー ム」 が 起こっ たと 巷間では 語られて 
いるが、 実は ライト ノベル •バブルは 1990 年代 初頭に 起こって おり、 バブルは す 
でに 終わって いるので ある。 真の バブルは 「こんな ものは 小説では ない」 と ラ イトノ 
ベルが 叩かれて いた 時期と 重なって いて、 近年の ブーム は 評論家 筋 (= 文学と いう 制 
度) がそれ まで 叩いて きた ライト ノベルを 「仲間に 入れて やろう」 と 取り込み はじめ 
たために 文学 業界と その 周辺で 起きた ものな の だ。 

この 数年の 間に ライト ノベルに 「文学 性」 が 見出され はじめ、 多くの ライト ノベル 
作家が 「文芸」 「文学」 の 市場に 引っ張られる ようになって いった。 

ヶ ー タイ 小説に 対しても、 いずれは 「制度への 取り込み」 が 開始され るは ずで ある。 
すでに、 各社が ヶー タイ 小説 賞を 設立し、 ヶ ー タイ 小説の 「文学 化」 を 進め はじめて 
いる。 賞が できれば、 文学と いう 制度までは あと 半 歩で ある。 

逆に 言えば、 コミック や ライト ノベルが かろうじて 制度に 取り込まれずに 「生きた 
物語」 として 現在に 至る まで 生成 •消費され 続けて きたのは、 これらの ジャンルに 
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「賞」 という 権威 H 制度がない からな の だ。 

コミック にも 新人賞 や 「講談社 漫画 賞」 のよう な 賞は あるが、 さほど 権威は ない。 
新人賞は 単に 新人を デビ ユ ー させる ために 設けられ ている システムに すぎない し、 講 
談社 漫画 賞の 類には 芥川 賞の ような 権威は ない。 講談社 漫画 賞 ほし さに、 審査員が 喜 
ぶような コミックを あえて 描く ような 漫画家は ほとんど いないは ず だ。 

ライト ノベルでは 評論家 筋を 中心に 賞を 作ろうと いう 動き も あるら しいが、 ライト 
ノベルの 元締めと も 言える 角 川 書店 グル ー プが 文学賞を 設立 しないので、 「子供が 読 
む 物語」 という ライト ノベルの 本質が 維持され ている の だと 思われる。 2007 年に 
入つ てとうと う 角 川 グル ー プは 「ライト ノベル アワ ー ド」 という ライ ト ノベル 文学賞 
"のよう な もの" を 設立した が、 読者 投票に よって 受賞 作品を 決める という 一線を 守 
つてい る。 ただし、 作品 ノ ミネ ー ト について は 主催者 側で 決定して しまう ので、 lo 
〇% 純粋な 読者 人気投票とは 言いが たい。 むしろ、 今後 売り出す 有望 作品を 選定す る 
ための 読者 アン ケ ー トに 近い。 読者 投票で 受賞 作品を 決める という 一点が 守られて い 
る 限り、 この 賞が 「権威」 となり、 ライト ノベルが 「制度」 になる 危険は ない と 思わ 
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れ る。 

ただし それは 角 川 グルー プに 限った 話で あり、 その外 部では すでに ライト ノベルを 
さかんに 「文学と いう 制度」 の 内部に 取り こもうと する 動きが 顕著に なって いる。 そ 
して、 才能" 作家の 「制度」 側への 流出と いう 問題が 起こっ ている。 

ヶー タイ 小説で も 問題は 同じと ころに ある。 「ケ ー タイ 小説 文壇」 のよう な 「制度」 
が 確立され てし まえば、 いずれ ヶ ー タイ 作家たち は 「賞」 を mi 指して 審査員が 喜ぶ よ 
、っな 作品を 書き はじめる。 そう なれば、 ほんとうの 読者で ある 女子 中高生たち から乖 
離して しまい、 ケー タイ 小説は 生きた 「物語」 としては 枯渴 する。 

逆に、 「制度」 側から 黙殺され たり、 叩かれたり している ほうが 良い ので ある。 

しかし、 『文 學界』 における 中 村の 「作品の エントリ ー を 読者 投票で 決めて しまう 
のは どうだろう」 といった 発言 や、 ケ ー タイ 小説 賞の 乱立 やそこで 発生して いる ハプ 
ニン グ などを 見る につけ、 ヶー タイ 小説の 「制度 化」 は 筆者の 予想よりも 早く 進行し 
ている のでは ないか、 と 思わずには いられない。 
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第五 章な ぜケ ー タイ 小説は 売れる の か 


すべての 人間が 「物語」 を 発信で きる、 新しい 時代 

ヶ ー タィ 小説と いう ジャンルは、 大きく 出れば 人類史 上、 画期的な 発明 だと 思う。 
それは どういう ことか。 

人間の 文明に おいて、 最大の 発明は おそらく 15 世紀の 「活版印刷」 だった。 
活版印刷に よって、 聖書が 大量に 印刷で きる ようになり、 それまで 司祭 や 宣教師が 
独占して いた 聖書と いう 「物語」 を 大衆が 自ら 読む ことが 可能に なった。 

近代 人の 登場、 近代の 到来は、 活版印刷 による 物語の 大衆化と 無縁では ない。 
それまで、 物語は 一部の 知識人 階級 (聖職者、 学者な ど) が 独占して いた。 

ここで 物語と 呼ぶ ものには、 r 実話 系」" 説話と、 完全な 「創作 系」" フィ クシ ョ 
ンの 物語の 二種 類が ある。 前者の 代表が 聖書で、 後者の 代表には 騎士道 物語が ある。 
ちなみに、 童話の ような 子供 向けの 物語が 編 慕され るよう になった のは、 近代に 入っ 
てから だ。 

ただし、 「ア ー サー 王の 死」 に 代表され る 創作 系 もまた、 近代 以前の 時代に おいて 
は 説話と 同様の 読まれ 方を していた。 つまり、 中世に おいては 物語に 実話と 創作と い 
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、っ 厳然たる 区別はなかった。 だから こそ、 ア ー サ ー 王の 墓を はじめと する 「ア ー サ ー 
王 関連 史蹟」 がョ ーロッ パの 各地に 存在す るの だ。 実話と 創作が 区別され るよう にな 
ったのは、 近代 以後。 世界 最初の 近代 小説と 呼ばれる 『ドン •キホ ー テ』 が 「騎士道 
物語は 創作 物で、 現実とは 異なる」 という 「_ 意識に よる 突っ込み」 を 物語 そのもの 
に 発信した 瞬間からで あろう。 

ョーロ ッバ 人の 意識は、 物語の 普及と 拡散に よって 変貌した と 言っ ていい。 確固と 
した 自意識を 持たない 中世の まどろみから 、「我 思う、 ゆえに 我 あり」 という 自我の 
発見 =自 意識の 誕生の 間には、 間違いな く 活版印刷に よる 物語の 大衆化 •普及 化が あ 
った。 デカルトが 近代 哲学の 基礎" 自我を 発見した のは、 ルタ ー の 宗教改革に 端を 発 
する ドィツ 30 年 戦争の まっ ただなか だった。 言うまでもなく、 ルタ 1 は カトリック 教 
会が 独占して いた 聖書と いう 物語を 万人に 開放 するべく プロテスタント となっ たので 
ある。 ルタ ー が ドィツ語に 翻訳した 聖書の 出版に こだわっ たの も、 カトリックが 独占 
する 聖書" 物語を 大衆に 平等に 分け与えん がた めだった。 

そう。 活版印刷が 存在し なかった 中世では、 物語 H 書物は 一部の 支配階級が 独占し 
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ていた。 

なぜ 物語を 独占す る ことが、 支配階級に とっての アド バン テー ジ となる のか？ 
それは、 人間の 自我 そのものが、 物語 だから だ。 

人間の 生には 本来、 何らの 意味 もない。 人間は D N A のコ ー ドに 従ってた だ 生まれ 
てきて、 そして 死ぬ だけで ある。 自意識に よる 自己 突っ込みの 無限 連鎖の 果てに ニ ー 
チェが 発見した ように、 生は 無意味な の だ。 さまざまな 苦悩 や 障害 や 挫折が 人間を 襲 
うが、 それらは 常に 不条理で、 意味の ない 不幸な の だ。 

だが 人間は、 不条理な 不幸、 意味の ない 苦境には 耐えられない。 

そこで、 自分の 人生に、 自分が 味わっ ている 不幸に、 何ら かの 「意味」 を 与える こ 
とで 生を 耐えし のごうと する。 また、 いずれ この 不幸が 終わり、 必ず 幸福に 到達で き 
ると いう 幻想の 希望を 見出そう とする。 

ゆえに、 人間は 自分の 過去と 現在と 未来を 「物語」 として 編纂し なければ ならない。 
この 「私の 物語」 こそが、 自我と 呼ばれる ものな の だ。 

聖書 や 仏典は、 そのような 「私の 物語」 を 編纂す る 際の ル ー ル ブック、 手引き書、 
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指導 書な の だ。 たとえば 聖書では、 現世で 苦悩を 味わった 人間 も イエスを 信じれば 
「最後の 審判」 によって 天国へ 引き上げられる とされる。 こうして、 未来に おける 救 
済が 保証され る。 また、 現世での 苦悩に も さまざまな 「意味」 が 与えられる。 人間が 
味わう 苦悩は、 決して まるっきり 無意味な 苦悩な のでは ない。 そういう 保証を、 聖書 
という 物語の 雛 形が 個人に 与えて くれる の だ。 

古代から 中世に かけて、 ョーロ ッバ 人が 簡単に 宗教を 信仰した のは、 そのような 人 
間に 不可欠の 「物語」 という 装置を 一部の 階級 (宗教家) が 独占して いたから なの だ。 

ルタ ー の 宗教改革が この 物語を 大衆に 開放す る 契機と なった わけ だが、 その 前提と 
して 活版印刷と いう 新たな デバイス、 出版と いう 情報 インフラの 整備が 必要だった。 

つまり、 人間が 近代的 自我に 目覚めた から 出版業が 興された のでは なく、 活版印刷 
が 発明され たから 人間は 近代的 自我に 目覚めた の だ。 

ルタ ー が 提唱した 「万人 司祭」 という 概念は、 つまり、 聖書と いう 物語は 教会の 司 
祭が 独占して 信者に 「与えて やる」 ものでは なく、 すべての キリスト教 信者が それ ぞ 
れ 聖書と いう 物語を 「私有」 してよ いの だとい う 理念だった。 これは つまり、 「物語 
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の パーソ ナル 化」 が 始まっ たという ことを 意味す る。 

ここから、 ニー チェの 「神は 死んだ」 という ニヒリズム 宣言までは あと 一歩 だ。 

近代文学は だから、 出版業の 勃興に ょる 「物語の パーソ ナル 化」 という 時代の 要求 
から 誕生した ジャンル だっ たの だ。 

近代 •現代に おける メディアの 爆発的 拡大は、 すべての 人間が 「私の 物語」 を 自前 
で 編纂し なければ なら なくなっ たがために 起こった の だ。 「私の 物語」 を 編纂す るた 
めの 情報 や 物語の 雛 形が、 無限に 生産され 消費され るょう になっ ていく。 究極 的には、 
それ こそ 生きて いる 人間の 数 だけ 物語が 生み出されなければ ならない の だ。 

活版印刷、 ネット、 そして ケ— タイへ 

日本では、， @ 我 = 「私の 物語」 を 描くべき 近代文学は 「私小説」 という 特殊な 形態 
で 発展した。 特殊な 形態と 呼んだ が、 考えてみれば 近代的 自我とは 「私の 物語」 なの 
であるから、 これを 文学の 中で 追求す るなら 確かに 「私小説」 に 行き着か ざるを 得な 


しかし 戦後、 純文学は 「制度」 となり、 一部の 知識人 階級の みに 発信され る マニア 
向け ジャンルに なって いく。 そこでは、 近代的 自我と 社会 あるいは 自意識の 葛藤と い 
う 近代文学の テ ー マ じたいが 次第に 脱 構築され、 解体され、 拡散して いった。 

「文学」 は、 文字通りの 古典 (クラ ッ シック) になっ ていっ たの だ。 

これに 対して、 大衆に 向けて は 大衆 小説 や コミック (あるいは テレビ ドラマ や 映画) 
といった ジャンルが 隆盛を 誇る ことにな った。 「生きた 物語」 は、、 王に これらの ジャ 
ン ルで 生成され 続けた。 

だが、 これらの ジャンル もまた、 やがて 時間と ともに 「制度」 と 化して いく。 

コミックの ジャンルに 同人 誌が 登場した の も、 コミックの 制度 化に 抗い 「私の 物語」 
を 描こうと する 描き 手の 欲求、 そしても っと パーソ ナルな 「私の 物語」 を 消費したい 
という 読者の 欲求が あったから こそだろう。 

そんな 1990 年代に、 活版印刷に 続く 第二の 大 発明 …… ィンタ ー ネットが 一般に 
普及し 始めた。 

ィンタ— ネットに ょって、 理論 上す ベての 人々 が 「私の 物語」 を 全世界に 発信す る 
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インフラを 得た。 それまでは、 商業 出版で 本を 出版で きる 人間 •情報を 発信で きる 人 
間は 限られて いた。 同人 誌と いう ジャンルが 成立した の も、 コミック 市場 くらいだ っ 
た。 そこに、 インタ 1 ネットが 登場した。 誰でも WW W (ワー ルド •ワイド •ウェブ) 
に サイトを 開設す る ことができた。 

インタ— ネット 以前の 世界は、 物語を 発信す る 〈メディア〉 と 物語を 消費す る 〈消 
費 者〉 とに 社会が 階層 化されて いた。 

しかし ィンタ ー ネットに よって、 誰もが デジタル サイ トの 編集長に なり、 作家に な 
り、 映像 監督になる ことが 可能に なった の だ。 

そして、 第三の 大 発明が ヶー タイだった わけ だ。 

ケー タイに よって、 小 中学生の 子供まで が 簡単に インタ 1 ネットに アクセス できる 
ようにな った。 

その 結果、 ケー タイ 小説と いう ティ ーン エイ ジャー のた めの 「私の 物語」 が 日本の 
各地 方 都市に 発信され るよう になり、 消費され るよう になった。 

ヶ ー タイ 小説の 隆盛とは、 ルソ ー が 掲げた 「万人 司祭— | という 理想の 行き着いた 先、 
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「物語の パーソ ナル 化」 という 流れの 果てに 見えて きた 一つの 到達 点な の だ。 

今まで 人間の 歴史は、 なぜか 「物語を パーソ ナル 化して 万人に 開放す る」 という 方 
向に 進んで きた。 その 理凼は 著者には はっきりとは 分からな いが、 もしかしたら 情報 

インフラの 進化に よって 人間の 自意識が どんどん 高度 化して いったた めか もしれ な 

〇 

V 

新しい 物語が 登場す る。 

その物 語に 対して、 誰かの 自意識が 突っ込みを 入れる。 

その 突っ込みに よって、 物語は リアリティを 失って いく。 

さらに リアルな 物語が 再生産 される。 

その 新しい 物語 も、 また 突っ込み によって リアルでは なくなっ ていく。 

あらゆる 物語の ジャンルが、 そのよう にして 時代に 対応した 新しい 物語を 再生産し 
続けて いる。 

聖書は 2000 年 近くに わたって 「全 キリスト教徒の 物語の 雛 形」 として 長ら えて 
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きたが、 それは 聖書と いう 物語が 長らく 独占され、 突っ込みが 禁止され ていたからで 
ある。 中世から 近世に かけて 聖書に 突っ込みを 入れた 人々 の 多くは 異端と して 焼き殺 
された。 

しかし 活版印刷の 発明 以来、 物語の 消費 サイクルは 格段に 高速 化された。 インタ 1 
ネットが 登場した 現代では、 さらに その サイクルが 速くな ってい る。 

このような 時代に おいて、 明治時代に 誕生した 文学と いう 制度は 「生きた 物語」 を 
生産す る ことが 困難に なって いる ◦芥川 賞 受賞 作が ベス ト セラー になっ たという 話を 
長らく 聞かない。 19 歳の 少女 作家 •綿 谷り さが 芥川 賞を 受賞した 時には、 28 年ぶりに 
芥川賞 受賞 作が loo 万 部を 突破した と 話題に なった。 だが、 それは 作品" 物語 その 
ものを loo 万人の 「純文学 ファン」 が 求めた というより、 ありていに 言えば 「少女 
作家が 書いた から」 ふだんは 純文学に 見向き もしない 層が 読んだ ためだった のでは な 
いだろう か？ たとえば 同年 代の 少女 読者、 あるいは 作家に 「萌 える」 男性 読者 (綿 
谷は 実際、 ストー カー に惱 まされたら しい)、 10 代の 女の子が 芥川 賞を 取っ たという 
ニ ユース に 興味を もつ たお じさん Ifr 代 などなど。 
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綿 谷り さの 登場は、 文学が 「少女」 という 現代的な 記号に 敗北した 歴史的 瞬間 だっ 
たの かもしれ ない。 

そして 今、 少女たち はすで に芥川 賞の ような 「制度」 を 必要と していない。 彼女た 
ちは ケ^ — タイと いう I T デバイスを 持ち、 一部の p  C ユ^  — ザ^ — が 独占して きた ネット 
の 世界を 手に入れた からだ。 

ケー タイの 登場を 「IT 世界の 階層 化」 「IT における 下流 化」 と 捉える こと もで 
きる だろう が、 筆者は まったく 逆の 意見を 持って いる。 

本来、 ネットに アクセス する はず もなかっ た 階層の 人々 が、 ケ^ — タイに よって ネッ 
卜に アクセスす るよう になっ たの だ。 

もちろん そこで 彼女たち は 「自分 語り」 を 行う。 「私の 物語」 を 紡ぎ、 発信す るた 
めに。 ケ ー タイ 小説とは、 今まで 物語の 発信 者 •生産者になる ことができな かった 層 
が 紡ぎ 始めた 「私の 物語 •ビッグバン」 なの だ。 

だから ケ ー タイは、 活版 印刚 、インタ ー ネットに 続く 第三の 大 発明な の だ。 
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ケ— タイ 小説の 文体は、 デバイスに 規定され ている 

そう 考える と、 ケ ー タイの 文体 もまた、 ケ ー タイと いう デバイスに 即した 新しい 文 
体 だと 捉える こと も 可能だろう。 文字が 少ない のでは なく、 表現を 切り詰めて いると 
見る こと もで きる。 もちろん、 「ケ ー タイで 大量に 文字を 入力す るのは 難しい」 「書い 
ている 人間の 文章 力の 問題」 などと いった 原因 も あるが、 逆に 「読者が 長文を 求めて 
いない」 という 側面 も あるだろう。 

文体と テ ー マとは、 常に 速 動して いる」 ケ^  — タイの テ^ — マは パ^ ~ ソ ナル. エリアに 
おける 「共感」 である。 決して 彼女たち は 理屈を 求めて いない。 知性に よる 分析 や理 
解では なく、 感情的 •感覚的な 共感。 ゆえに、 長文は 忌避され る。 細密な 心理描写 や 
情景 描写が なされる 長文とは つまり、 近代的な 自我が 獲得した 高度な 知性 •理性に よ 
って 物語を 論理的に 構築す るた めに 使用され る 文体 だから だ。 

一方、 共感が 目的な ので あれば、 文体は 極限まで 切り詰められた ほうがむ しろ 効果 
的で ある。 

そもそも 日本人は 古代から、 そのような 極端に 短い 文体の 物語を 持って いた。 
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和歌は 5  •  7  •  5  •  7  •  7 の 31 文字 だけで 物語を 構築し、 「共感」 を 生み出そうと 
する 文化だった ではない か。 

俳句に 至っては、 5  •  7  •  5 の 17 文字 だ。 究極の ミニ マ リズムと 言えよう。 
日本庭園 も、 空間 的な 「余白」 によって、 わび •さびと いった 感情を 呼び起こ すた 

めの 芸術で ある。 

そして ヶ ー タィ 小説に 多用 
される 「余白」 も、 読者に 対 
して 何ら かの 余韻 や 印象を 与 
える ために 挿入され ている の 
だ。 

無意識に やって いる 書き手 
もい るだろう が、 尾 谷 幸憲氏 
のよう な プロ 作家は 明らかに 
意図的に そのような 技法を 用 
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いている。 それは、 ヶ ー タイの 画面 上で 感覚的な 何ら かの 効果を 導き出す 場合、 文字 
を 詰め込む よりも 余白を 利用した ほうが 効率が よいから だ。 

何も 書かない ことに よりある 種の 余韻を 発生 させ、 読者の 心理に 何ら かの 効果を 及 
ぼす 技法は、 少女 コミックでは 昔から 多用され てきた (前べー ジ 参照)。 

この 「余白」 は、 「手抜き」 ではない。 

余 臼の 中から、 読者は 何ら かの 感情を 感じ取る の だ。 

もちろん、 少女 コミックを 読み 慣れて いない (少女 コミック リテラシ ー のない) 読 
者には 「理解」 困難だろう。 これは 知性で 「理解」 する ものでは なく、 感覚で 「共感」 
する ための 技法な の だ。 

ヶ ー タイ 小説の 余白に 「共感」 する 「ケ ー タイ 小説 リテラシー」 を 持った 読者と、 
「理解」 できない と 首を ひねる 「ケ ー タイ 小説 リテラシー」 のない 読者との 間で ケ ー 
タイ 小説の 評価が 両極端に 割れる のは、 ヶ ー タイ 小説が そのような 新しい 文体、 新し 

い スタイルを 持っ ている からに ほかなら ない。 

純文学に 続いて 大衆 小説まで が 制度 化して いく 中で、 ヶ ー タイ 小説は 「(従来の) 


208 


本を 読まない 人間が 読む 小説」 という 新しい 市場を 築いた。 それは ケ ー タイと いう イ 
ンフ ラに よって、 従来の 文学 や 小説に 「私の 物語」 に 取り込める 「共感」 部分を 見い 
出せない 層が、 「私の 物語」 を g ら発 信したり、 他人が 書いた 「私の 物語」 に 「共感」 
して 自らの 「私の 物語」 の 編纂に 利用す る ことが 可能に なった、 という ことなの だ。 

ヶ ー タイ 小説 現象とは、 「物語の 真の 意味での 大衆化」 なの だ。 

だから、 文学と いう 制度に 特権 的な 階級意識を 抱いて いる 人間が 激怒す るのは 当然 
である。 そして もちろん、 一度 大衆化し はじめた 文化は 二度と 特権階級の 独占 物に 戻 
る ことは ない。 

それにしても、 なぜ 彼女たち はこれ ほど パーソ ナルな 「私の 物語」 を 紡ごうと する 

のか、 そして なぜ 「リアル 系ケ ー タイ 小説」 はいつ も 紋切り型の パタ ー ン . 「ケ ー 

タイ 小説 七つの 大罪」 を 反復し 続ける のか。 

ニヒリズムの 時代と、 物語の パ— ソ ナル 化 

現代は ニヒリズムの 社会 だ。 特に 日本は 敗戦に よって 国体が 否定され てから、 資本 
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主義と 自由主義の 価値観 "恋愛と セックス と金 だけが 尊重され る、 極限の 物質主義 社 
会 •刹那主義 社会と なった。 

このような ニヒリズムの 時代に おいては、 スピリチュアル 系の ような ある 程度 大き 
な 物語に よって 「私の 物語」 を 編纂 するとい った 作業を 必要と する 人々 が 大勢 出現す 
る。 

ケー タイ 小説 もまた、 ニヒリズムを 生きる 少女たち による 「私の 物語」 の 編纂 作業 
なのではないだろう か。 

写真家 •作家の 藤 原 新 也は 2007 年 11 月 18 日に NHK 教育 テレビで 放送され た 
「 E T V 特集 •ケ^  — タイ小説 @ 2  0  0  7..->0,〜藤原新也.若者たちへのまなざし〜」 
で、 『天 くれ』 の 作者 .Chaco やその 読者たち などに インタビュ ー した。 

藤 原 新 也は、 この 番組 内で ケ ー タイ 小説が 流行して いる ことにつ いて、 次の ような 
推論を 進めて いく。 

1 もともと、 少女たち は ケ^  — タイ メ^ ~ ルで あまり 意味の ない コミュニケ^  — シ ョンを 
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行って いた。 

2 ヶ ー タィ メ ー ルで 空しい 文字を 打つ 行為から 「物語を 紡ぎたい、 物語を 読みたい」 
という 欲求に 変わりつつ ある。 

3 それは、 起承転結の ある 「物語」 という 時間の 流れの 中で 心の 安定を 求めようと 
する 人間の 自然な 欲求で ある。 

藤 原 新 也は Chaco の 小説を 読んだ 感想と して、 だいたい このような ことを 述べ 
ている。 

「この 小説の 作者は 愛情を 求めて いる」 

「与えられる べきだった 愛情が 足りて いない」 

「欠落して いる 愛情を 埋めようと している」 

そして、 ヶ ー タィ 小説とは 彼女の ような 現代の 「愛情 避難民」 たちが 生み出した 物 
語 だとい うのが、 藤 原 新 也の 結論だった。 

バブル 経済が 崩壊して いく 1990 年代、 都市 型 消費 社会の ニヒリズムは 「援助 交 
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際」 にまで 行き着い ていた。 ポストモダン 思想 的に 言えば 「大きな 物語」 が 崩壊し、 
リベラル 派 社会学 者 •宮台 真 司 あたりが、 その 種の 少女を 妙に 持ち上げ ていた 時期で 
ある。 「終わりな き 日常を 生きろ」 という フレ ー ズも 流行っ た。 

だが、 それから 約 10 年が 経過し、 「終わりな き 日常を 生きる」 などと いう ことは 人 
間には 不可能 だとい うこと がいい 加減 明らかになっ てきた。 援助交際の 先には、 安ら 
ぎ や 救いな どなかった。 売春は 売春 以外の 何もので もな く、 それは 単に 人 問が 自己の 
存在を 性的 商品と して 資本、 王 義 市場で 売買 するとい うこと でし かな かった。 「終わり 
なき 日常を 生きろ」 とは、 結局は ニヒリズムの 裏返しで あり、 物語の 放棄だった。 

若者たち は 物語を 解体す る ばかりで 新しい 物語を 構築し ようとし ない リベラル 派 知 
識 人の 言葉を 信じ なくなり、 代わりに 保守主義 …… 古びた はずの 過去の 物語が 台頭し 
た。 

『Deep  Love』 の 登場は、 「終わりな き 日常」 = 物語な き ニヒリズムの 生を 生 
きてきた はずの 少女たち もまた、 保守的な 価値観に 回帰す る ことを 欲した 結果な の だ 
と 筆者は 考える。 


ヶ ー タイ 小説では 「七つの 大罪」 が 描かれる。 

売春 (援助交際)、 レイプ、 妊娠、 薬物、 不治の病、 自殺、 真実の 愛。 

それらは 全て、 現代 …… 極限まで 進化した 資本主義 社会に おいて 現実に 繰り返され 
ている イベントの 反復で あり、 少女たち の パーソ ナル •エリア 内で 思い浮かぶ 限り 全 
ての イベント であり、 それが 限られた 種類し かないと いう ことは 彼女たち の 人生には 
「これく らいし か イベントがない」 という ことで も ある。 

そして、 これらの イベント，： m 体には 何の 意味 もない。 

「大きな 物語」 はすで に 崩壊して いるから、 我々 は パーソ ナルな 物語、 「私の 物語」 
を 編纂しながら 0 分の 無意味な 生に 意味を 付与して 屯き なければ ならない。 

しかし、 閉塞し 徐 々に 衰退しつつ ある 地方 都市に 暮らす 若者に とって は、 「私の 物 
語」 を 紡ぐ こと すら、 容易では ない。 

彼女たち の 中の ある 者は 『NANA』 (集英社の 少女 コミック。 田舎から L 京した 
少女が 東京で ロック バンドを やったり 恋愛 遍歴を 重ねたり 妊娠したり 出産した りする 
話) のよう な 「上京して 恋愛 資本主義 社会の： 員と なる I 物語を 求める。 
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しかし ある 者は、 『NANA』 で すらた だの 夢物語に すぎない、 リアルで はない、 
と 感じて しまう。 

となると、 売春 (援助交際)、 レイプ、 妊娠、 薬物 (シン ナ ー)、 不治の病、 自殺… 
… 半径 数メ ー トルの 世界 だけで 起こる、 小さな イベント。 その 中から 強烈な イン パク 
卜の ある イベントを 探し出す とすれば、 せいぜい これく らいし か バタ— ンが 見つから 
ない の だ。 

実際に これらの イベントを 経験して いるか どうかは あまり 関係ない。 

彼女が 自分の 周辺を 見渡して みれば、 誰かが どれ かを 経験して いる。 

彼女たち の パーソ ナル •エリア、 「私の 物語」 には、 生の 無意味 性、 ニヒリズムが 
充満して おり、 これまで もこれ から も 希望がない。 救済がない。 

だから、 「愛」 という、 1990 年代に すでに 喪失され てし まった はずの 「物語」 
を、 彼女たち は 再び 求めざる を 得 なくなっ たのでは ないか。 

『Deep  Love』 の ヒロイン •アユは、 現実の すべてを 「タルい」 の ひと 言で 斬 
って 捨てて、 これと いった 意味 もな くだら だら と 援助交際を 続ける 90 年代 的 少女 だっ 


た。 

しかし、 現代の 説教師た る Yoshi がそん な アユに 「真実の 愛」 を 説いた。 

ヶ ー タイと いう デバイスを 使っ たこと で、 そのょうな 愛の 説法が、 効力を 持った。 

しかし、 いくら ヶ ー タイが 登場した からと いって、 そもそも 誰も 「真実の 愛」 を 求 
めて いないの であれば Yo Shi の 説法は 滑稽な 空回りに 終わって いただろう。 

やはり、 もともと 「終わりな き 日常」 が だらだらと 続き、 ほんとうに 生きて いる 実 
感を 得られる 瞬間が レイプ や 妊娠、 自殺と いった 不幸な イベント くらいしかない、 そ 
して そのょうな 人生に 意味を 見出せない。 そういう ニヒリズムに 陥った 少女たち が 何 
ら かの 救いの 物語を 求めて いたから こそ、 Yo Shi の 暑苦しく 古臭い 説教が 受け 入 
れられ たのだろう。 

ニヒリズムに 陥った 日本 全体の 保守 回帰と いう 流れの 中で、 ヶ ー タイ 小説と いう ジ 
ャン ルが 誕生した の だと 思う。 

ヶ ー タイ 小説は、 悲惨な イベントが 次々 と 起こる という 筋立て さえ 見なければ、 実 
は 『always 三 丁目の 夕日』 と 似て いるの かもしれ ない。 
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たとえば、 ケ^  — タイ 小説の ヒロイン や サブ ヒロインは たとえ レイプ されても 赤ち や 
んを 中絶し ない。 『恋 空』 では 流産した はずの ヒロインが いきなり 中絶して いたと い 
う 話に なって、 やっぱり また 流産して いたと いう 話に 戻ったり して 設定が 不安定 だが、 
ともかく ケ ー タイ 小説では 、「赤ちゃんに 罪は ない」 i 「だから 産む」 という 論理が 
貫かれる。 

ケ ー タイ 小説に 描かれる 「救済」 としての 「真実の 愛」 は、 だから、 恋愛の みなら 
ず、 赤ちゃんに 注がれる 母性愛と いう 形で も 描かれて いるの だ。 

同様の 資本主義 型 ニヒリズムに 陥った アメリカでは、 キリスト教の 説教師が カリス 
マ 的 人気を 博して いる。 アメリカの 保守 回帰とは、 キリスト教への 回帰で も ある。 

しかし 日本には、 キリスト教に あたる 宗教 システムがない。 現在の ような 日米 安保 
体制が 続く 間は、 国家 神道が 完全に 復活す る ことはないだろう。 アメリカが それを 許 
さない。 

となれば、 日本の ニヒリズムから 脱出す る 道は 新 宗教 か、 スピリチュアル か、 ある 
いは 創作 物と して 生成され る 物語に 救いを 求める か、 という ことになら ざるを 得ない。 


ゆえに、 創作 物に ダイレクトな 「救い」 を 求め、 「私の 物語」 に そのまま 取り込 も 
うとす る 層に とって、 創作 物は 「実話」 でなければ ならない のだろう。 

人間は 物語を 必要と している。 

しかし 「大きな 物語」 が 崩壊し、 物語な き 日常を 生きる という 実験 も 失敗した。 人 
間の 白 我とは つまり 物語で あり、 大きな 物語が 喪失した 以上、 人々 は 自前で 「私の 物 
語」 を 作らなければ ならない。 それは 半径 数メ ー トルの 狭い 世界の 物語に すぎず、 ヮ 
ン バター ンな イベントの 反復に すぎない かもしれ ない が、 それでも 物語は 作られな け 
れ ばなら ない。 

そこに たまたま ケ ー タイと いう デバイスが 登場し、 誰もが 「私の 物語」 を 語れる イ 
ンフ ラが 人類史 上 初めて 整備され た。 

そして、 ¥ 08ヒ.1がケ^  — タイ 小説と いう シヤン ルを 開拓し その 中で 「租の 物語」 
を 紡ぐ ための ルー ル" 原理 原則として 「真実の 愛」 への 回帰を 説いた。 

こ、 っして、 ケ^  — タイ 小説の ビッグバンが 起こった。 

自意識が 発達した 住人が 多い PC の 世界では 「知性」 や r 論理 性」 が 重んじられた 
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が、 そこまで 自意識を 発達 させて いない ユ ー ザー が 多い ヶ ー タイの 世界では 知性に よ 
る 突っ込みよりも 「感情」 「感覚」 が 重視され た。 ゆえに、 「物語」 を スト レ ー トに語 
る 行為が 一般化した。 一方、 PC の 世界では ブ ログに よって 「理論」 を 述べたり、 
「突っ込み」 を 入れる 行為の ほうが 一般化し たため、 PC 小説の ビッグバンは 起こら 
なかった。 

文学者 も 思想家 も 「物語」 を 作らない。 だから 彼女たち は、 自分自身で 「物語」 を 
作る ことにした。 そこに ケ ー タイが 現れた。 

「なぜ ケ— タイ 小説は 売れる のか」 という 疑問に 対する 筆者の 答えは、 以上の ような 
もの だ。 

それにしても、 まだ 疑問は 残る。 なぜ、 今 さら 「真実の 愛」 でなければ ならない の 
か。 それ こそ、 木っ端み じんに 崩壊し 去った 過去の 遺物、 死んだ 物語な のでは なかっ 
たの か。 

自意識を 持った 大人なら、 誰もが この 一点で ヶ ー タイ 小説に 激怒し なければ ならな 
いだろう。 
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ヶー タィ 小説の 必要性、 文学の 必要性 

なぜ 今に なって 「愛」 なのか。 

それは、 現代が 単純な 唯物論 的 資本主義 社会では なく、 恋愛至上主義と 資本主義と 
が 折衷され た 世界 だから だ。 筆者は そういう 現代を 「恋愛 資本主義 社会」 とか 「恋愛 
セックス 資本主義 社会」 と 呼んで いる。 

資本主義 社会の 物語とは、 「人間は 生産し、 消費す る ことで 幸福に なれる」 という 
ものである。 恋愛至上主義の 物語は、 「人間は 誰かを 愛し、 誰かに 愛される ことで 救 
われる」 という もの だ。 バブル 時代の 初期には この 両者が うまく 融合し、 恋愛と 消費 
とが 分かちが たく 一体化し ていた。 

ところが、 援助交際 がどうの こうのと 言われ だした あたりから、 セッ クスの 商品 
化 •娯楽 化が 進行し、 恋愛と セックス とが 分離して しまった。 大真面目に 「愛」 など 
という 言葉を 吐く こと 自体、 ダサくて かつこ わるい ことにな つてし まつた。 

こうして 資本主義 社会 型の ニヒリズムが、 日本中に 進行して いった。 

この ニヒリズムは、 東京に おいては 「キャ バクラ 文化」 を 経て 「ホスト 文化」 とい 
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う 形を 取る ょうにな った。 

男 も 女 も、 異性の 愛を 金で 買う 時代が 来たの だった。 

一方、 地方 都市では、 消費 そのものが 停滞した。 

「人間は 生産し、 消費す る ことで 幸福に なれる」 という 物語 そのものが、 信じられな 

くな ってい った。 

消費 社会の 中心は 東京に ある。 地方 都市の 若者は、 満 111 に 消費 すらで きないの だ。 
となると、 彼女たち に 残された 物語は、 恋愛至上主義の 物語 だけで ある。 

もちろん、 恋愛と いっても 現実には 深く ニヒリズムが 進行して いて、 若年 層の 無軌 
道な セックス、 妊娠、 レイプ、 自殺、 薬物、 といった 性の マイナス 面 ばかりが 蔓延し 

ている。 

地方 都市の テイ ーン エイ ジャ ー はだから かつて 信じられ ていた 消費 信仰を 失い、 そ 
して 今 また 恋愛 信仰を も 喪失しつつ ある。 

この 二つが ともに 失われて しまえば、 文字通りの 徹底した ニヒリズム、 無意味な 生 
を 無意味な まま 生き 続ける 「終わりな き 日常」 が 完全に 彼女たち の -IH: 界を 支配す る こ 
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とに なつて しまう。 

もちろん、 そのような 苦難に 正面から 立ち向かい、 ニヒリズムとの 相克の 果てに 新 
しい 価値観、 「新しい 物語」 を 生み出そう とする 人間は、 ごく 一部の、 限られた 者に 
限られる (といって、 その 人間が 優秀 だと か ニ ー チェ 的な 超人 だと か 言って 持ち上げ 
るつ もりは 筆者には ない。 そういう 人は、 たまたま そういう ことを させられて しまう 
ような、 より 不運な 境遇に いる だけで ある)。 

文学の 本来 的な 使命、 機能とは、 そもそも そのような ものな の だ。 古い 物語が 失速 
し、 閉塞した 社会を 一挙に 回復させる ための、 まった く 新しい 物語を 生み出す こと。 
それが 文学の、 あるいは 哲学の 使命だった。 たとえば ルソ ー の 『社会 契約 論』 や 『新 
エロィ ー ズ』 は、 ョーロ ッバが 中世から 近代に 移行す る 際に どうしても 必要な 「新し 
い 物語」 だった。 

『社会 契約 論』 の 物語を ひと 言で 言えば、 「今の 王様が 王様で ある ことに 意味は なく、 
オ レが 王様で も 構わない」 という ものだった。 近代の 民主主義 政治は、 ここから 始ま 

つた。 
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『新 エロィ ー ズ』 の 物語は、 「彼女への 愛 だけが 俺を 救う」 という 物語で、 近代の 恋 
愛 至上 主義 もこ こから 始まった。 

このような 「新しい 物語」 は、 全ての 人間を 物語 消滅の 危機に 脅かされた ニヒ リズ 
ム から 一挙に 救いだ すと いう 意味で、 仏教 用語を 使えば 大乗的な 物語 …… すべての 人 
間を 救おうと する 大きな 物語と 言える。 

マルクス 思想 もまた、 大乗的な 新しい 物語の 一つだった。 その マルクス 思想が 崩壊 
した ことが、 現代の ニヒリズムを 産んだ 原因の 一つに なって いる。 

そう。 真の 文学とは 「賞」 の 選考 委員を 唸らせる ために、 「制度」 に 認められ るた 
めに 書かれる のでは なく、 「新しい 物語」 によって 社会 そのものを まるごと ニヒ リズ 
ム から 救いだ すため に 書かれる ものな ので ある。 結果 的に 「制度」 を 破壊して しまう 
ものな ので ある。 今 現在 「文学」 と 呼ばれて いるものと、 ほんとうの 「文学」 とは、 
役割 や 方向 性が まったく 逆な の だ。 

もちろん、 そんな 仕事は 誰に でも おい それと できる ことでは なく、 毎年 実現され る 
もので もない。 つまり、 真の 文学は 制度とは 決して 相容れない。 ル ソーが プロ テスタ 
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ント として ヵトリック教会に 反旗を 翻した のと 同様に、 真の 文学は おそらく 制度の 外 
部から 現れる。 制度とは、 古びた 物語を 維持す るた めに 存在して いるもの だから だ。 

言ぅまでもなく、 制度がなければ 世界は アナ ー キズム に 陥る ので、 それは それで 必 
要では ある。 しかし 「大きな 物語は 終わった」 と 言って 片付けて しまぅ のは、 文学の 
放棄に 等しい。 

ニヒリズムの 果てに 希望は あるか 

だが 一方、 いつ 登場す るか 分からない 「新しい 物語」 を 待っ ている だけでは、 今 現 
在 ニヒリズムに 陥っ ている、 生きて いる 人間は 誰も 救われない。 

ゆえに、 既成の 価値観、 既成の 物語を 反復し 続ける 「小さな 物語」 もまた 生産され 
続けなければ ならない の だ。 

この 「小さな 物語」 は、 過去の 「大きな 物語」 の 反復 再生産で あるから、 テ ー マ も 
プロット も 常に ワン バター ンの 反復になる。 ゆえに 「文学的」 には ほとんど 価値が な 
い。 しかし それでも、 「小さな 物語」 は 求め 続けられる。 その 理由は、 
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1 崩壊しつつ ある 過去の 「大きな 物語」 を 延命させる ため 
2 その 延命に より、 各個 人の 「私の 物語」 が 崩壊す る ことを 防ぐ ため 

この 二つで ある。 

つまり、 文学的に 見れば 「現状維持」 「保守 回帰」 のた めの 物語で ある。 

だから こそ、 ヶ ー タイ 小説では 「七つの 大罪」 が 繰り返され、 「真実の 愛」 が 最後 
に とくとくと 語られて ヒロインが 救われなければ ならない。 

とりあえず、 読んだ 人間 だけが 一時的に 救われた 気分に なれれば、 それでよ しとす 
る ジャンル なの だ。 小乗仏教 的と いえば 小乗仏教 的な の だ。 

たとえば 小説では ない が、 この種の 大衆 向け ドラマと して 『水 戸 黄 門』 が ある。 

『水 戸 黄 門』 は、 とにかく 毎回 必ず 黄 門 様 ご 一向 様が 印籠を 出して その 権威に よって 
悪を 懲らしめなければ ならない。 そぅいぅ 権威主義 的な 勧善懲悪 物語 だ。 

マンネリで 保守的で、 もちろん 知識人からは ティピヵル (典型的 •紋切り型) であ 
ると か 権威的で あると さんざん 言われて いた。 

一度、 インテリの 石坂浩 二が 水 戸 黄 門 役を 務めた ことがあった。 


石 坂浩二 演じる 水 戸 黄 門は、 従来の ティ ピヵ ルで バタ ー ン 化された 黄 門 像を 覆す、 

まつた く 新しい キヤ ラ クタ ー だつ た。 

しかし、 それは 視聴者に 受け入れられな かった。 視聴者の 大多数は、 いつもと 同じ 
黄 門を 見たい というの だ。 

とりわけ、 黄 門 様が 印籠を 出さない ままに 終わっ てし まう 回な どは、 大颦蹙 だった 

という。 

結局、 石 坂浩二 版の 『水 戸 黄 門』 は 一期で 打ち切られ、 今まで 通りの ワン バタ ー ン 
の 『水 戸 黄 門』 が 復活した。 

「小さな 物語」 とはそう いう もの だ。 「新しい 物語」 を 創造す る ことは 容易では ない。 
だが、 小乗 だから 不必要 だと か、 大乗より 劣っ ている という ことには ならない。 小 
乗の 物語は 即効 性の ある 薬で、 大乗の 物語は 革新的な 新薬 (ョー ロッパ 風に 言えば、 
新訳) なの だ。 いずれも 社会に とって 必要な もの だ。 

市場に 流通す る 物語の 8 割 以上は、 おそらく はこの 「小さな 物語」 である。 「新し 
い 物語」 を 生み出そうと 挑戦す る 物語は、 全体の 2 割 もないだろう。 なぜそう なる か 
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といえば、 もともと 「新しい 物語」 を 書こうと する 者が 少ない ことと、 成功率が 低い 
こと、 そして それを 読もうと する 者 も 少ない こと、 つまり 「新しい 物語」 の 市場が 小 
さいと いう ことに 原因が ある。 文学と いう 制度が 存在す るの も、 本来は そのような 少 
数の 作者と 読者が 市場原理 主義に 吹き飛ばされて ジャンルが 消滅して しまう ことを 防 
ぐた めに 必要だった からだ。 純文学が 「実験場」 と 化すの も、 「新しい 物語」、 新しい 
価値観を 生み出す ための 作家たち の 格闘 ゆえで ある。 しかし、 いったん ジャンルを 制 
度 化して 閉じて しまう と、 今度は 制度 そのものを 延命す る ことが 制度の 目的に すり 替 

わつ てし まう。 

「新しい 物語」 は、 制度の 外、 もしかしたら 一見 小乗的な 市場から 登場して くる かも 
しれない。 

現在の ヶー タィ 小説は 「ニヒリズムに 満ちた 現実」 の 中から 「真実の 愛」 を 発見す 
ると いう ワン パタ ー ンの 「小さな 物語」 ばかりを 無限 生産して いるかの ように 見えて 
いるか もしれ ない が、 この 中から やがて 革命的な、 真に 「新しい 物語」 が 生み出され 
るか もしれ ない。 


226 


もちろん その 「新しい 物語」 は、 商業 的 成功とは 無縁 かもしれ ない。 

大半の 人間、 「小さな 物語」 しか 求めて いない 人間は、 「新しい 物語」 に対して 拒絶 
反応を 示す もの だから だ。 

ゆえに、 もしかしたら、 それは 作者の 没後に 評価され るよう な もの かもしれ ない。 
それでも、 そのような 「場」 が 発明され たこと、 あらゆる 人間が 「物語」 を 生成す 
る ことが 可能に なつた という 事実は、 もしかしたら バブル 経済で 人々 が 消費と いう 欲 
望の 中で 踊り はじめた 80 年代 以後ず つと 続いて いる 閉塞した ニヒリズム 状況が、 これ 
から やがて 打破され ると いう 希望に 速な つてい るか もしれ ない。 
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ケー タイ 小説が 売れる 理由を 要約す ると、 こ、 っいう ことになる。 

1 戦後 日本に おける 「大きな 物語」 が 崩壊し、 バブル も 崩壊して 地域 格差が 進行し、 
「終わりな き 日常」 なる ニヒリズム 状況に 突き放された 地方 都市の 少女たち は自 
力で 「私の 物語」 を 紡がなければ ならなかった。 "「私の 物語」 を 書きたい •読 
みたい という 欲求が あった。 

2 にもかかわらず、 既存の 文学は 制度 化し、 ニヒリズムに 陥った 彼女たち が 共感で 
きる 「新しい 物語」 を 提供で き なくなっ ていた。 テレビが 提供す る トレン デイ. 
ドラマな ども、 地方 都市の 少女たち から 遠く 離れた 消費都市 •東京の 物語と なり、 
支持を 失った。 = 既存の 文学な どとの 心的な 乖離。 

3  ケ^  — タイと いう デバイス によって 誰もが ネットに アクセス できる ようになった = 
インフラが 整った。 
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つまり、 誰もが 「私の 物語」 を 探さなければ ならない 時代に、 誰もが 「私の 物語」 
を 紡ぐ ことができる インフラが 発明され た。 そういう 需要と 供給の 幸運な 出会いに よ 
って、 急激に ヶ ー タイ 小説 市場が 立ち上がった の だ。 

しかし、 そこでは 「新しい 物語」 はま だ 現れず、 古い 過去の 物語が 再生産され 続け 
るに とどまつ ている。 恋愛と セッ クスに 代わる 物語は、 いまだ ケー タイ 小説からは 誕 
生して いない。 その テイ ピカ ルな パ タ— ンの 反復と 死んで しまつた はずの 古い 物語の 
再生産ぶ りが、 いわゆる 読書人を 怒らせ 惑わせる 原因に なって いる。 

だが、 ケー タイ 小説と いう ジャンルは、 読者たち が 同時に 作者で も あり、 作品の 価 
値を 読者が 決定 するとい う 壮大な 「物語の 実験場」 でも ある。 

だから、 あるいは 今後、 ケ ー タイ 小説から 真の 文学、 現代の ニヒリズムから 人々 を 
救う 「新しい 物語」 が 生まれて くる 可能性 も ある。 すでに 制度と 化して しまつた 純 文 
学から 「新しい 物語」 が 登場す る 可能性よりも、 あるいは 高い 確率で。 

筆者は 評論家の ような 仕事と 小説家と しての 仕事の 両方に 手を 出して いるが、 本人 
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の 意識と しては 小説家が 本業の つもりで ある。 

筆者は 以前、 (「青年 マン ガ 市場」 を 作って 読者層の 新陳代謝を 可能に した コミック 
市場を 真似て) ライト ノベル 市場の 新陳代謝 システムを 確立す るた めに 「大人 ライト 
ノベル」 という ジャンルを 作ろうと して 失敗し、 現在は テイ ー ンエ イジ ャー 向けの ラ 
イトノべ ルを メインに 書いて いる。 ソフトバンク クリエ イテ イブの GA 文庫から も 
『ライト ノベルの 楽しい 書き方』 という ライト ノベルを 本書と 同時 期に 出す (やや こ 
しい タイトル だが、 この 小説は あくまで ライト ノベルで あって、 ライト ノベル 入門 書 
ではない) 予定 だ。 

つまり、 この 本は 実は 「ライト ノベル 作家が、 ケ ー タイ 小説を 読んで みた」 とい、 っ 
企画で ある。 

ライト ノベルと ケ ー タイ 小説には、 「テイ ーン エイ ジャ ー が 読む 小説」 「字が 少ない」 
などの 共通点 も 多い が、 実は そこが ライト ノベルを 書いて いる 人間と しては 一番 気に 
なった ことだった。 この 二つの ジャンルは まったく 相容れない 内容な のに も かかわら 
ず 同年 代の テイ ーン エイ ジャ ー が 読んで いる。 
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つまり、 同じ 中学校. 高校の 教室に、 ライト ノベルを 読んで いる 生徒と、 ケ ー タイ 
小説を 読んで いる 生徒が 同居して いると いう ことになる。 

この 二つの ジャンルは、 水と 油の ように 違う。 

ライト ノベルは 純然たる フアン タジー 小説の 世界であって、 完全な 創作で なければ 
ならない。 たとえ 学園 小説の ように 見えても、 その内 実は 「学園」 という 名の フアン 
タジ^ — である。 

ヶ ー タイ 小説は、 現実に 重ね合わせて 読まれる 実話 風の 物語で なければ ならない。 
フアン タジ ー 要素は ほとんど 皆無 だ。 

ライト ノベルの ヒロインは 処女で なければ ならない。 主人公 も、 よほどの ことが な 
い 限り 童貞で なければ ならない。 恋愛 小説で あっても、 セックスは 忌避され る。 

ケ ー タイ 小説には 処女 も 童貞 も 登場し ない。 登場した 時には 処女で も、 15 ぺ ー ジも 
進めば、 処女を 喪失し なければ ならない。 

ライト ノベル 読者は 創作 = 小説と 現実との 区別が ついてい るが、 周囲からは 「現実 
と 非 現実の 区別が ついていない」 という 視線で 見られる ことがある。 
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ヶ— タイ 小説 読者は 小説と 現実の 区別が ついていな いが、 周囲からは 「あんな 現実 
が ある わけがない のに、 なぜ リアル だと 思える のだろう」 と 不思議 がられる。 

大人の 目からは、 ケー タイ 小説が 読者の 少女たち にと つて 「リアル」 であると いう 
感覚が 分からな いし、 ライト ノベル 読者の 少年たち が 作品を ファン タジ ー として 読ん 
でいて 現実と 区別して いると いう 感覚 も 分からない。 

どちらが より 徹底した ニヒリズム かと いえば、 後者 かもしれ ない。 

ヶー タイ 小説の 読者は、 まだ、 自分 S 身と いう 現実の 物語に 「真実の 愛」 が 用意 さ 

れ ている かもしれ ない、 と 信じて いる。 

ライト ノベル 読者の 多くは たぶん、 自意識が 発達して いるので そのような ことは 信 
じていない。 

ライト ノベルに おいて、 Yoshi のように 「真実の 愛」 みたい な 熱 苦しい テ ー マ 
を 大上段に 構えて 書く と、 売れない。 

これは 筆者が 実際に 経験した ことで ある。 

ライト ノベルの 恋愛は たいてい、 ヶ ー タイ 小説の 恋愛とは 真逆で、 シニカルで、 ス 


トイ ック で、 なかなか ゴー ルが 見えて こない。 人気の ある ライト ノベル 作家は、 「愛」 
という 言葉を 使わない。 そして、 主人公と ヒロインは セッ クスに 至らない。 それらの 
古びた 記号、 古びた 物語を 回避しながら、 それでも なお 人間は 他人と 共感す る ことが 
できる のかを 試して いる、 という 一種の 思考 実験み たいな 側面が ある。 

あるいは 逆に、 いわゆる コメ デイ や ギャグと して 恋愛を 扱う。 ハー レム 展開と か、 
そういう 現実には あり 得ない 純然たる ファン タジ ー として。 

最も 著名な ライト ノベルに なった 『涼宮 ハルヒの 憂鬱』 では、 そもそも 恋愛 その も 
のが 描かれない。 ヒロインと 主人公は 同じ クラブに 所属して いつも 一緒に 行動し、 周 
囲からは 好き 合って いると 思われて いるが、 しかし どちらから も 恋愛関係に 踏み込ま 
なぃ。 

恋愛関係に 陥った 瞬間に 大切な 何 かが 終わっ てし まう、 とで も 言い たげ な 作品な の 
だ。 

ケ ー タイ 小説、 たとえば 『恋 空』 とは ほんとうに 真逆な の だ。 

ケ ー タイ 小説に 出て くる 高校は、 セッ クスと 恋愛の ために 存在して いるかの ようで 
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ある。 しかし、 おそらくは、 こちら こそ 彼らが 通っ ている 高校の 「現実」 なの だ。 

だから こそ、 自意識の ある 生徒は、 ライト ノベルの ほぅを 読む。 そこには、 現実の 
学校 T'* はない 学校が 存在す るから だ。 

隣の 席では、 恋愛 信仰に どっ ぶり 浸かった クラスメイトの 少女が ヶ ー タイを 使って 
『恋 空』 や 『赤い 糸』 を 読んで いる。 その 横で、 自意識に 目覚めて しまった 少年は 
『涼 宮 ハルヒの 憂鬱』 (角 川ス ニー ヵー 文庫) などの ライト ノベルを 読みながら、 現実 
には 存在し ない 学園、 セックス や レイプ や 妊娠 や ドラ ッグに 侵されて いない 学園を 脳 
内に 幻視す る。 

同じ 教室に いる 生徒が 『赤い 糸』 と 『涼宮 ハルヒの 憂鬱』 とに 分離して いる。 そし 
て、 お 互いを おそらくは 敵視し、 あるいは 無視し、 関わり 合いに ならない ょぅに 自ら 
の パ ー ソ ナル. エリアを 守りながら 生き 続ける。 

ニヒリズムに 陥つ ている ことに 気づかぬ まま セッ クスを 繰り返し、 それが 「人間的 
成長」 であり、 いずれは 「真実の 愛」 にた どり 着ける と 信じて いる 少女。 

ニヒリズムに 陥っ ている ことを 自覚して しまっ たがために、 空虚な 現実の 物語を 演 
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じる ことよりも 創作の 世界に 癒しを 求め、 隣の 少女から 「キ モイ」 とか I オタク」 と 
か 呼ばれて 白眼視 される 少年。 

それが、 今 現在の 学校、 現代の テイ ーンエ イジ ャーの 現実の 風景な のだろう か。 

もちろん、 ライト ノベル 派の 筆者は 『恋 空』 や 『赤い 糸』 には まったく 共感で きず、 
読みながら 何度も 本を 壁に 放り 投げた くなる 衝動に 駆られ、 Yo  Shi の 「オヤ ジの 
説教」 が 文中に 入っ てきて やっと ケー タイ 小説を 楽しめる という 人間た。 

考えてみれば、 現実と 物語の 区別が ほんとうにつ いていない ヶ ー タイ 小説 少女の ほ 
うが、 より 悲惨な のか もしれ ない。 その実 人生の 先に、 「真実の 愛」 など 待って はい 
ない の だから。 しかし 逆に、 「真実の 愛」 を 真剣に 信じられる 彼女たち の ほうこ そが、 
ほんとうに 救われて いるの かもしれ ない。 

いずれにしても、 筆者は 「現実の 世界で も 最後は 必ず 愛が 勝つ」 と 唱える 「実話 系 
説話」 ではなく、 空想の 世界で 読者を 癒す ライト ノベルの ほうを 書き続け たいと 思う 
のだった (もっ とも、 ライト ノベルを はじめと する 書物の 多く も、 おそらく 近いう ち 
こ ゲー タイな どの デジタル デバイスで 読まれる ことになると 思う。 この 本では ほ とん 
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どの 場合 「実話 系ヶ ー タイ 小説」 のこと を 「ヶ ー タイ 小説」 と 表記して 書いて いるの 
だが、 実際には この 本で 扱った ヶ ー タイ 小説は 基本的に 「実話 系ヶ ー タイ 小説 〔素人 
系ヶ ー タイ 小説〕」 だけで ある)。 

しかし、 それだけでは 満足で きない。 筆者は 命が あるう ちに、 いつかき っと この 二 
ヒ リズムを 超越す るた めの 「新しい 物語」 を 生み出し たいと 願って いるの だ。 だが、 
作れない。 筆者は 「小さな 物語」 作家と しても ぱっとせ ず、 「新しい 物語」 も 生み出 
せないで いる。 だからまず、 物語を 巡る 現状を 直視し、 理解し なければ ならない。 そ 
のためには、 実話 系ヶー タイ 小説が なぜ 売れる のかと いう 疑問を 避けて 通る わけには 
いかなかった。 実話 系ヶー タイ 小説に まるで 縁が なく、 そもそも 読みた くもない 筆者 
にょる この 本は、 そういう 取り越し苦労 とも 自意識 過剰と も 言える 葛藤の もとに 書か 
れ たのだった。 

実は 筆者は 三オ ブッ クスから 近々 に 『世界の 電波 男』 (仮) という 評論 本を 刊行す 
る T fe で これは ギリシャ 神話から ドストエフスキ^ — 、 SF 小説、 そして 手 塚 治 虫 あ 
たりまでの 「物語の 歴史」 を 「物語 = 人間の 自我を 癒す ために 必要な 装置」 という 視 
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点から 綴って みた 大著で、 構想 そのものに 少 々無茶が あった ため、 出版まで 何年 も か 
かってし まった。 その 間に、 「そういえば 『現在の 物語』 という 項目がなかった な」 
と 気づき、 そう 言っ ている うちに ヶー タイ 小説が ブ ー ム になり、 「ヶ ー タイ 小説に つ 
いても 書いて おくべき だろう」 と 思い立った。 つまり、 本書は 筆者な りの 文学論で あ 
る 『世界の 電波 男』 を 追 補 補完す る 本 だと も 言える。 しかし ヶ ー タイ 小説に 興味が あ 
る 読者には、 もちろん この 本 だけ 読んで いただければ それで 差し支え はない。 

本書の 執筆に 当たっ ては、 多くの 方々 から ご 助力を いただいた。 最初に 『Deep 
Love』 の 存在と 面白さを 筆者に 教えて くださった 恩師の 柳 下毅一 郎 さん、 それ ぞ 
れ実 作者と 版元の 立場からの お考えに ついて 詳しく 説明して くださった 作家の 尾 谷 幸 
憲 さん、 ライブドア パブ リッ シングの 窪田智 子さん、 そして ヶ ー タイ 小説に ついて ど 
のょう な 言説が 展開して いるの かを 教えて くださった ライタ 1 の 成松哲 さんと 速 水 健 
朗 さん、 どうもありがとう ございました。 さらに 個別の お 名前を 出す ことは 控えさせ 
て ハた だきます が、 ヶ ー タイ 小説に 携わって いる 関係者の 方々 に 取材が でき、 多くの 
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有益な 情報を 得られた ことに も 深く 感謝して います。 

また、 編集 担当の 上 林 達 也さん には、 多大な ご迷惑 や ご 負担を かけたり 無茶を 言っ 
たりした。 特に、 原稿を 書いて いる 途中で 気分が 悪くな り、 吐いて しまって せっかく 
の 資料を 台無しにし、 「今す ぐ 新しい のを 送って くれ」 と 頼んだ 時には、 寛大な 上 林 
さんの 眉間に 皺が 寄って いる 気 もした。 それでも 送って くれる 上 林さん は 本当に 良い 
人 だな あと しみじみ 思っ たのだった。 しかし、 いくら 諸般の 事情が あるとは いえ、 同 
じ 担当 •同じ 作家で 本書と ラィト ノベル 『ラィト ノベルの 楽しい 書き方』 を 同月に 刊 
行し ょぅとい ぅのは、 さすがに ちょっ と 無理が あるので はない かと、 担当 •作家 両者 
のヮー ヵホ リックぶ りが 心配に なって いる 今日 この頃で ある。 
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『恋 空』 『Deep  Love』 『赤い 糸』 …… 次々 とべ スト セラ ー を 
生み出し 、メディア ミツ クスを 展開す るケー タイ 小説。 売春、 レイ 
プ 、妊娠、 薬物、 不治の病、 自殺、 そして 真実の 愛と 過激な 要素 
が 満載の ケ ー タィ 小説に 若者は なぜ ハマる のか？ その 市場 や 
社会的 背景、 作品 分析に 至る までを 鮮やかに 読み 解いて いく。 
誰もが ケ ー タィを 持つ 時代に 咲いた 徒花 か、 それとも 新しい 文 
化の 始まりな のか、 ケ ー タイ 小説を 読まない 人で も、 これ 一 lllf で 
分かる 画期的な 内容で ある。 


